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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき








　　１「アカデミー寮りよう」







　その少年の目は希望に満ちあふれ、そして眩まばゆいばかりに輝かがやいていた。

「……やっとここまで来た」

　少年──山やま田だ西せい南な（地球人）は夢ゆめにまで見た……いや夢などという生なま易やさしい想そう像ぞうを凌りよう駕がした現げん実じつの具現化した銀ぎん河がアカデミーＧＰアカデミー男子寮の大正門前に立っていた。

　しかもそこはどこにでもあるようなただの平へい凡ぼん（？）な宇う宙ちゆうではない。西南はまだ知らないが彼が感動にうち震ふるえつつ、のほほんと（？）突つっ立たっている銀河アカデミーこそ銀河の頭ず脳のうであり、そして心しん臓ぞうでもあった。

　哲てつ学がく士しと呼よばれるまぎれもない超ちよう天才達を頂ちよう点てんとした、ありとあらゆる分野の知的根こん拠きよ地ちであり、それらを支ささえる人材育成の超巨きよ大だい学がく府ふ。

　さらにその超巨大な外周リングからはまさに血管の如ごとく各かく文ぶん明めい圏けんに向け大だい物ぶつ流りゆう網もうが張はり巡めぐらされているのだ！　ありとあらゆる可か能のう性せいとチャンスとそして同時に破は滅めつの潜ひそむそこは、まさにパラダイスという名の魔ま都とであった。

「………それにしても……」

　興こう奮ふんしていた西南もさすがにちょっと冷静さが戻もどってきたのか、不安げな表ひよう情じようを浮うかべてため息混まじりに呟つぶやいた。

「これがＧＰアカデミーの……寮？」

　鬱うつ蒼そうとした深い森に囲まれ、道の遥はるか向こうに見え隠かくれしている寮りよう舎しやと思われる建けん築ちく物ぶつは銀河文明文化の最さい先せん端たんの場所にしてはちょっと不安を覚えさせる様相を呈ていしていた。

「……本当に人が住んでるのかな？」

　巨大なツタのような植物に建物自体が覆おおわれ、地球のアンコールワットといった感じである。そしてそれを助長させるように深い森は人の営いとなみを感じさせないほど深遠なる静せい寂じやくを生んでいるのだ。

「どちらかというと……遺い跡せきって言った方がピッタリだよな……でもこれが伝でん統とうってやつなのかもな」

　名門といわれた学校の寮や校舎は古い物が少なくない。問題は外側ではなく、そこで学ぶ内ない容ようこそがもっとも重要なことなのだ。そして意外と気付かれないもう一つの理由がある──そこが人の学住環かん境きように適てきしたもの──ということだ。その場から多くの優ゆう秀しゆうなる人物を輩はい出しゆつしたのであれば、その場はそれに適した所といえるのである。

「住めば都っていう言葉もあるし、だいたい俺おれん家ちも結けつ構こうなボロだしな。うん！　これが俺の希望への第一歩だ！」

　建物が古かろうと、そんな事はどうでもいい。そう気を取り直して寮の門へと第一歩を踏ふみ出そうとしたその時であった。

「えっ!?」

──カンカンカンカンカンカンカンカンカンカンカンカン。

　突とつ如じよ、どこからともなく踏ふみ切きりの警けい報ほうのような聞き慣なれた音が鳴り響ひびいた。

「なんだ？」

　いつもの西南であれば気付いたであろう──だが憧あこがれの地へたどり着いた感動ボケの西南の頭は警けい戒かいという回路がフリーズ状じよう態たいであった。いやあるいは危き険けんのインフレーション状態であったのかもしれない。

──ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドッ。

「……??」

　徐じよ々じよに大きくなる体に感じる地響きが、危険なものであると気付いた時はもう手て遅おくれであった。

　寮の森からイノシシに似にた柴しば犬いぬくらいの大きさの大だい集しゆう団だんが、さながら津つ波なみか雪崩なだれの如く圧あつ倒とう的な質しつ量りようを持って飛び出して来たのだった。

「うわああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

　野生化した古いにしえの実験動物の大だい暴ぼう走そうに巻まき込こまれた西南の悲鳴は、群むれの移い動どうと共に森の奥おく深ふかく吸すい込まれていった。

　その後の西南の状じよう況きようを詳くわしく長々説明をするのはちょっとした冒ぼう険けん記きになりかねないので、要点だけをかいつまんで説明すると──まず西南は暴走の群れから泳ぐように、手て頃ごろな枝えだにしがみつき難なんを逃のがれ位置確かく認にんのため木の上に登り、別の実験動物（肉食）に捕つかまってしまい、あわやそいつの巣の中でピーピーと愛らしく鳴いているものの、全っ然カケラほどにも可愛かわいげの無い外見と大きさのヒナの餌えさになろうとした時、巣の素そ材ざいの中にどう見ても武ぶ器きとしか思えない物を運良く発見。それを実験動物ヒナに向けたところ、あっさりどこから伸のびたのか分からない親実験動物の触手に取り上げられ、もうダメかと思ったときにその武器が暴発、哀あわれ実験動物は親子ごと物言わぬグラムいくらの食材へと変わり果ててしまう。そしてその実験動物を追いかけていた猟りよう師しが爆発音を聞きつけ到とう着ちやくし、これでもう大だい丈じよう夫ぶ……とホッと安あん堵どのため息をついた途と端たん、本ほん性しようを現あらわした猟師（密みつ猟りよう者しや）に銃じゆうを突つき付けられ、お肉を全部よこせと凄すごまれた。その実験動物が重要保ほ護ごされていて、なおかつその肉が闇やみ市し場じようで思いっきり高たか値ねで売れる、アカデミー三大珍ちん味みだとかいう話を聞かされたが、まあ別にこんな物はいらないから差し上げますと言ったところ、欲よくボケオヤジは「そんな奴やつぁいねえだ！」と、その場と服ふく装そうにジャストマッチした方言で全然信用しないあげく、あわや口くち封ふうじに遭あおうとしたところ運良く（？）まだ生きていたヒナがその密猟オヤジの頭をカプッとくわえ、嫌いやな音と共に丸飲みして行く様を呆ぼう然ぜんと見ている西南の方を、オヤジを丸飲みしたにも拘かかわらずまだ食い足りなげなヒナがじろりと見た日にはもうダメだと思っていた危き機き一いつ髪ぱつの所へ、密漁オヤジを追いかけていたＧＰに既すんでのところで助けられ、最後の一匹ぴきとなったヒナと今だヒナの中で暴あばれているオヤジを保護、その他お肉は証しよう拠こ品ひんとして持って行くけど、後日返へん却きやくされるという事を告知されたものの、別にそんな物を返して貰もらったってどうしようもないと言ったら、一割わりの手数料は取られるけれどＧＰの方で適正価か格かくで売るけど？　という話をされ、重要保護動物じゃないんですか？　と聞いたら、正当防ぼう衛えいだし、お肉になった物はしょうがないから食われそうになった君に権けん利りがあるという事になって思いもかけない臨りん時じ収しゆう入にゆうがあってしまってまあなんだかなぁ～っと思っていたらＧＰはとっとと帰ってしまい、東も西も分からない森の中に放置されていることに気付き、慌あわててＧＰの立ち去った方向へ走りだした途端、再ふたたび先ほどの野生動物の帰き宅たく暴走に巻き込まれ、必死でしがみついたのが寮りようの正門だったというのが事の顚てん末まつでございます。

「あ～～……びっくりした……」




　ちなみに西南がボロボロの状態で再び同じ場所に立っていたその頃、地球では──

「うわ～～……びっくり」

　山田商店店てん舗ぽ兼けん住宅の二階、一番奥の両親の部屋で西南の妹、吉よし子こが兄あに貴きと同じようなセリフを呟つぶやいていた。

「壮そう観かん……だわよねぇ」

　母親も呟く。

「～～～～～～～～～～～」

　父親は時折カーテンの隙すき間まから外の様子をうかがいながら、おろおろと部屋の中を歩き回っていた。

「あんたも少し落ち着いたら？」

「だっ、だってお前……」

　指さす西南父、北ほく東との眼がん前ぜんには彼が生まれてこの方、一度も見た事のない現げん金きんの束がうず高く積み上げられていた。

　北東の過か剰じような狼狽うろたえぶりは、そのお金の入手過か程ていに何やら犯はん罪ざいめいたものを感じさせるが、別に法に触ふれる事をしたわけではなく、ちゃんとした労働の対価である。

「これが全部万札ならもっと凄いんだけれどね」

「アハハ、そうよねぇ」

「お、恐おそろしい事、言わんでくれ」

　とっとと目の前の現実を受け入れた女じよ性せい陣じんとは対照的に北東は未だその事実に戸と惑まどっていた。

「まあ、これが今日一日の売り上げだってんだから、お父さんが落ち着かないのも無理はないわね」

　そう！　西南が旅立って一週間。山田商店の運命は恐ろしい勢いきおいで向上していた。

　日に日に売り上げは倍々乗々に伸のび、大量注文も相まって、店内に置ききれなくなった商品は外へとその売場を広げ、路地販はん売ばいから翌よく日じつは簡かん易い天てん幕まくを使った青空商店、そして今日は山田商店の隣となりに大型トレーラーが二台停とめられ、それが先さき程ほどまで青空市の中ちゆう核かくとなって生せい鮮せん食料品から日用品まで多た岐きに亘わたって販売が行われていたのである。

「それにしても西南の奴……何をやらかしたんだ？」

　北東が不思議そうに呟く。

　ここまで販売拡かく大だい出来たのは、お客の増ぞう加かだけがその理由ではない。数日前に山田西南の名で振ふり込まれた大金のおかげなのだ。

「あんな大金を、しかもたった数日で作れるはずなんか……」

「考える必要はないわよ。霧きり恋こちゃんも電話で大丈夫だって、言ってたんだから」

「うん……それはそうなんだが……」

「だいたいくそ真ま面じ目めが取り柄えの西南が、何か法に触れるような事をするはずないし、それ以前にあの運の悪い子が何かしたとしても成功するはずないでしょ」

「だけどな……逆ぎやくにそれが運の悪さ故ゆえかもしれないじゃないか」

「お父さん、心配しすぎ！　それに最悪そうだったとしても実じつ際さいやったのはお兄ちゃんだし、返さなきゃならなくなったとしても使った分はもう楽勝で返せるでしょ」

　現金の山を指さし、あっけらかんと兄を切り捨すてる発言をする吉子に、北東は頰ほおを引きつらせる。

「それを差し引いてもじゅうぶん次の仕入れ分はあるだろうからね」

　今日きよう子こもケラケラ笑いながら追い打ちをかける。

「……それも……そうだな」

　ついに北東も意を決し、そして自分に言い聞かせるように呟つぶやいた。

「あいつももう一人前の男なんだしな……」

　本人不ふ在ざいの中、野生動物の子別れの如ごとく容よう赦しやのない切り捨てが行われたのだった。

「そうそう♡」




　さて山田家に振り込まれたお金はいったい何だったのか？──話は、ＧＰ艦かんに乗った西南を霧恋が必死で追いかけていた数日前に戻る。

「ほ、報ほう奨しよう金きんですか？」

　霧恋は小型クルーザーのブリッジで、めまぐるしく位置の変わるＧＰ艦の航路を必死で追つい跡せき、移い動どう予よ測そく計算していた手を止めた。

「ええ、それでその管理をあなたにお願いしたいの」

　スクリーンに映うつる瀬せ戸とはそう言いながらにっこりと微笑ほほえむ。

「はあ……」

　瀬戸に何らかの意図があるのは間ま違ちがいない──が、たしかに今の状じよう況きようで西南の報奨金管理といった事じ務む的な事は霧恋が受け持つのが適てき当とうである。それに無む駄だな問答は瀬戸に遊びの口実を与あたえるだけだ。

「分かりました。では……」

　素す早ばやくキーボードに指を走らせ、公的監かん視し付つきの新しん規き口こう座ざを一つ開かい設せつする。

「ここに振り込みをお願いします」

　そう言うやいなや、その口座に報奨金が振り込まれ、即そく座ざに入金確かく認にんのメールが送られてくる。

「！！！！！！！！！」

　その金きん額がくに驚おどろいた霧恋がスクリーンの向こうで涼すずやかに微笑む瀬戸を凝ぎよう視しする。

「こ、こここここ」

　神しん経けい系けいが金かな縛しばり状じよう態たいで、口がうまく回らない。

「ほらほら、落ち着いて」

　と言いつつ、瀬戸は霧恋の様子を満足げな笑みで眺ながめている。

「こ……これは一体、なんの冗じよう談だんですかァァァァァァァァ！！！？」

　のどに引ひっ掛かかっていた言葉を力ずくで無む理り矢や理り吐はき出した。

　だが霧恋が驚くのも無理はない。なぜなら口座に振り込まれた金額は数百億という桁けたのお金だったからだ。
















「こ、この……この……」

　目標の定まらない震ふるえる手で数字を指さし、眉み間けんにくっきりと深い皺しわを寄よせた霧恋が瀬戸を睨にらみ付ける。

「まあ、ちょっと少ないのだけれど……ほら、うちの経理部ってしっかりしてるから」

「ちょっと……って……ちょっと……」

　あまりの衝しよう撃げきに、霧恋の神経回路は再ふたたびフリーズした。

「それでもけっこうすんなり出してくれたのよ。裏うら資し金きんに凄すごいプール金ができたって喜んでたしィ」

　瀬戸は無駄金を使うタイプではないが、必要ならば糸目を付けない。しかも機き密みつ費ひ名目すら使用できない、超ちよう極ごく秘ひ裏り操そう作さによってつくり出さなければならない金なので経理部は大変なのだ。

「そ、そういう意味じゃありません！　多おおすぎるんです！　多すぎ！　なんなんですかこの金額は!!」

　息を荒あららげながら一気にまくし立てる霧恋の様子は、甲かん高だかいスピンの轟ごう音おんを立て急発進する車に似にている。

「西南殿どののおかげで捕ほ縛ばくできた海かい賊ぞく艦かんを、通つう常じようの手しゆ段だんで検けん挙きよしようとした時の情じよう報ほう部ぶ及および実働艦隊行動費試算と、各海賊にかけられた懸けん賞しよう金きんプラス複ふく数すう検挙によるボーナスポイントとか……」

　霧恋の過か剰じようなテンションとは対照的に事も無げにしれっと言う。だがその内容は霧恋のテンション以上に過か激げきだった。

「!!」

　瀬戸の言葉の意味を瞬しゆん時じに理り解かいし、霧恋はごくりと息を吞のんだ。

「その額は……少ないでしょう？　んん？」

　穏おだやかだが勝ち誇ほこった口調だ。霧恋車はあっさりと瀬戸壁かべに激げき突とつして止まってしまったのだ。

（た、確たしかに通常での検挙、この場合はほとんど戦争と言ってもいいけど、それにかかる予算と海賊達にかけられた懸賞金の総そう額がくから慣かん例れい通どおりに換かん算さんしても……）

「西南殿に支し払はらわれる報ほう奨しよう金きんは、さらに二桁は上がるでしょう……ねっ、霧恋ちゃん」

　霧恋の答えを先回りするように瀬戸は付け加えた。

「……………」

　その巨きよ額がくに愕がく然ぜんとなっている霧恋に瀬戸はさらに追い打ちをかけた。

「さらに今回捕縛された海賊達によって起こされたであろう予想被ひ害がい額がくやそれに伴ともなう影えい響きよう被害、今回の一いつ斉せい検挙による情じよう勢せい安定による株かぶ価か上じよう昇しよう等の付加影響利り潤じゆん等々を銀ぎん河が連れん盟めい規き模ぼで考えれば……」

　──それこそ天文学的数字。

（それにどうせ瀬戸様のことだから……各国家や企き業ぎようからみかじめ料をふんだくったに違ちがいないわ）

　霧恋は満面の笑みをたたえた瀬戸の顔を見つめながら思った。瀬戸の言う『凄すごいプール金』という言葉から推すい測そくすれば、西南への報奨額は国家予算級の収しゆう益えきを上げた人間に子こ供どもの小こ遣づかいを渡わたすに等しい事だろう。

「その額は……少ないでしょう？」

　念を押おすように繰くり返すと瀬戸は霧恋を一いち瞥べつする。

「……はい……」

　観念したかのように霧恋はこくりと小さく頷うなずいた。

「まあＧＰと連盟から支払われる分の報奨金は西南殿個こ人じんの捕縛ではないから、とりあえず樹じゆ雷らいの国庫に入れるけど。それについてはあとで十分な埋うめ合わせを考えているわ」

　だが報奨金ですらあの巨額なのに、十分な埋め合わせなどとなったら瀬戸がどういう事をしてくるか予想がつかない──いや、瀬戸絡がらみならロクでもないこと確かく定ていだ。

「瀬戸様。確かに報奨金額はおっしゃる通りですが、こんな大金は西南ちゃんのためになりません」

「だからあなたに管理を頼たのんでるんじゃない」

「うっ！……しかし……」

　霧恋にとって目の前に突き付けられた金額は西南の価か値ちである。本来ならば無む条じよう件けんで喜ばなければ──いや、すでに霧恋はその事を心の中で我わが事のように喜んでいる──だがそれを認みとめることは西南のＧＰ入りを認める事になる。たとえ巨額であろうともそれは西南の命の代償なのだ。

「このお金を受け取ったからって、ＧＰに入らなければならないって事はないのよ」

　霧恋の考えを見み透すかしたように、瀬戸は押おし黙だまってしまった霧恋に声をかけた。

「瀬戸様！　私は……」

「真ま面じ目めねえ、あなたは。それに不器用……まあもっとも分からなくはないんだけれど……ねえ♡」

「うっ！」

　反はん論ろんしようとする霧恋を言葉で軽くいなす。瀬戸の貫かん禄ろく勝がちだ。

「西南殿のＧＰ入り……いえ、地球に戻もどる戻らないは本人とゆっくり相談しなさい。ただ報奨金はあくまで西南殿の過か去この働きに対するものであって、彼の未来を拘こう束そくするものではないわ。それにこれだけあれば西南殿が地球に戻って生活する事になっても、保ほ険けん代がわりには十分でしょう？」

（!!……確かに……）

──瀬戸の言う事はもっともだ。

　高校からも敬けい遠えんされ、西南の運の悪さは将しよう来らいに亘って──ひいては老後にまで関かかわる大問題だ。数百億という数字はそれに対する保険だと考えれば、西南にとって絶ぜつ対たい必要不ふ可か欠けつなものとなろう。

　でも……と、霧恋は考える。

（そんな大金を持ってて、お人ひと好よしの西南ちゃんが悪い人や女に騙だまされたら……）

　スッカラカンの預よ金きん通帳を見て呆ぼう然ぜんとしている西南のイメージが浮うかぶ。限かぎりなく高こう確かく率りつの未来予測……いや予知といえるだろう。

（ダメダメ！　そうよね……やっぱり私がちゃんと管理してあげなきゃ……）




（!!）




　一いつ瞬しゆん……ほんの一瞬ではあるが、霧恋の言葉は西南の横に立つ自分を……結果、西南と夫ふう婦ふとなった将来を断だん片ぺん的にだが連想させた。

（何を考えてるの!?）

　慌あわててその考えを振ふり払う……いや、弟というイメージの漆しつ喰くいでそれを必死に心の奥おく底そこに塗ぬり込めた。

（もう西南ちゃんのそばには居いられないのに）

　甘かん美びな想そう像ぞうを霧恋は必死に打ち消す。

「………………」

　瀬戸はその霧恋の葛かつ藤とうを愛いとおしげに、そして辛しん抱ぼう強づよく待った。

「わかりました。報ほう奨しよう金きんの件けんはお任まかせ下さい」

　霧恋のその言葉から数時間後、本来の保ほ護ご者しやである山田家の口こう座ざに、言い訳わけが可か能のうであろう報奨金の数千分の一が振り込まれたのであった。

　霧恋としては西南の活かつ躍やくをご両親に知らせたい──その思いからであった。だが数百億を全部振り込んだら言い訳もへったくれもない……しかし霧恋の思惑おもわくを超こえて山田家の価か値ち観かんはその金きん額がくでさえパニックを引き起こすに十分だったのである。

　さてその後の山田家についてはさほど語る事もない。順じゆん風ぷう満まん帆ぱん、ただごく当たり前の太ふと腕うで繁はん盛じよう記き、山田家基き準じゆんのジャパニーズドリームが繰くり返されるだけだ。

　吉子曰いわく「お兄ちゃん元気で留る守すがいい！」である。




「……えらい目に遭あった」

　地球で本人不ふ在ざいの子別れの儀ぎ式しきを行われたことを知ってか知らずか、柴しばイノシシの大だい暴ぼう走そうから離り脱だつした西南は、周辺の安全を確認するとゆっくりと慎しん重ちようにしがみついていた門柱から手を離はなした。

「やれやれ……せっかく貰もらった制せい服ふくが……あれ？」

　皺しわクチャの泥どろだらけだった制服の皺が見る間になくなっていくのだ。それは逆ぎやく回まわしの映えい像ぞうを見ているようだった。

　そっと手で触ふれると泥も見る間に乾かわいてポロポロとかさぶたのように落ちて行く。

「すごい……」

　しかもあれだけもみくちゃにされたにも拘かかわらず、破は損そん個か所しよらしい場所もない。

「見た目は地球の物と大差ないのに使われている技ぎ術じゆつは桁けた違ちがいだ」

　ちょっと嬉うれしくなった西南は、わざと服を泥で汚よごしてみる。

　先ほどと同じように泥は水分を奪うばわれカサカサになって剝はがれて行く。

「すごい」

「何をしているんだね？」

　制服の汚れ落としに夢む中ちゆうになっている西南の後ろから、厳きびしい口調の声が聞こえた。

「えっ!?」

　慌てて振り返る西南の前方に初老の男だん性せいが立っている。

「君が……山田西南君だね？」

　まるで生活指し導どうの教きよう師しの如ごとく厳しそうな目が西南に降ふり注ぐ。

「そ、そうです」

「ずいぶん遅おそいから見に来てみれば……君は何をしているんだね？」

「す、すみません」

　謝しや罪ざいの言葉と共に先さき程ほどまでの出来事を語り始めた。




「なるほど……あれに巻まき込こまれたのか。報告通りだというわけだ」

　歩きながらチラッと西南を一いち瞥べつする。

　男はこの寮りようの管理官だった。いま彼に案内され、西南の部屋へ向かっていた。

「まあ、それに関しては君に知ち識しきも無かった事だから不ふ可か抗こう力りよくと認めよう。だがその後が問題だね」

「その後……ですか？」

「君の優ゆう先せん目的は何だね？　寮に来ることだろう。制服の機能の確認ではない」

「えっ……あ、それは」

　ずいぶん細かい人のようだ。

（生活指導の先生みたいだ）

　先ほどの初見の印象は間違いないようだ。

「それにだ。そういう目に遭ったのならば、そこは危き険けんな場所と認にん識しきしたはず。なのに他の事こと柄がらに気をとられてその場に留とどまるようでは、君の特性を考えれば自殺行こう為いだぞ」

「あっ！」

　管理官の言う通りだ。

（いつもなら、すぐにその場から逃にげ出してるだろうな）

　宇う宙ちゆうに来た嬉しさで気が緩ゆるんでいたようだ。

「今回は初めての事だから大目に見るが、これからは気をつけたまえ。ここは遊び場所ではないんだ。たとえ神かみ木き・瀬戸・樹じゆ雷らい様に目をかけられようとも、どんなに手柄をあげようともだ」

「すみません」

　どうやら管理官もあの出来事を知っているようであった。

（この分だと、みんな俺おれの悪運の事知っているんだな）

「積み重ねは継けい続ぞくしてこそ価値がある。信しん頼らいを得るには時間がかかるが失うのは一いつ瞬しゆんだ。せっかく積み上げたものを自ら崩くずすような真ま似ねは慎つつしむことだ」

　管理官の厳しい言葉が、先程までの浮うかれた気持ちに冷や水をかけた。教師らしい無ぶ粋すいさではあるものの、気持ちの引き締しめは西南にとってはありがたい。

「はい。すみませんでした」

　自らに言い聞かせるように答える。

「うむ」

　西南の肯こう定ていの言葉で、管理官の小こ言ごとも終わった。

「うわっ……」

　その時になってようやく周りの景色を見る余よ裕ゆうが生まれた。

　遠くからは遺い跡せきのように見えた建けん造ぞう物ぶつも、近くでよく見れば明らかに人の手で管理されていた。城じよう塞さいのような深い森に隠かくされていた敷しき地ち空間は想そう像ぞう以上に広く、幅はば百メートルはあろうかという堀ほりの向こうには広い公園のような空間があり、美しく幾き何か学がく的に配置された樹じゆ木もくや石いし畳だたみの通路や水路があった。そしてそこに植えられている樹木はどれも見事な巨きよ木ぼくで、その事からもここの歴史が非ひ常じように古いことが容よう易いに推すい察そくされた。

「瀬戸様の水鏡の中とはちょっと違ちがうな」

　水鏡の居きよ住じゆう区くは整然と並ならべられたこことは違い、自然そのままの原生林の様相を呈ていしていたからだ。

　管理官は辺りをキョロキョロと見る西南を咎とがめるでもなく、また施設の説明をするでもなく淡たん々たんと歩き続けていた。




「おい来たぜ」

「チェ……管理官と一いつ緒しよじゃ手は出せないな」

「落ち着けよ。部屋に着いてからでも遅おそくはないさ」

　ちょうど寮りよう舎しやのゲートをくぐる管理官と西南を庭の植え込みや石柱の陰かげから見つめる目があった。

（……見られてる？）

　時折すれ違う生徒達が一礼をして通り過すぎる以外はあまり人を見かけない。だが昔から人の視し線せんにさらされ、それに非常に敏びん感かんになっている西南は自分を見つめる多くの視線を感じ取っていた。

　だが一番の問題はそのほとんどが敵てき意いに満ちたものという事実だった。

「ふう」

　その圧あつ迫ぱく感を感じながら小さなため息をつく。

　昔から人の視線にさらされて来たとはいえ、どれだけ年月を経へようともなかなかそれに慣なれるものではない。ましてや好こう奇きや敵意といったものならば尚なお更さらである。

（瀬戸様は歓かん迎げいされるって言ってくれたけど……そううまくは行かないんだろうな……）

　相変わらずのマイナス思考故ゆえの閉へい塞そく感かんを感じながらも気分を切り替かえるように、再ふたたび辺りを見まわす。

　寮舎は外の公園部分と同じく、近くで見るとちゃんと整せい備びされていた。

　古い苔こけ生むした石に多くの草木が根付き、色とりどりの花がいい匂においを発している。小さな亀き裂れつはあっても崩くずれたところは見えないし、よく見ないと気付かない位、その雰ふん囲い気きに巧うまく合わせた照明器具などが、この場所がちゃんとした人の生活場所であることを感じさせる。

　樹雷の船の中もそうだったが、いい意味で植物と建物が渾こん然ぜんとし、気持ちのいい空間を創つくり上げているのだ。自然物を使った環かん境きよう整せい備びは樹雷皇おう立りつアカデミーであった時から連れん綿めんと続くアカデミーの伝でん統とうであった。

「さあ、ここが君の部屋だ」

　管理官が立ち止まり、１９３と彫ほり込まれたドアを指し示しめす。

「分からない事はルームメイトに聞きたまえ」

「はい。ありがとうございました」

「それから寮の生活も訓練なのだということを覚えておきなさい」

　そう言うと管理官はもと来た通路を帰っていた。

「訓練か……そうかもな……うん！　がんばろう！」

　小さくガッツポーズをとり、ふとドアの数字を見つめる。

「百九十三……いちきゅうさん号室か……………………いっ・きゅう・さん？」

　思わず右手が丸まる刈がりの頭に行く。

　ふと感じた嫌いやな予感を慌あわてて振ふり払はらい、インターホンのスイッチを押おす。

　ブシュ～～ッッ。

　小さな空気音と共にドアが開く。

　パン！　パパパパッッッッッ!!

　もの凄すごい音と煙けむりが西南を襲おそう。

（爆ばく発はつ!?）

　西南は反はん射しや的に飛び退のいた。

（さっきの視線の主か？）

　先さき程ほど感じた敵意を持った視線を思い出す。管理官がいなくなったところで襲いかかってきたのだろうか？

「………あれ？」

　だが油ゆ断だんなく身み構がまえた西南は、体の至いたる所にからみついた紙リボンとひらひらと舞まい降おりてくる紙かみ吹雪ふぶきに気付いた。

「な、なんだ??」

「ようこそ。山田西南君！」

　徐じよ々じよに晴れてくる煙の向こうから声が聞こえ、そして二人の姿すがたが鮮せん明めいに見えてくる。

「ようこそ！　マイフレンド！」

　満面の笑えみで西南を見つめる二人の少年。ちょっと背せの高い気さくな金きん髪ぱつアメリカン的少年と子犬のような表ひよう情じようのワウの少年。

「ようこそようこそ待ってたぞ！　ハッハッハ」

　嬉うれしそうに近ちか寄よってきて、むんずっと西南の手を握にぎりしめるアメリカン少年。

「海かい賊ぞく艦かん一いち網もう打だ尽じんの英えい雄ゆうに是ぜ非ひ会いたいと思っていたんです。それが僕ぼく達たちのルームメイトだったなんて感かん激げきです！」

　しっぽをぶんぶん振りながらもう一方の手を握りしめるワウ少年。西南は二人の熱ねつ烈れつ歓かん迎げいに気け圧おされたまま呆ぼう然ぜんと突つっ立たっていた。

「えっ……え～～っと……うわっ！」

　戸と惑まどいながらふと二人の後ろ、入り口の所にそれこそ上から下までビッチリと人の顔が寿す司し詰づめ状じよう態たいでこちらを見ているのに気付く。

「ん？　どうした？」

　驚おどろいた西南の表情に後ろを向くアメリカン少年。

「こっこら！　お前らはまだ出て来ちゃダメだろうが！」

「そうですよ。まだ僕らと歴史的感動の対面の途と中ちゆうなんですから！」

　ワウの少年が器用に足でドアの開かい閉へいスイッチを押す。

　バシュッとドアが閉しまり不気味な顔の寿司詰めが見えなくなった。

「ふん！　おとなしく待ってろィ」

　アメリカン少年が中指を立てる──ああ、こういうのも宇う宙ちゆう共有なのか？　そう思ったとき、ワウの少年が大きく目を見開き、驚きよう愕がくの眼まな差ざしで西南を見た。

（どうしたんだ？）

　だが微び妙みように視し線せんが西南ではなく後ろに向けられている。

「ん？………うわっ！」

　西南の後ろにある柵さくの向こうから大おお勢ぜいの少年達の顔が鈴すずなり状態でこちらを見ていたのだった。

「お前ら……ここ五階だぞ」

　呆あきれたように言うアメリカン少年。

　西南の部屋のある棟とうは、下が崖がけ状態になっている。巨きよ大だいなツタが足場になっているとはいえ彼等はその柵さくの向こうにしがみ付いているのだ。

「そんな所にいたら危あぶないから……」

「そんなことより山田君！」

　一人の少年がズイっと柵越ごしに顔を近付けてきた。

（あれ？　この視線……）

　その少年の視線こそ敵てき意いに満ちたあの視線であった。

「雨あま音ねカウナックさんと君の関係について答えてもらいたい！」

「はっ？」

「さあ正直に答えてくれ！　雨音カウナックさんと君はどういう関係なんだァ!!」

　敵意……いやそう感じたものは嫉しつ妬と心しんであった。

「いや、待て！　それより正まさ木き霧恋さんのことが先だ！」

　と、それをきっかけに少年達がわらわらと柵を乗り越えて西南に押おし寄せてきた。

「ねえねえ山田君！　リョーコ様の写真持ってない？　会ったんだろ？」

　まるで餌えさに群むらがる養よう殖しよく場じようの魚みたいに、少年達は西南を質しつ問もん攻ぜめにした。

「ここはどう考えても雨音さんの方が絶ぜつ対たい的多数なんだから」

「こっちだって無視できないレベルの数字だぞ！」

「ねえねえリョーコ様の……」

「海賊オタクはすっこんでろ！」

　雨音派はと霧恋派が同時にツッコミを入れる。

「好きなアイドルが違ちがうだけで君達だって同じじゃないか！」

　今度は西南を無視して言い合いを始めた。

（……有名人らしい雨音さんはともかく……なんで霧恋さん??）

　西南は少年達を呆然と眺ながめながら首をかしげる。

「好きになった相手こそ違え……か。なるほどもっともな意見ではあるが……」

「ねっ、そうだろう？」

　意見が肯こう定ていされてリョーコ派の少年は嬉しそうだった。

「ではあるが……海賊女は俺達ＧＰの敵、その写真の話なんて後回しだ。後回し！」

「その通り！　だいたいお前、海賊女の写真なら手に入るって偉えらそうに吹ふい聴ちようしてただろうが。お前の所しよ属ぞくしているファンクラブの知り合いが山田君の乗ってた船のオペレーターだったんだろ？」

「そうなんだけど……」

　リョーコ派の少年は相手の言葉に急に押し黙だまってしまう。

（ん？　オペレーターって……もしかしてあの三人？）

　西南は少年の表ひよう情じようが妙みように気になったが、他の少年達はそれを気にする様子もなく言い合いを続けていた。

「とりあえずここで言い合っていても始まらないな。それよりどちらが先に聞くか決めた方が建けん設せつ的だ」

「うむ！　その通りだ。海かい賊ぞくファンも黙った事だし……」

　と、その時であった。

「こらぁ～～～っっっ!!　何を騒さわいでる！」

　凄すごい怒ど号ごうと共に先ほどの管理官が走ってくるのが見えた。ふと気付くとリョーコファンの少年の姿すがたがない。

「やべっ!!」

　凄すさまじい勢いきおいで自分の部屋や柵の向こうへと逃にげ出す少年達。

　人ひと垣がきが無くなり、輪の外に追いやられていたアメリカン少年とワウ少年が西南を引きずるように部屋へと逃げ込こんだ。




「ハハッ。管理官のおかげで解かい放ほうされましたね」

「たまには役に立つよな、あのオッチャンも」

　笑い合う二人の顔を見ながら西南は、その管理官を連れて来たのがあのリョーコファンの少年かも知れないということは黙っておくことにした。それよりも……。

「ねえ、さっきみんなが逃げ出した時、柵の向こうから嫌いやな音と悲鳴が聞こえたような気がするんだけど……」

「アハハ。何人か落っこちたみたいですね」

「ドジだよな」

　二人は恐おそろしい事実を気にすることなく笑った。

「五階なんだろここ！　た、助けなきゃ！」

「ああ、待った待った！」

　外へ飛び出そうとする西南を何な故ぜか二人は押しとどめる。

「管理官のオッチャンに任まかせときゃいいって。それが仕事なんだから」

「そうですよ。そういうのは専せん門もん家かに任せるのが一番！」

「心配じゃないの？　友達なんだろ」

　あっけらかんとしている二人に西南はちょっと違い和わ感のようなものを感じた。

「そうか……西南はまだ知らないんだな」

「ケネス君。その前に自じ己こ紹しよう介かいをしませんか？」

　ワウの少年が会話に割わり込んでくる。

「おっといけない。連中に邪じや魔まされたままだったな。ハッハッハ！」

　小さく咳せき払ばらいをしたアメリカン少年は、にっこりと微笑ほほえみながら手を出そうとした。

「僕はラジャウ・ガ・ワウラ。よろしく、西南君」

　しかし彼の隙すきをついて、人ひと懐なつっこい表情でワウ少年は西南の手を横取りした。

「あっ、こらラジャウ！　この部屋の室長は俺おれだぞ」

「カッコなんかつけてるのが悪いんです。こういうのは早い者勝ちで～す」

「こらずるいぞ！　ようこそ西南。俺はケネス・バール。ケネスでいいぜ」

　ラジャウと握あく手しゆしている手をひったくるように握にぎるアメリカン少年、ケネス。

（……漫まん才ざいコンビみたいだ）

　自分の手を奪うばい合うように握手をする二人を西南は呆ぼう然ぜんと見ていた。

「よ、よろしく。山田西南です……あの本当に助けに行かなくていいの？」

「心配ない、心配ない。それより分からないことがあればなんでも聞いてくれたまえ。ハッハッハ」

「じゃあさっきの続きを……」

「さっきの続き……って何だっけ？　ラジャウ」

「チームの事についてですよ。ケネス君」

「あっ、そっかそっか」

（……漫才だ……）

　呆あきれ顔の西南に気付いたのか小さな咳払いをしてケネスは話し始めた。

「西南も管理官のオッチャンに言われたと思うけど、寮りよう生活も訓練の一つなんだ」

「うん、聞いた」

「ルームメイトの三人を一つのチームとして、俺達はいつも一いつ緒しよに行動しなくちゃならない」

「いつも一緒？」

「そう！　それがたとえトイレとか風ふ呂ろとかその他、人には言えない事まで全部だ！」

「噓うそ……」

「はい噓です」

　ラジャウが突つっ込む。

「……えっ？」

「まあ、いろいろな問題事はチームで解決する。だからさっき落っこちたドジはそのチームの奴やつが何とかしなくちゃならないのだ！　それにまあ、さっきは管理官のオッチャンもいたしな」

「そういうことです。とはいえチームも絶ぜつ対たい的なものではありません。我われ々われの対たい処しよできない緊急の場合は管理官や教師が手助けしてくれますし、生徒同士も場合によっては共きよう闘とう態たい勢せいを組みますが、授じゆ業ぎようのカリキュラムとかも含ふくめ、この三人が基き本ほんとなります」

「じゃあ、普ふ段だんは他のチームは敵てきって事？」

「あはは。そこまで極きよく端たんじゃありませんよ。敵になるのはたいてい私し的てきな事の場合が多いですから」

　不安そうな西南を安心させるかのようにラジャウはにこやかに答える。

「私的？」

「西南君の前で言い合っていた雨音派、霧恋派、リョーコ派の三人はチームですから」

「えっ!?」

「まあ基本的には自分の世話は自分でするって事です」

「そうそう自分のパンツは自分で洗あらう。自分のケツは自分で舐なめるってことだ」

「自分で拭ふくです！　だいたいケネス君は自分のお尻しりに舌したが届とどくんですか？」

「届いたって舐めるのはごめんだ！」

（……漫才だ……）

　と、その時、室内から電話らしいコール音が鳴り響ひびく。

「はいはい」

　ラジャウは慌あわてて靴くつを脱ぬいで部屋に上がり、袖そでの光っている部分を押した。

『ねえラジャウ。西南君にリョーコ様の写真……』

　ブチッ！　無言で通信を切る。

　と、無数のコール音が部屋中に鳴り響きプレートが部屋中ぎっしりと埋うめ尽つくした。

『ひどいよ……いきなり切るなんて』

『西南君！　雨音カウナックさんと君の関係について答えてもらいたい！　さあ正直に答えてくれ！　雨音カウナックさんと君はどういう関係なんだァ!!』

『いや、待て！　それより正木霧恋さんのことの方が先だ！』

『ねえねえ山田君！　リョーコ様の写真持ってない？　会ったんだろ？』

『ここはどう考えても雨音さんの方が絶対的多数なんだから』

『こっちだって無む視しできないレベルの数字だぞ！』

『ねえねえリョーコ様の……』

『海かい賊ぞくオタクはすっこんでろ！』

　もう見事に先さき程ほどの繰くり返しだ。

「こいつら……」

　さすがの能のう天てん気きなケネスも頭を抱かかえている。

「まあ少なくとも雨音カウナックは超ちよう有名人ですからねぇ……こういう反はん応のうも無理からぬ話なのですが」

「マスコミ連中がいないだけでもマシって事か」

「マスコミ!?　なんで？」

「あのな西南……雨音カウナックは超有名ブランドの令れい嬢じようでトップモデルのさらに頂ちよう点てんにいたんだぞ。ＧＰが情じよう報ほう規き制せいしてなきゃ大おお騒さわぎだ」

「……そうなの？」

　よくよく考えればもっともな話だ。アカデミーに来てから、そういった類たぐいの連中をまったく見かけないから、ここにはマスコミというものが存そん在ざいしないものだと思い込んでいたのだ。

「だいたい西南君だって、海賊討とう伐ばつの英えい雄ゆうなんですから、それこそＧＰの規制がなきゃ今いま頃ごろ大変だったでしょうね」

「…………そ、そうなの？」

「ケネス君どうします？　無視してもいいのですが、それだとあの計画が……」

「といってもいちいち答えていたら、徹てつ夜やになるぞ」

　コール音の喧けん噪そうの中、二人が大声で何かを相談し始めた。

「仕方ありませんね。代表を決めさせて会見でも開きますか。それを中ちゆう継けいすれば……」

「おう！　ナ～イスアイディア！　ついでに視し聴ちよう者しやからいくらか取るか」

「それはいいですねぇ」

　悪わる巧だくみをしている代官と商人のような表情だ。

「じゃあ俺が議事進行をやるからラジャウは例の用意、たのむぜ」




　ケネスの説明でみんな納なつ得とくしたのか、先程までの喧噪が噓うそみたいに静かになった。視聴者に課金する件けんも、代表者インタビュアーへの一部報ほう奨しようとする事で片かたが付いた。

「フッフッフッフ……」

　悪代官と越えち後ご屋やは満足げだ。

（やれやれ）

　ケネス達二人から目を逸そらすように、そこで初めて部屋を眺ながめ回した。

　外観の印象とは異ことなり、今まで見てきたいわゆる普通の超近代的な内ない装そうの部屋だ。広さは十畳じようほど。高さの段だん違ちがいになった机つくえとベッドが三つ。あとはテーブルの置かれた一段低い居い間まスペース……目に見える範はん囲いはそれくらいだろうか。

（意外と中は普ふ通つうなんだな）

「そうだ、西南の荷物とＮＢ審しん査さ用ようユニット、届とどいてるぜ」

「えっ？　ああ、ありがとう」

　部屋の隅すみにＧＰマークの付いた大きな衣装ケース位の箱ともう一つ桐きりのような白木の豪ごう華かそうではあるが、この場に不ふ似に合あいな木箱があった。

「木箱？」

「凄すごいですね。専せん用よう木箱入りＮＢなんて初めて見ましたよ」

　ラジャウは木箱を撫なでながら感心したように言った。

「まるで高級贈ぞう答とう品ひんだな。西南、早く開けてみろよ」

　ケネスも興きよう味み深ぶかげといった表情で西南を急せかした。

「うん……でもＮＢって……なに？」

　木箱のヒモを慎しん重ちようにほどきながら覗のぞき込こんでいる二人に聞いた。

「正式名はノン・ブレイン審しん判ぱん調査用ユニットといいます。ＧＰの活動は銀ぎん河が連れん盟めい加盟国全すべてに亘わたりますが、国々や地ち域いきによって法ほう律りつが微び妙みように異ことなりますし改正もしょっちゅう行われます。それら全部を覚えるなんてとても無理なのでこういった人工知ち能のうをアシストとして使うんです。場合によっては簡かん易い裁さい判ばんもこのＡＩが受け持つこともあるんです」

「へえ……凄いんだな。………でもそんなのがあるんじゃＧＰに人って必要なの？」

「だからノンブレイン、頭脳要いらずなのさ」

　皮肉交じりの口調のケネスを見つつ、西南は桐箱の蓋ふたを開けた。

「うわ！」

　ケネスとラジャウ二人が同時に驚きよう嘆たんの声を上げる。

「えっ？　なに？」

　その声に驚いて木箱の中を見ると、そこには約二十センチ程ほどの球形のユニットが納おさめられていた。

「こんな小型のモノなんて見たことねえぞ」

「凄いですね。よく調べてみないと何とも言えませんが、一いつ般ぱんに支し給きゆうされているものとは全く別物ですよ」

「そうなんだ……」

　そう言いつつパールのように輝かがやく球体は、西南でさえ普通と違う何かを感じさせた。




「ＡＩのみの部隊というのは初期段階はかなり有ゆう効こうなんですが、規き模ぼが拡かく大だいして活動内ない容ようが多た岐きになればなるほど、いい結果も多いんですが同時にかなり深しん刻こくな弊へい害がいも出るらしいんです。まあ過か去こ、幾いく度どとなく新しいシステムやキャラクターのＡＩ部隊が実験投入されましたが、結果はさほど変わらないみたいです」

「まっ結局どんなに技ぎ術じゆつが進歩しようと、人の補ほ佐さか混こん成せい部隊にするのが一番効こう率りつ的ってのが常じよう識しきだからな」

　そう言いながらケネスとラジャウは球形のユニットを丹たん念ねんに調べている。

「基き本ほん設せつ計けいからして今までのＧＰモノとは違ちがうな……」

「う～～ん……ＧＰ採さい用よう品ひんには必ず付く型番号も無いところを見ると、たぶん学部メーカーか個こ人じん工こう房ぼうの試作品じゃないでしょうか？　西南君が初期文明人なので特別支給ってところでしょう……それより……」

「それより？」

「この表面処しよ理りですけど……」

　ラジャウがパール色に輝く表面をゆっくりと撫でる。

「これがどうかしたか？」

「ケネス君が通信販はん売ばいしたＨソフトのコレクションの中によく似た……」

「俺の……っておまえ、なんでそれを！」

「僕ぼくの名前で買っておいてバレないとでも思ってたんですか？」

「……わ、悪いとは思ったんだけどさ……その……ほら、ラジャウは一いち応おう成人扱あつかいだしぃ俺たちはチームだしィ」

（なるほど。ここでも友達名めい義ぎでエロ本買うのか……）

　真っ赤になって動どう揺ようしているケネスを見て感心したように西南は頷うなずいた。

「まあそれについては後で話し合うとしまして……その中にアカデミーで開発された最新のバイオメタル製せいで有名なキャラクターデザイナーが造つくったやつがあったでしょう？」

「ああ、あれな。俺の宝たから物ものだ！　良いんだあれが」

「僕にはよく分かりませんがね……それより似ていませんか？」

「おいラジャウ！　彼女とこの丸のどこが似てるってんだ！」

「表面光こう沢たくの事を言ってるんです！」

「…………あっ!?」

　そう叫さけんだケネスはＮＢを凝ぎよう視ししたまま固まった。

「この独どく特とくな光沢はあのバイオメタルしか出せないんじゃありませんでしたっけ？」

「……たしかによく似てる。……だけどよ、あのバイオメタルは形成維い持じにとてつもなくエネルギーを食うんだぞ！　彼女の身長知ってるか？　十二メートル二十二センチだ！　十二メートル二十二！　有線にも出来ない超ちよう空間エネルギー伝達も受信機が巨きよ大だいで、結局エネルギージェネレーターを組み込んでやっとあの身長を実じつ現げんしたんだぞ！　専せん用ようの巨大セットだのバイオロイド男だん優ゆうやらその他の女優とか何から何まで彼女の身長に合わせて造ったから、制せい作さく費ひがちょっとした大作映えい画が並なみ、ソフトだって俺の貯金をはたいてやっと買ったんだ！」

「ケネス君……エロうんちくはどうでもいいですけど……この外がい殻かくがもし例のやつなら……」

「あっ、ちょっと待った！」

　そう言うとケネスは自分のベッドの収しゆう納のうから何やら取り出した。

「ケネス君……なんですその怪あやしげな眼鏡めがねは？」

「まるでパーティーグッズみたい……」

　団だん子ごっ鼻ぱなにチョビ髭ひげ付つき黒ぶち眼鏡を自じ慢まんげにかけているケネスを啞あ然ぜんと見ながら西南はぽつりと呟つぶやいた。

「はあ、西南君もそう思いますか……」

「うん……どう見ても」

「君たち、分かってないね。聞いて驚おどろけ！　これぞバイオメタルの真しん贋がんを判はん別べつするフィルターだ！　ハッハッハァ～～ッ」

　間ま抜ぬけな格かつ好こうで高笑いする。

「つまりケネス君が僕名義で買った巨大メカ女のＨソフトの偽ぎ造ぞう版ばんを見分けるフィルターなんですね？」

「モザイクが外せる怪しげな眼鏡と同じようなものかな？」

「西南君、地球にもそんなエログッズがあるんですか？」

「うん……海かいが……友達が買ったんだけど。いい加か減げんな偽にせ商品だった」
















「なるほど……エロは万ばん国こく共通。下半身に血が集中しておつむに血が回らなくなって判はん断だん力りよくを低下させたスケベが騙だまされるのも万国共通というわけですね」

　ものすごく感心したように頷く。

「本当に失礼だな、お前ら。これは偽物とは違うぞ！」

「それが偽物とは言ってませんよ。でもケネス君。バイオメタルを開発したメーカーから判別用のフィルターソフトが無料でダウンロード出来るって知ってましたか？」

「え？」

　かなりショックだったのだろう。仮か装そう眼鏡をかけてても表ひよう情じようが引きつっているのが分かるほどだった。

「高かったんじゃありませんか？」

「…………」

　どれほどの値ね段だんかは分からないがケネスの落ち込みっぷりから、それがかなり高こう価かであったのは間ま違ちがいない。部屋の隅すみで黄昏たそがれているケネスを心配げに見ている西南の横でラジャウは中空モニターにフィルターソフトを起動していた。

「大だい丈じよう夫ぶかな……ケネス」

「これも青春の栗くりの花臭くさい思い出です。ほっといてあげましょう」

　にこやかな表情とは対照的な辛しん辣らつさだ。

「友達がいのないやつめ！」

「ハハッ、ケネス君。もう立ち直ったんですか？」

「これ以上黙だまってると何を言われるか分からないからな。それにこの憂うさは今こん晩ばん、たっぷり晴らすさ」

「さすがケネス君です。そうそう、やはりこれ例のバイオメタルが使われてますね」

「ヒュー！　こりゃ凄すごい。ただの試作品じゃないな」

　ラジャウの言葉に思わず驚きよう嘆たんの口笛を吹ふくケネス。

「少なくとも商品化用の試作ではありませんね」

「どういう事？」

　西南は少し不安げに聞いた。

「もっと高レベル段階、つまり軍事用技ぎ術じゆつ開発といったものかも？　という意味です」

　西南の不安とは対照的に、そのあっけらかんとした口調は、さもそれが何でもないかのようであった。

──いったい自分は何を期待されているんだろう？

「そ、そんなものがなぜ俺に？　だいたいそんな機き密みつレベルのものをこんな所に送りつけて大丈夫なの？」

「う～～む……まあ、そこら辺はアカデミーらしいといえばらしいけどな」

「ハハハ、さすがアカデミー。凄いんだかいい加減なんだか分かりませんよね」

「そんなものなの？」

　まあ地球にも軍用に使える電子パーツを玩がん具ぐに組み込んでたり、そんなパーツを普ふ通つうに売ってたりするオタクの町もある。ここアカデミーはその度が過すぎた所なのだ。

「ところでそのバイオメタルって……なんなの？　たとえばどんな意味があるのかとか」

「生体機き能のうを持った鉱こう物ぶつ質しつのものです。はっきり言ってなぜこれに使われたのか分からないという代しろ物ものです」

「はっ？」

「何を言う！　この美しいパール光こう沢たく！　吸すい付くようなきめ細かな質感、どんな形質も持たせられ変形出来て成長する！　まさに……」

「まさに特とく殊しゆ趣しゆ味み変へん態たいエロ女を造つくるには理想的ですがね」

　ラジャウの辛辣なツッコミが続く。

「変態ちゃう！」

「変形するの意味です。まあ、少々変わった趣味である事は間違いありませんが」

「あ、あのラジャウ。よく意味が分からないんだけど……」

　二人の特殊漫まん才ざい空間に必死で割わり込こんでゆく。

「変態というのは……」

「いや、そうじゃなくて……なぜ使われているか……の方」

「ああ、そっちですか。まさに言葉通り、ＮＢに使われる意味がよく分からない、という代物です。もともとバイオメタル自体、応おう急きゆう措そ置ちの修しゆう繕ぜん用よう素そ材ざいとしてしか使用価値がない代物ですから……ましてや戦せん闘とう用ようユニットでもないＮＢに使う意味などありません」

「実は可愛かわいい娘こに変形するとか」

　ケネスの目が輝かがやいている。

「えっ？」

　おもわずＮＢに目がいく。

「可か能のう性せいはありますね」

「ええ!?」

「かなり高度な試作品みたいですから、機能モニター用にいろいろな能力が付加されていてもおかしくはありません」

「そんな無む茶ちやなものをただの学生に送りつけてくるなんて……事………」

　──アイリさんならやりかねない。

　遭あって（会ってではない）間もない人ではあるが、それは絶ぜつ対たい的な確かく信しんに近かった。美しく輝く球体を見つめながらそう考える西南に、一つの疑ぎ問もんが浮うかぶ。

「ねえラジャウ。ＮＢはともかく……なんでそんな苦労してまで女優にバイオメタルなんか使うの？」

「解わかっとらんにィ～、君ィ。最新の技ぎ術じゆつを使うから意味があるんじゃないか」

　ケネスは不満げな顔をしてラジャウと西南の間に割り込んでくる。

「まあ、ちょっとした付加価値といったところです。僕も見ましたが、はっきり言って内ない容ようはお粗そ末まつでした」

「お前達にはあの良さが解らないのか！」

「あの……俺は見てないんだけど……」

「美しいパール光沢に吸い付くようなきめ細かな質しつ感かん、どんな形質も持たせられ変形出来て成長する……でしょ。しかも有名デザイナー作ですから。確たしかにそれは一見の価か値ちはありました」

「そうそう！　そうだろ！」

「でもその面おも白しろさだけで、大型アンドロイドの繰そう演えん技ぎ術じゆつはお世せ辞じにもうまいとは言えません」

「繰演技術？」

「つまり大根役者ってことです。エロというジャンルでいえばそれは致ち命めい的です」

「ぎ、ぎこちなさが初うい々ういしくて良いんだよ！」

「だから特殊趣味変態エロ女って言ったんです」

「くっ……それに繰演技術とかはこれからデータを集めてだな……」

「続ぞく編へんの制せい作さくは中止と聞きましたが？」

「うそ!?」

「最新技術、有名なデザイナー作をＡＶに使った心意気は良かったのですが。制作費が掛かかかりすぎた上に、エロ物ジャンルの中でも特殊だった事が災わざわいして思ったほど売れなかったそうです。あれなら普ふ通つうに新人モデルドールのプロモーションビデオにした方が発はつ展てん性せいは高かったのでしょうが、最初のデビューがエロですから、一いつ般ぱん向むけには出せません。結局、パーティー眼鏡めがねのような詐さ欺ぎに近い高こう額がく関連グッズとかで補ほ塡てんしようとしたのですが、焼け石に水だったそうです」

「そ、そんな」

　それが止とどめだった。甲子園でライバルに打たれたオーバーアクションの劇げき画が主人公のようにケネスは無言でがっくりとへたり込んでしまった。

「ケ、ケネス？」

「慰なぐさめは無用です。ところで西南君、あとでこの機体、貸かしてもらえませんか？」

「あ、かまわないけど？」

「ありがとうございます！　これなら、イケるかも知れません……ほらケネス君、巨きよ大だいＡＶ女優の事より、今こん晩ばんの事の方が大事でしょう？」

　落ち込んでいるケネスにＮＢを見せる。

「うむ！　その通りだ！」

　と、急に元気を取り戻もどしたケネスが西南の肩かたをポン、と叩たたく。

「とりあえず当面の懸けん案あんが解かい決けつされたところで、次はこの部屋のレクチャーといくか」

「あ……ありがとう、よろしく」

　あまりの切り替かえの速さに、落ち込んでいるのも演技ではないかと思ってしまうほどだった。

「なに気にするな。俺達ゃチームなんだからさ。ハッハッハ」

「ところでケネス君。いま気付いたんですけど……ケネス君が高額で買わされた怪あやしげな眼鏡、このユニットにも付いてました」

　ユニットの入っていた木箱からケネスが持っているのと同じようなヒゲ鼻付き眼鏡を取り出すラジャウ。

「ちなみにこちらは銀ぎん縁ぶちでヒゲも高級人毛でカールしています」




「………え～～～～～西南の机つくえとベッドは一番手前のやつでェ」

　ケネスは力無く説明をしていた。

「さっきの荷物に入っていた基き本ほん装そう備び品ひんとかは机の前の収しゆう納のうへケースごと入るようになってるから」

　ケネスが机のスイッチを押おすと何も無いように見えた壁かべにぽっかりと穴あなが開いた。

「ほらこのケースをこのままここに……」

　先さき程ほどのケースを軽々と持ち上げたケネスは、穴からせり出しているアームにケースを載のせた。するとそのままピッタリとその穴に収おさまったのだった。

「と、まあこういう事だ」

「ケネス……力強いんだね」

「ん？　ああ、見た目ほど重くないからな。それにこういうケースには重量を軽けい減げんするシステムが内ない蔵ぞうされてるものさ」

「へえ……キャスター付きのケースみたいな物かな？」

「それから私物はベッドの下が収納庫になっている。……そうそう！　それから集中したい時や寝ねる時に静かな方がいいとかだったら……」

　ケネスがベッドに座すわり中空モニターを呼よびだして操そう作さをする。途と端たんにケネスの声が聞こえなくなり、その次の操作でベッドごとすっぽりと真っ黒な力場プレートで覆おおわれた。

「うわっ！」

「これで中の様子は分からなくなりますので用よう途とによって使い分けて下さい」

　手の甲こうでコンコンと力場プレートを小こ突づきながら、ラジャウは声の聞こえなくなったケネスの代わりに説明を引き継つぐ。

「へえ……」

　だが西南がプレートに触さわった瞬しゆん間かん、突とつ如じよ力場プレートが解かい除じよされ、お尻しり丸出しのケネスが現あらわれた。

「わわっ!!　こらラジャウっ、急に解除するな！」

　真っ赤になって慌あわててズボンを上げるケネス。

「なに言ってるんです。これは外からは解除できないでしょう」

「そ、それもそうだな……じゃあ、タイマーでも入ってたのかな？」

「恐おそらくそうでしょうね。でもケネス君……いったい中で何してたんです？」

「いや、こんな事をしても分からないよと西南に説明をしようとしてな」

「……というわけです」

　呆あきれ顔のラジャウは西南に向かって肩かたをすくめる。

「じゃあ次だ。次！」

　赤面したままケネスは恥はずかしさを誤ご魔ま化かすように大声を上げ、西南を隣となりの部屋に引ひっ張ぱっていく。

「ここは洗せん面めん所じよ、ってやつだ」

　六畳じようくらいの空間にＧＰの輸ゆ送そう艦かんにも付いていた見み慣なれたユニットがあった。

「これＧＰの艦でも見たよ。へえ風ふ呂ろとトイレ付きなんだ。てっきり共同だと思った」

「お風呂といってもこれは極小のナノマシンを吹ふき付けて、身体からだを洗せん浄じようするものですけどね」

　浴よく槽そうボックスを開くと、ＧＰ艦とは違ちがう何も無い空間が現れた。

「じゃあ、ここはシャワーだけなの？」

「西南君が見たユニットとは少し構こう成せいが違うんでしょう。もし湯船につかりたいのでしたら大浴場がありますからそちらを使って下さい」

「俺おれたちもたいてい大浴場を使うんだ。まあ、こいつは服を着たまま洗あらえるんで、急ぎの時はこれですましちまうけどな」

「服を着たまま？」

「よし、じゃあちょっと試ためしだ」

　ケネスは嬉うれしそうに西南を引っ張ってボックス内へ入る。

　その時、西南の手がドア横のパネルスイッチにちらりと触ふれた。

「こうしてドアをロックして……えっ？」

　ガガガという音と共に、ボックスが不気味に振しん動どうする。

　外のラジャウがハッと気づく。

「せ、洗せん濯たくモード！」

　慌ててスイッチを操作するラジャウ。

　振動音が止やみ、ドアが開く。

　ボックスの中では西南とケネスが目を回していた。

「西南君、ケネス君大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「……と、まあこんな風に洗濯機も兼かねている」

「うん……よく分かった」

　フラフラと立ち上がる西南。

「うわ……ビチャビチャだ……あれ？」

　それは不思議な感覚と光景だった。肌はだに付いた水すい滴てきがまるで生き物のように下へ垂たれ落ちてゆくのだ。アルコールの消しよう毒どく液えきが見る間に揮き発はつして乾かわいていくのに似にている。

「驚おどろいたか？　それがナノマシンの洗浄液さ。ほんの数十秒で服も乾くさ」

　ケネスの言う通り、たちまち濡ぬれた感覚は消失していった。

「なんか……ちょっと気持ち悪い」

「慣なれないとそうかも知れませんね。それにしてもなんで、人が入ってるのに洗濯モードに……故こ障しようですかね？」

「あとで調べてもらうさ。さてこれで部屋の一通りの説明は済すんだかな」

「まだですよ。ドアの個こ人じん認にん証しよう登とう録ろくをしませんと」




「西南君、右手のひらをこのプレートに当てて下さい」

　部屋内側のドアから雑ざつ誌し大のプレートがせり出していた。

「うん」

「そのまま少し待っていて下さい」

　プレートの輪りん郭かくに光が点てん滅めつしながら回転している。

「この光で何か調べてるの？　手のひらの静脈パターンとか？」

「検けん索さくしているのは遺い伝でん子しの一部パターンですよ。ちなみにこの光はスキャン中という合図で他ほかに意味はありません」

「……そう」

「ハッハッハ！　ほら、何も無いと不安だろ？」

「まあ……壊こわれたのか？　と思うかも」

　ピーという電子音と共にプレートがドアに収しゆう納のうされる。

「はい、登録終しゆう了りようです。じゃあちょっと外に出ましょう」

　ラジャウに続いて廊ろう下かに出る西南。

　ガチャ、とドアが閉しめられロックされる。

「どの指でも構かまいません。ドアに触ふれると開きます」

「えっと……こう？」

「そうです……って……あれ？」

　たしかに西南の指はドアに触れているのに、開く様子はない。

「おかしいですね？　西南君ちょっとどいて下さい」

　ラジャウは西南と入れ替かわりに指を当てる。

　……反はん応のうがない。

「あ、あれ？」

　何度触れても反応がない。

「なんだぁ？」

　ラジャウを押おし退のけるようにケネスが割わり込こんでくる──が、ドアにはなんの反応もなかった。

「ハッハッハ。大丈夫！　こういう時は網もう膜まくパターンと指し紋もんと静脈パターンと暗証番号とを組み合わせた………」

　しばし、無言の時が過すぎる。

「…………だめ……みたいですね」

　三人は呆ぼう然ぜんと──いや、正せい確かくには呆然となっているケネスとラジャウの二人とそれを見つめる西南の三人であるが──暮くれかかった夕日を浴びて立っていた。




「えらい目に遭あった……」

　一時間半の後、ケネスとラジャウは部屋の中でぐったりしていた。

「だいたい管理官のオッチャンも、あんなに怒おこらなくったってよ」

「まあドアを壊して、玄げん関かんユニットを全取っ替えでしたからね」

「アハハ！　軍用指し向こう性せい爆ばく薬やくまで使うとは思わなかったよな」

「ドアの耐たい久きゆうスペックに誇こ張ちようがなかったって事ですね」

「けどよ……部屋に入れない事がこんなにショックなんて知らなかったよ」

「考えてみれば、住じゆう居きよというのは生活の基き盤ばんですからね。当然といえば当然の事かも知れません……そう言えば西南君は意外と冷静ですね」

　ラジャウはぐったりしている自分達の横で居い心地ごこち悪そうに座すわっている西南を不思議そうに見た。

「俺は……よくあるから」

「へえ、そうなんですか」

「……ごめん。たぶん俺のせいだ」

「……はぁ？」

　西南の言葉に顔を見合わせるケネスとラジャウ。

「俺、生まれた時からすごく運が悪くて、周りの人を巻まき込んじゃうんだ。だから寮りようの人に頼たのんで部屋を変えてもらった方が……」

　少し悲しげに、頭を搔かく西南。

「ははあ……なるほど、西南くんは確かく率りつに偏かたよりがあるタイプですか。面おも白しろそうですね」

　興きよう味み深ぶかげに体を起こすラジャウ。

「えっ？　でも……ここに来る途と中ちゆうもランダムジャンプの航路指定したら海かい賊ぞくを集めちゃって、みんなをひどい目に遭わせちゃったし……」

「なおのこと凄すごいじゃないですか」

「そうそう。他ならいざ知らず、ここじゃぁそりゃ立りつ派ぱな才さい能のうだ」

　ラジャウとケネスはこともなげといった風に笑った。

「ケネス、ラジャウ……ありがとう。ホッとしたよ」

　瀬戸にこそ『歓かん迎げいされる』と言われたものの、それはあくまで利用価か値ちがあるという意味であり、日にち常じよう生活において受け入れられるわけではない。しかし二人の言葉は西南が何より欲ほしかった言葉かも知れなかった。

「西南君は、もしかしたら九く羅ら密みつ家けクラスに匹ひつ敵てきするかもしれませんね」

「九羅密って……美み兎と跳とさん？」

「なんだ西南、九羅密美兎跳を知ってるのか？」

「うん。輸ゆ送そう艦かんで一いつ緒しよだった」

　あの人ひと懐なつっこい笑え顔がおを思い出す。

「なんでも九羅密美兎跳さんは掃そう除じ中ちゆうによく行方ゆくえ不明になって、とんでもない場所で掃除をしているのが見つかるそうです」

「あの人と一緒に掃除していていなくなった人の事もよく聞くしな」

　ほとんど怪かい談だん話ばなしのノリだ。

「あっ！　なるほど……案内人さんが慌あわてて掃除を止めたのはそのせいか」

「それからもう一人最強と言われているのもいるし……とにかく九羅密家ってのはそういった確率偏りの多い家か系けいらしいからな」

「う～む……ですがそれほどの能力だと、別な意味では気を付けた方がいいですね」

「えっ、どういう事？」

　不安げにラジャウを見る。

「銀ぎん河がアカデミーは、それこそ銀河中の趣しゆ味み人じんが集まるところですからね」

「趣味人？」

「ぶっちゃけオタクだよ、オタク。特に哲てつ学がく士しって連中は……ま、研究材料にされるかもしれないって事」

「けっ研究材料!?」

「でも西南君。哲学士に目を付けられれば、見返りも凄すごいって話ですよ」

「その時は俺達もよろしくな。なんたって俺達はチームメイトだからな。ハッハッハ」

「ケネスは実験材料になりたいの？」

「それは西南に任まかせる。俺は見返りの方だ！」

「そ、そう……ありがとう……嬉うれしいよ」

　にこやかに本ほん音ねを言うケネスに西南はあきらめたようにため息をつく。

「ほんじゃそろそろ腹はらも減へったし、飯でも食うか」

　と、テーブル上にスクリーンが現あらわれ、いくつもの食事メニューが表ひよう示じされた。

「食堂とかに行くんじゃないんだ」

「まだ僕ぼくらは入学してませんし、個こ々この取得栄えい養よう素そメニューも決められてません。だから食堂はそれが決定してからです」

「食べる物も決められちゃうの？」

「必要な栄養素ってのは個々で違ちがうだろ？　体たい格かくも違うしな。まあ食う物自体は結けつ構こう幅はばがあるから心配するな」

「それに食事コントロールを受けるのは学生時代だけですしね」

「なるほど」

「ではこのメニューで説明しましょう。メインディッシュを選ぶと……ほら、足りない栄養素を補おぎなうものが提てい示じされます。ここに提示されている数値は一いつ般ぱん的な平へい均きん値ちですが、それを個人の細かいデータごとに判はん断だんするわけです」

「へえ……」

「食欲がない時とか量が多い時は、飲み物に添てん加かしてもいいですよ」

「なるほど……じゃあ」

　頷うなずきながら西南はＧＰ艦でも見た、無ぶ難なんそうな料理を選んだ。手の込んだ料理は味付けが西南の概がい念ねんとズレている事があったからだ。

「ねえ、この口のマークって何？」

　メニューの横にいくつか唇くちびるのマークが付いている。

「ああ、それは味覚のバーチャル体験ができるやつです」

「味覚のバーチャル？」

「料理の映えい像ぞうに触さわってみて下さい」

　ラジャウに言われ、なにげに一つの料理に触ふれてみた。

「!!」

　慌てて指を引っ込める。

「うわっ……本当に味がする！」

「その新しん鮮せんな反はん応のう、いいねえ」

　ケネスは嬉しそうだ。

「僕らにとってはごく当たり前の技ぎ術じゆつなんですけどね。こうやって改めて西南君の反応を見るとちょっと感動しますよね」

「ここに来るまで、いろいろと驚おどろかされたけど……これはちょっと特別だよ」

「食に関する事は誰だれしも影えい響きよう力りよくが大きいものですからね。その味覚バーチャルも味付けが人それぞれ、地ち域いきによって結構違うからなんですよ」

「といっても仮か想そう疑ぎ似じ体験ってのは時として危き険けんなものだからな。今じゃほとんど禁きん止しされて、残ってるのはこれ位なもんだ」

「へえ、試食品ってところか……確たしかにこれなら失敗はないね」

「せっかくの料理が口に合わないと辛つらいですからね」

「……あっ！」

　その時になって西南は一番重要な事を思い出した。

「どうしました？」

「そういえば、これのお金は？」

　メニューには料金らしい数値は掲けい示じされてはいなかった。

「ここに来るまで全然必要なかったから、すっかり忘わすれてたんだけど……俺おれ……手持ちが全然ないんだ」

「ここのお店はＧＰ直ちよく営えいなので必要はありませんが……全く無いんですか？」

「うん……そういえば……公こう衆しゆう電話も使ったけど、お金とか入れる場所が無かったから」

「だったら西南君のＩＤでもツケ払ばらいは可か能のうですよ」

「ＩＤ？」

「入学願書に指か手を押しませんでしたか？」

「あっ！　押した」

　母親と妹のタッグで無む理り矢や理り押された事を思い出す。

「それで西南君のＩＤ登録がされたんです。公衆電話も受話器にＩＤの読みとり端たん末まつがありますから、それででしょう」

「でも…それって結局、借金て事だろ？　すぐに払える訳わけじゃないし、あまり借金て好きじゃ……」

「実じつ務む研けん修しゆうが始まれば給料も出ますし、生活必ひつ需じゆ品ひん関係は物にこだわらなければ、ほとんど配給ですしね。結局、支し払はらいが必要なのは遊ゆう興きよう費ひ程てい度どですし、それにツケがきくって言っても、ちゃんと月つき極ぎめの上じよう限げんがありますから払えなくなるほどという事はありませんから大だい丈じよう夫ぶですよ」

「でも……」

「じゃあ、ちょっとここに手を載のせてみて下さい。現げん在ざいの西南君の経けい理り状じよう態たいを確かめてみましょう」

　不安そうな西南の前に小さなプレートが浮うかぶ。西南がそこに手を載せると幾いくつかの項こう目もくを示しめしたデータが表ひよう示じされた。

「ここで個こ人じんのデータがチェックできます……まあ個人の家か計けい簿ぼみたいな物です」

　ラジャウに指示されるまま、経理の項目を開く。

「ああ、西南君の口こう座ざにはちゃんと入金が……っな、なんですかこの金きん額がく!?」

「えっ!?」

　ラジャウの言う通り、二件けん分ぶんの数字が記き載さいされていた。だがそれが多いのか少ないのかは理り解かいできなかった。

「西南の家って金持ちなのか？」

　同じように覗のぞき込こんでいたケネスも驚いているようだ。

「待って下さい。最初の一件は口座を作った時の物で、たぶん親おや御ごさんが入金したものでしょうけど……金額のでかい方はＧＰからの入金になっています。えっと……西南君、食肉販はん売ばい収しゆう益えき金きん（手て数すう料りよう税ぜい処しよ理り済ずみ）ってなんなんですか？」

「食肉販売？……あっ!!」




「……なるほど。あの鳥の肉ならこれだけの金額にもなるでしょう」

　西南から門での一件を聞いたラジャウは納なつ得とくしたように肯うなずく。

「ハッハッハ。じゃあ、今夜のお楽しみは西南のおごりだ！」

「今夜のお楽しみって？」

「まあ、それはすぐに分かりますよ。それより西南君が言っていた公衆電話の料金は記載されていませんね……たぶんＧＰの方で精せい算さんをしたんでしょう」

「そっか……安心した。でもこの入金されたのってどれくらいの金額なのかな？　その……たとえば普ふ通つうの生活をしたとしたら、何日分とか……」

「こちらの物ぶつ価かから言えば、一人暮ぐらしをして……まあ一年は軽く暮らせますよ」

「い、一年！　あれって……そんなにするのか……」

　密みつ猟りよう者しやの豹ひよう変へんぶりが納得いった。

「おっ、来たぞ」

　三人の前に転送されてきた料理が並ならび、美お味いしそうな匂においがたちこめる。

　フォークとナイフを手にした三人に笑えみが浮かぶ。

「いただきまーす！」

　テーブルの転送プレートからは次々に同じ料理が溢あふれ出した。

　ガコンガコンという音と共に、たちまちテーブルは料理に埋うずもれていった。

「なあ西南……部屋、替かわってくれるか？」

「ハハッ……やっぱり？」

「しかしこれ、全部食べるのは大変そうですねぇ」

　西南は気付いていなかったが、漫まん才ざいコンビは確かく実じつにトリオとなりつつあった。







　　２「黒き影かげ」







　アカデミーの太陽系けい宙ちゆう域いき内ないを巡じゆん回かい航こう行こうしているその船は、まるで大きな温室のようであった。

　全長二百メートル強の船体の大部分を占しめるガラスの建けん造ぞう物ぶつの中には木々が茂しげり、遠くからでも目立つ大きな黒こく曜よう石せきのプレートは昼間、西せい南な達が呼よび出された理事長室の床ゆかに使われていたものであった。そしてその黒曜石の岩を屋根として、その下部には池と木々に囲まれたアイリの住じゆう宅たくがあった。

「ふう……」

　制せい服ふくを脱ぬぎ、ブラウスとパンツのみというラフなスタイルで、私し室しつのソファーに横になったアイリが大きく伸のびをする。

　その成せい熟じゆくした肢し体たいと美び貌ぼうはハリウッド女じよ優ゆうも顔負け、といった様相であったが、

「どっこらしょっと」

　そんなかけ声と共に起きあがってあぐらをかき、秘ひ書しよ官かんから提てい出しゆつされた報ほう告こく書しよを、耳に端たん末まつのペンを挟はさんだまま読んでいるさまは、まるで競馬新聞を読んでいるオヤジの姿すがたそのものであった。
















「アイリ様」

　ティーポットとカップを載のせたお盆ぼんを運んできた美み守かみが小さく咳せき払ばらいをする。

　アイリのだらしない格かつ好こうに対する注意のつもりなのだが、アイリは意に介かいさずレポートに集中したままだ。いつもであれば人目のないプライベート空間という事もあり、ちょっとした諫かん言げんを口にするところである。

　しかしこの報告書はかなり深しん刻こくなものなのを知っている美守は、アイリの集中を妨さまたげない事にした。

「御ご覧らんになりましたか？」

　タイミングを見み図はかり、お茶を注いだティーカップを小さなテーブルに置きながら声をかける。

「ええ」

　報告書を読み終えたアイリがティーカップを取りお茶をすする。

「芋いもづるってこういう事を言うのかって、ところね」

　大きなため息をつくと、苦く笑しようした表ひよう情じようを美守に向ける。

「まさか西南君の乗った艦かんのニアミスから、三十八通りの新しん規き違い法ほう侵しん入にゆう経けい路ろが見つかるとはね……瀬せ戸と様の気持ちがよく分かるわ」

「とてつもない才さい能のうです……ね」

　それは何やら意を含ふくんだもの言いだった。

「!?……なにか気になる事でも？」

　アイリは美守の口調に気付いて質しつ問もんをした。

「まだ確かく認にんは取れてはいませんが……」

「！」

　だらしなく弛し緩かんした姿し勢せいだったアイリが一気に緊きん張ちようする。

　美守が未確認の情報を報告する時は、かなり重要事になる可か能のう性せいが高いからだ。

「今までの情報から、九く羅ら密みつの情報部は数名のＳランクスパイの侵入の予想をしていますが……」

　美守は話の先を続けるかどうか躊ちゆう躇ちよした。

「……が、何？………何が…あったの？　美守校長」

　美守の躊躇の意味を察したのか、アイリはその先を言うようゆっくり促うながした。

「侵入者の中に……ＡＡ３３４８５がいる可能性があります」

「なっ!!」

　アイリは目を見開き驚きよう愕がくの……いや、恐きよう怖ふと怒いかりの混まじった表情を見せた。

「……ＡＡ３３４８５……」

　アイリにとって忘わすれようのないそのナンバー。

「そんな……まさか……クッ！」

　そう呟つぶやいた言葉を無む理り矢や理り吞のみ込んだ。

　美守の情じよう報ほう網もうはアイリや瀬戸に匹ひつ敵てきする九羅密家のもの。しかもその情報ルートの主流を握にぎっているのは当主の美み瀾なみではなく美守なのだ。疑うたがって貴き重ちような時間浪ろう費ひするなど愚ぐの骨こつ頂ちようである。

「ＡＡ３３４８５……あのウィドゥーがアカデミーに潜せん伏ぷくしているかも知れないと？」

　アイリの拳こぶしは真っ白で、爪つめが食い込み血が滲にじむほどきつく握りしめられている。

「はい」

「瀬戸様が私に知らせろと？」

「はい……もう理性的に行動できるはずだからとおっしゃって」

「……そう」

　美守の言葉に、スッとアイリの拳の力が緩んだ。

　──ウィドゥーと呼よばれる女性の行こう為いは、その全すべてが凄せい惨さんで陰いん惨さんなものであった。次々と名前や顔形、そして時には身体からだそのものすら変え、関かかわる全ての人々の財ざい産さん、命、その血肉さえ彼女は自らの富とみへと変えていったのだ。

　だが彼女が直ちよく接せつ指し揮きをしたり手を下す事はほとんどない。たいていがほんの小さなきっかけを与あたえるだけなのだ。

【病原体】

　強力な感かん染せん力りよくで多くの人の命を奪うばう、その行為に付けられたもう一つの名。そして多くの死を最後に看み取とる者【ウィドゥー】

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　真っ青な顔色のアイリに美守が心配げに声をかける。

「……ええ、ちょっと昔を思い出していただけ」

　フッと小さな笑えみを浮うかべたアイリは、まるで自分に言い聞かせるように話し始めた。

「美守様もご存ぞんじでしょう？　彼女が計画されたものと初めて確かく認にんされた事じ件けん……」

「はい……反はん乱らんを起こした数万のアイライ信民の集しゆう団だん自殺……さらに彼らの一族、数十万の信民が立てこもった都市コロニーが消えた。……そして反乱を止めようとなさったアイリ様のお父上も……」

「ケイラ叔お母ばがいなければ私達もどうなっていたか分からないわ。結局、それが原げん因いんでアイライは鎖さ国こくをするしかなくなった………ねえ、美守様」

「なんですか？」

「もし……あの時、すぐ銀ぎん河が連れん盟めいへ救助を求めていたら……どうなっていたかしら？」

　うつむきながら呟くアイリ。

「そうですね……」




　──コロニーと共に消えた信民は助かった？

　──ウィドゥーを捕とらえる事ができたか？




　アイリが言いたい可か能のう性せいとはこれだ。

　だが、【もし】はあくまで未来に対しての判はん断だん材料にするしかない。すでにあり得ない可能性に逃にげ込こむのは無む駄だなだけだ。

「アイライにとって最さい善ぜんの選せん択たくをした……そう思いますよ」

「……そう……ね。今度は私が最善の選択をする番……か」

【ウィドゥー】

　一国の運命すら変え滅めつ亡ぼうさせた事もある、全銀河に知らぬ者のいない……。

（瀬戸様や鷲羽わしゆう様と並ならび称しようされるほどの稀き代だいの大悪女）

　敵かたき討うちなどという感かん情じようの揺ゆらぎを抱かかえたままでは、決して捕らえられない相手。

（落ちついている？　大丈夫？）

　そう自分に問いかける。

（もう私は娘むすめを守るのが精せい一いつ杯ぱいだった昔の私じゃないわ）

　弱気になる自分を叱しつ咤たする。

（今の私は……そう、アカデミー最さい高こう峰ほう、哲てつ学がく士しの柾まさ木きアイリ！）

　自分の立ち位置を再さい確かく認にんし、彼女と対たい峙じすると決めたアイリは身み震ぶるいを抑おさえきれなかった。だがそれは恐怖ではない。

「さて！　どうするか？」

　自らを鼓こ舞ぶするように声を張はる。

　過か去この犯はん罪ざい履り歴れきデータから不完全ながらもウィドゥーの行動予よ測そくプログラムをアイリは作成していた。何度かそれをアカデミーに当てはめてみた事はある……しかし……。

「アカデミーの情じよう報ほう部ぶを使うわけにはいかないし……」

　アカデミーはその性せい格かく上、希少価か値ち情報の集積地であり、各国企き業ぎようのスパイや犯罪者達の巣そう窟くつである。町中に出て十人ほど無差別に抽ちゆう出しゆつした中に合法非ひ合ごう法ほう問わず情報収しゆう集しゆう関係者が確実にいる、といわれるほどである。

「今、他ほかに割さけるほどの人手は無いし……どっちにしろ大がかりな捜そう査さはウィドゥーに気付かれちゃう………ちぇっ！」

　ここに来てようやくある事に気付いたアイリが不ふ機き嫌げんそうに美守を見る──美守から瀬戸への報告がなされているのであれば、すでに捜査プランは決定済ずみと考えるのが妥だ当とうだからだ。

「まあ、アイリ様の過去を思えば仕方のない事だと思いますよ」

「なぐさめなんて無用よ……で、瀬戸様と美守様のプランは？」

　アイリの配下を動かせない状じよう況きようでは、美守か瀬戸の人員を使うしかない。

「今回のプランでは私の部下も適てき任にんでは無いと判断しました」

「適任でない？」

「九羅密家側からの人員投入は、目標に気付かれる危き険けん性せいが高いですから」

「超ちよう秘ひ密みつ裏りに必要量の人員を投入可能なのは未まだ樹じゆ雷らいだけ……ってことか」

　銀河アカデミーの前身は樹雷の皇おう立りつアカデミーであり、独どく立りつした現げん在ざいにおいても樹雷の影えい響きよう力りよくは大きい。

「はい。ですから瀬戸様から四名の女によ官かんが派は遣けんされて来ます」

「ヒュ～ッ。ずいぶん破は格かくね……ウィドゥー相手じゃ、それもやむなしって事ね」

　瀬戸の女官は一いつ個こ大隊規模の部下を持つ。それが四名ともなればその派遣規模が尋じん常じようではない事が窺うかがえよう、しかし……。

「いえ、今回派遣されるのは【剣けん】です」

「【剣】って……まさか、もう目標の特定はできているというの!?」

　瀬戸の女官には【剣】と【盾たて】の二面がある。つまり戦せん闘とうと情報収集である。

「いいえ。それはまだです」

「目標の特定無しで【剣】を派遣しても意味は………まさか!?」

「彼女達は西南君のガードです」

　苦く悶もんの表情をした美守が、アイリの問いに静かに肯うなずいた。

「アカデミーという場所の性格上、たとえ【盾】を四名派遣したところで、ウィドゥーの目的予想は数十万件けんになりますし、樹雷……瀬戸様の精せい鋭えいを以もつてしても、ウィドゥーを捕らえるに必要な人員を投入すると感づかれる可能性が高い、とのご判断です」

「もう理性的に行動できる……か」

　あの愛らしい小動物のような少年をおとりに使う──アイリは悲しげにうつむいた。

「そのための四名の【剣】です。もしそれでダメなら……」

「【盾】を大量投入して、最悪でもウィドゥーをアカデミーから追い出す……って事ね」




　夕食の後、ケネスは居い間ま部分をフィールドで分ぶん割かつし、即そく席せきの中ちゆう継けいスタジオを形成していた。しかもご丁てい寧ねいに、テレビ局のスタジオらしき立体映えい像ぞう付きだ。

「ケネス……これ、何？」

　大おお勢ぜいの観客に見つめられ、どこか西南は居い心地ごこち悪そうだった。

「西南は知らないだろうけど、一万年ほど続いている超有名長ちよう寿じゆ番組のセットデータだ。ちなみに観客の視し覚かくは、実じつ際さいにこの中継を見ている連中に繫つながっている」

　そう言うと嬉うれしそうに悪あく趣しゆ味みなスーツの花ネクタイを締しめ直す。

「その格好って……もしかして」

「この番組司会者の正せい装そうだ。はっはっは！」

「ねえケネス。映像といっても、こんなに人が見てると緊きん張ちようしちゃうよ」

「おおっと！　時間だ」

　すがるように見つめる西南を無視するようにケネスはステージ中央へ駆かけ出した。

「よっしゃ！　本番スタート!!」

　ケネスの合図と共に照明が入り、盛せい大だいな音楽と共に観客が拍はく手しゆを始めた。

「うわっ！」

　その派手な照明と轟ごう音おんに思わず耳をふさぐ。ケネスが何か言っているようだったが西南には、ほとんど聞き取る事ができなかった。

「え～生徒代表の皆みな様さま。本日はお忙いそがしい中をお集まりいただきまして……皆さんご同室なのでそこら辺は都合が良いというか……」

「時間がないんだからとっとと始めろよ」

　３Ｄ映像の代表者三名の一人が苛いら立だたしげにケネスの挨あい拶さつを遮さえぎる。

「ゲストの皆さん、ちょっと短気のようです」

　その言葉に呼こ応おうするように観客が笑い出す。

（地球のバラエティーとパターンは同じなんだな）

　そう思う事で西南も多少、落ちついてきた。

「ではさっそく最初の方……お名前と所しよ属ぞくの後に質しつ問もんを……」

　ケネスがオーバーアクションでそう言ったその時、突とつ然ぜんセットが観客ごと消えてしまったのだ。

【本日は天てん南なんソフトの無料お試ためし版ばん『バラエティ番組百選』へのアクセス、ありがとうございました】

　少し厚あつ化げ粧しようめの女性が現あらわれ、説明を始めた。

「なんだ。製せい品ひん版ばんじゃないのか」

　少年の一人が呆あきれたように言う。

「ハッハッハ！　まあ導どう入にゆうだけでもな、雰ふん囲い気き雰囲気」

　悪びれる様子もなくケラケラ笑うケネスは、長々とソフトのラインナップの説明を始めた女性の映像を消した。




「では最初の方から質問をどうぞ」

「リョーコファンクラブ代表デビット・ドマです……西南君……リョーコ様の写真を……」

「こら！　そんな事は後で個こ人じん的に聞け！」

　順番待ちの少年が割わり込んで来て怒ど鳴なる。

「ねえ、デビット君が知り合いだっていうのはアランさん達の事だろ？　だったら写真や映像をいっぱい持っていたはずだけど？」

「教きよう祖そ様はリョーコ様のお姿すがたを拝はい観かんしたいのなら崇あがめ奉たてまつっている証しよう明めいをしろと……」

「……教祖様？……証明??」

「まあ要するに金を出せって事だ。やれやれファンクラブ転じてカルト集しゆう団だんってか？　まあアカデミーじゃ、よくある話だが」

　呆れ顔で西南に説明するケネス。

「そうです。偉い大だいなるアラン様はリョーコ様のご尊そん影えいをご神体として新たな教えを興おこされたのです」

（調子に乗りやすいタイプだったものな……）

　デビットの言葉にふとリョーコと出会った時のことを思い出す。

「でもアランさん……確たしかリョーコさんの写真を独どく占せんしているファンクラブの事、非ひ難なんしてなかったっけ？」

「そうです！　アラン様達は君と別れてほんの十数時間の内にいち支し部ぶ長ちようから会長となられ、ご本ほん尊ぞんを独占していた奴やつらを追放し、ついにはリョーコファンクラブの統とう一いつを図はかられた後、大教祖様になられたのです」

　デビットは恍こう惚こつとした表ひよう情じようで語った。

「クックック。で、今度はそいつが同じ事をしてるってわけだ」

「きょ教祖様を悪く言うな！」

　覆おおい被かぶさるかのように天てん井じよう一いつ杯ぱいに引き伸のばされたモニターから、デビットがケネスと西南を睨にらみ付けた。

「教祖様を悪く言うな！　教祖様を悪く言うな！」

「おい！　質しつ問もんがないならさっさと切り上げろよ」

　怒りのデビットを苛いら立だたしげに待ちの少年が小こ突づいた。

「わかったよォ……」

　途と端たんに勢いきおいが削そがれたデビットのモニターが小さくなる。

「ねえ西南君。君が海かい賊ぞくを一いち網もう打だ尽じんにできたのは、本当は教祖様達の大だい活かつ躍やくのおかげなんだろ？」

　それは質問という形を取ってはいても、確信的言い方だった。

「えっと……それは……」

「それなら西南の乗った艦かんの航海記録がそのうちアップされるだろうから、それ見りゃ一発じゃんか」

　言い淀よどむ西南に、ケネスがさっさと結けつ論ろんを出そうと割り込こんでくる。

「えっ!?　で、でもそれは真実をねじ曲げている可か能のう性せいが……」

「西南ァ、こいつの言ってる事は真実か？」

「確かに一網打尽にしたのは樹雷の艦隊だから、俺おれがやったってわけじゃ……」

「ランダムジャンプの航路設せつ定ていをしたのは教祖様だぞ！」

「そうなのか？」

　面めん倒どう臭くさげな表情で形式的な口調だ。

「それは……俺がやったんだけど」

「う、噓うそだ！」

「そう思ってるなら聞くだけ無む駄だ無駄！」

　ぞんざいにリョーコファンの少年を蹴けり出して次の順番の少年が映うつり込む。

「何するんだよう」

「他に質問はないんだろ？　はい終しゆう了りよう終了！」

「質問だったら今してるじゃないか！」

「結局お前が聞きたいのは、西南君が海賊女の写真を持っているか持ってないかってだけだろうが！」

「そ、それは……」

　画面向こうで言い争いが始まった……かに見えたが、デビットはすぐに泣きながら走り去ったのだった。

「ふん！　カルトは臭い内ない宇う宙ちゆうに籠こもって出てくるな。じゃあ次は僕ぼくの番！」

　嬉うれしそうに画面前にどっかと座すわる少年の後ろで、デビットが泣きながらフィールドを張はったベッドに潜もぐり込むのが見える。

「ハッハッハ。文字通り内宇宙に籠もっちまったな」

「ケネスはどいててくれ！」

「ハハッ、悪い悪い」

　西南の肩かた口ぐちから覗のぞき込んでいた顔を引っ込める。

「いいの？　泣いてたみたいだけど……」

　交代した少年に話しかける西南。

「いつもの事だから気にするな。そんな事より、俺は隠かくれ霧きり恋こさんファンクラブ代表エルロイ・エガスだ！　さあ君と正まさ木き霧恋さんの関係を洗あらいざらい白はく状じようしてもらおう！」




　──ブチッ！




　途と端たんに全すべての明かりが消え真っ暗になった。

「なんだ？　どうしたんだ!?」

　隣となりでケネスが慌あわてて立ち上がる姿すがたすら見えない真まっ暗くら闇やみだ。

「停電みたいですね」

　仕切っていたフィールドも消えたらしくラジャウの声が聞こえる。

「おいラジャウ、お前なにかドジったんじゃ？」

「それはないと思いますよ。たぶん西南君の例のあれじゃないんですか？」

「なるほど……それならそれでいいか。そっちの作業のミスよかましだ」

「そうですね。それより早く復ふつ旧きゆうしてもらわないと作業が続けられませんよ」

「おかしいな？　補ほ助じよにも切り替かわらないなんて」

「ちょっと僕が見てきましょうか？」

「いや、俺が行く。電でん源げんが復帰したら、システムの再さい設せつ定ていのほうを頼たのむ」

　ケネスの気配が去ったその時だった。

『西南君！』

　真っ暗闇の中、モニターがひとつ浮うかび上がる。

「復帰したのかな？　ねえラジャウ……」

　振ふり返る西南はそこにシークレットフィールドが張られている事に気付く。

「西南君ったら！」

　その声で、やっとモニターにアイリが映うつっているのに気付いた……というよりそれは西南の一種逃とう避ひ願望によるタイムラグであった。

「アイリさん……うわっ!!」

　慌てて顔を背そむける。

「ちょっと失礼ね。何で私を見て顔を背けるのよ？」

「アイリさん……どこからかけて来てるんですか？」

「お風ふ呂ろ♡」

　と、一糸纏まとわぬ姿のアイリが頰ほおを染そめ艶なまめかしい声で言い放つ。

　つまり先ほどのタイムラグは、ここから先の展てん開かいへの逃避願望である。

「……服着て下さい」

「あら西南君は服着てお風呂に入るの？」

「入りませんが、人と話をする時には着ます」

「あなたと私の仲じゃない、そんな堅かた苦くるしい事は言いっこ無しっ♡」

「………」

　確かく信しん犯はん相手にこれ以上の問答は無意味のようだ。アイリの艶つやっぽい冗じよう談だんを受け流す余よ裕ゆうも経けい験けんもない以上、怒おこらせない程てい度どに一いつ切さい無む視しするしかない。

「ところで何かご用ですか？」

　西南はアイリの映ったモニターに背せを向け話し始めた。

「堅苦しい事は嫌きらいだけど、堅いのは……」

「何かご用ですか！」

　つい、アイリの言葉を遮さえぎるように大声を出してしまう。

「そうね……忘わすれてたわ」

　少し怒ど気きをはらんだ口調で、アイリモニターが西南の正面に回り込んで来た。

「！」

　顔を真っ赤にした西南が慌てて顔を背ける。

（しまった。怒らせた？）

　と思ったがもう遅おそい──普ふ段だんならトラブルに対する耐たい性せいには自信があるのだが、女じよ性せい扱あつかいに関する事はずぶの素人しろうとである。羞しゆう恥ち心しんから、冷静な判はん断だん力りよくが失われ、ついぞんざいな対たい応おうになってしまったのだった。

「実はね……」

　アイリモニターはしつこく追いかけてくる。

「ちょっとね」

「うっ！」

「西南君にね」

「！」

「聞きたい事がね」

「！！！」

「あるんだけれどね」

「いい加か減げんにして下さい!!」

　自らが招まねいた結果とはいえ、ついに我が慢まんの限げん界かい。西南は息を荒あらげながらアイリを睨にらみ付けた。だがアイリはこの反はん応のうが見たかったのであろう、

「あら……そんなに見つめちゃ……いや……」

　恥はずかしげに視線を逸そらしつつ、嬉うれしそうに頰を染そめた。

　豪ごう快かいな性せい格かくにオヤジ化が付け加わって、まさに『玉に傷きず』もはなはだしいアイリではあるが、たちが悪い事に彼女はその傷を隠かくす方法を十二分に心得ていた。

「いや……は、こっちでス……」

　へなへな～～っと脱だつ力りよくした西南はその場にへたり込んでしまった。




「俺だって原げん因いんが分からないんだよ！　文もん句くならケネスに言え！」

　あちこちから入ってくる視し聴ちよう者しやの苦く情じように苦く慮りよしながら、エルロイは叩たたき付けるように通信モニターのキーボードを操そう作さしていた。

「クソッ！　いったい、どうなってんだ？」

「なあエルロイ、ケネスの部屋の明かりが消えてるぞ」

　窓まどから外を見ながら雨あま音ねファンの少年がエルロイに声をかける。

「なんだァ？　もしかして電気系けい統とうのトラブルか？」

「たぶんな。夕方にもドアの認にん証しよう系けいのトラブルを起こしたばかりだし、あの部屋のユニット自体にガタがきてるんじゃないかな？」

　大げさに手を広げやれやれといったポーズを取る。

「チェッ……デビットが籠こもっているうちに済すましたかったのに」

「今回は結けつ構こうダメージがでかそうだから、点てん呼こまで出てこないさ」

「とはいえ、出てきたらぐちぐちうるさいぞ」

　二人はデビットの籠もったフィールドの張はられたベッドをちらりと見た。

「ぐすっ……くそぉ……みんな騙だまされてるのに……せっかく僕がそれを教えてあげようとしているのに……」

　そのデビットはフィールド内で布ふ団とんに潜もぐって泣いていた。

「せっかく僕が警けい告こくしてあげてるのに……」

『真実を認みとめるのは勇気がいるものです』

「だっ、誰だれ！」

　フィールド内に突とつ如じよ響ひびく声に驚おどろいて身を起こす。

『こんにちはデビットさん』

　デビットの目の前に、にこやかに笑えみを浮うかべた女性の映えい像ぞうが映うつし出されていた。

「あっ……あなたは……」

　デビットはその女性に見覚えがあった。

「あなたは……教きよう祖そ様の……秘ひ書しよ官かんさん」




「ねえ西南君。西南君てばァ」

　へたり込こんでいる西南の周りをピョコタンピョコタン跳はねるようにアイリモニターが飛び回っている。

「もう！　聞いてるの西南君！」

「……………」

　疲つかれて反応する気すら起こらない。

「無む視しする気ね。だったら……」

「うわっ!!」

　スッとアイリモニターが消え、次の瞬しゆん間かん、西南が跳ねるように立ち上がった。

「そんな！　なんで!?　うわっ！　目をつぶっても見える!!」

　視線をあちこち変え、目をこすり、瞬まばたきを繰くり返してもアイリの姿すがたが見えてしまう。通信映像を西南の視覚神しん経けいにダイレクトに送り込んでいるのだ。

「ねえ、西南君」

　勝ち誇ほこった表情のアイリは、獲え物ものを捕つかまえたカマキリのような目をしていた。

「人と話す時はちゃ～～んと、その人の目を見て、身体からだを見てそれから……」

　一糸纏まとわぬ素すっ裸ぱだかであろうアイリの映像は、その言葉とシンクロするように顔から徐じよ々じよに下へと移い動どうして行った。

「うわうわ！　止めて下さい！　アイリさんアイリさん、見えますって見えるって、止めてって！」

「クスクス……大だい丈じよう夫ぶ！　ちゃんと磨みがいて綺き麗れいにしてあるから♡」

　どんなにのたうち回ろうと何しようと、たとえ目を潰つぶそうと見えるのだから、それこそ地じ獄ごく──普ふ通つうであれば美しい異い性せいの裸を見られるのは嬉うれしいものだが、少なくとも純じゆんな少年にとってそれを唐とう突とつに強きよう制せいされるのは恐きよう怖ふである。彼女の色いろ香かは西南にとってはまさに劇げき薬やくだ。どんなに性せい格かくがオバサン……いや、オヤジ化していようとも、外見は見み目め麗うるわしき美女である。

　しかも彼女も瀬戸達と同様に人を惹ひきつけるオーラを纏まとう人種だ。

「止めて下さいってば！」

　天国という名の地獄にのたうち回る西南──と、その時である。

「もうそれくらいになさったらいかがです？」

　突如、アイリの体の部分を隠かくすように美守が映り込んだ。

「ちょっと！　いいところだったのに邪じや魔ましないで！」

「アイリ様、これ以上は犯はん罪ざいですよ」

「なによ！　二人同意の上だからいいじゃない」

　当然とばかりに大おお噓うそを吐つくアイリにさすがの美守も呆あきれ顔だ。

「どこをどう曲きよつ解かいしても、とてもそうは見えませんでしたが……それより時間がないんですから。いい加か減げんになさらないとセキュリティーに怪あやしまれますよ」

「チッ！　なにさ」

　舌した打うちをしてアイリは後ろを向いてしまう。それと同時に閉とじた西南の目に映像は映らなくなった。

「美守校長……ありがとうございます」

　元通り目の前に浮かぶモニターに向かって、西南は涙なみだ目めでその救世主に土ど下げ座ざしてお礼を言った。

「やれやれ」

　そのあまりの大おお袈げ裟さぶりに、思わず苦く笑しようしてしまった美守だったが、すぐさま真しん剣けんな表ひよう情じようを西南へと向けた。

「西南君。あなたは地球……特に柾木家について、口外してはいけない事を誰かから説明されましたか？」

「えっ!?……いえ……えっと……それは……??」

　そんな覚えは全然無い──そう顔に書いてあるような反はん応のうだ。

「はぁ……やっぱり。てっきり誰かに説明を受けたと思ってたのですけど……」

　わかりやすい西南の表情を見て、美守はこめかみに手をやり深いため息をつく。

「あの……柾木家って……天てん地ち先せん輩ぱいとかの事ですか？」

「天地さんだけならまだ問題はないんだけれど……まあ昼間は雨音さんも口を滑すべらせてたしね」

　困こまったように笑えみを浮うかべる美守。

「特に問題なのは遙よう照しよう……勝かつ仁ひと様と言った方がいいかしら？　それから柾木の家に住んでらっしゃる柾木・阿あ重え霞か・樹雷様、妹君の砂さ沙さ美み様、魎りよう呼こさん、白はく眉び鷲羽わしゆう様の事ですよ」

「問題って……なんですか？」

「そのうち耳にする事もあるかと思いますけれど、遙照様と阿重霞様、砂沙美様は公式には行方ゆくえ不明扱あつかいなの。今は詳くわしい話をしている時間はないのだけれど、魎呼さんと鷲羽様の事も同様でね。その方達が地球にいる事はＧＰでもほんの一部の人達と、樹雷の皇おう族ぞくくらいしか知らないわ」

「それと……君よ、き・み」

　いじけていたアイリが立ち直ったのか、それとも新手の方法を考えたのか、一いち応おうバスタオルを巻まいた格かつ好こうで会話に割わり込んできた。だが胸むねはこぼれ落ちんばかりに強調され、下へ手たをするとさっきよりいやらしく感じる所を見ると、おそらく後者であろう。

「す、すみません。知らなかったものですから」

　謝あやまりつつ目を逸そらす。今度は美守がいるせいなのか西南の視し線せんの先に、アイリモニターは追いかけては来なかった──が、とりあえず西南の反応には満足したのであろう、ニンマリと笑みを浮かべていた。

「私のミスですから、西南君のせいじゃありませんよ」

「別に美守校長だけの責せき任にんじゃないわ。消極的思い込み……西南君以外全員の責任よ」

　口調はまともだがポーズはグラビアアイドルだ。しかもかなりきわどい。

「アイリ様、申し訳わけありま………？」

　美守は真っ赤になって横を向いている西南と、同時にその理由に気付く。

「やれやれ」

　美守モニターは先さき程ほどと同じくアイリの胸の部分をそっと隠した。

「西南君覚えておいて。現げん在ざい、公式的には霧恋さん達、分家の正木家は現樹雷皇第一皇おう妃ひ様の妹君の子孫という事になっています」

「第一皇妃？」

「初めて宇う宙ちゆうに上がった地球人ですよ」

「あっ、そういえば瀬戸様が前例があるっておっしゃっていたのは……もしかして」

「ええ。ですから霧恋ちゃんと雨音さんのインタビュー内ない容ようには気を付けて。天地君達の事は話さないように」

「わかりました」

「お願いしますね」

　西南がそう答えると満足そうに微笑ほほえみ、美守の映うつったモニターはアイリの胸を隠かくしたまま真っ黒になった。

「…………あの……まだ何かご用でしょうか？」

　美守は消えたが、アイリは相変わらず物言いたげに西南を見つめている。

「ねえ私の裸はだか、どうだった？」

「うっ！」

「途と中ちゆうまで見たんでしょ？」

　その期待に満ちた目は、西南にある言葉を期待しているものだった。そしてそれは女じよ性せいの扱い初心者の西南ですら容よう易いに想そう像ぞうできるものだった。

　──どうやらあの言葉を言わなければ収おさまりがつかないんだろうな……でも。

　その言葉を言うのを戸と惑まどう西南だったが、躊ちゆう躇ちよしている暇ひまはない。あまり間を空けてしまうと、へそを曲げたアイリがどんな嫌いやな実力行使をするか見当がつかない。

「すごく……綺き麗れいでした」

　半はん裸らの女性に言うのは凄すごく恥はずかしい上、自じ己こ嫌けん悪おすら覚えるそのキザなセリフを、最さい大だい限げんの努力とあらん限かぎりの精せい神しん力りよくを振ふり絞しぼって口にした。余よ程ほどのトラブルでもめげない西南ですら、この時ばかりは凄まじい疲ひ労ろうを感じた。

「ありがとう、嬉うれしいわ」

　頰ほおを染そめ微笑むアイリは少年の西南から見ても、本当に腹はら立だたしいほど可愛かわいい。

　その表ひよう情じようを見るためであれば、どんな苦労も厭いとわない──男であれば誰しもがきっとそう思う事だろう。だがそれに至いたる過か程ていがあまりにも強きよう制せい的で作さく為い的である。

（だいたいこの人、結けつ婚こんしてるんじゃなかったっけ？　いやいや、それ以前に、この人の娘むすめさんと会ってるし……）

　地球の宮ぐう司じさんの話をした時の嬉しそうな表情や、水みな穂ほの話をした時の母親の表情をしたアイリを思い出す。それは夫や家庭に不満を持った者の顔ではなかった。

（という事は………これは一種の嫌がらせなのだろうか？）

　だがそれを聞くのはヤブヘビになる可か能のう性せいが高い。このまま嵐あらしが過ぎ去るのをじっと耐たえるのみだ。

「あっ、そうだ！　例のリョーコファンクラブについての最新情じよう報ほう。ね、聞きたい？」

　羞しゆう恥ちの余よ韻いんもそこそこに、あっけらかんとしたアイリの表情は、まさに豹ひよう変へんといった感じであった。

（でも長々と怪あやしげな余韻を引ひっ張ぱられても厄やつ介かいだし……）

　それにアイリの情報に興きよう味みを惹ひかれたのも事実である。

「何かあったんですか？」

「ほんの数十分前にクーデターが起こって、教きよう祖その三人組が追放されたわよ」

「追放？　アランさん達の事ですか？」

「そうよ。フフッ、彼らよほど悪どい事をしたんでしょうね」

「は……早っ」

　どこまで進化して行くかと思ったら、とっとと滅めつ亡ぼうの道を歩んでしまったようだ。

「じゃあ、今度は二人っきりでお話ししましょうね♡」

　何やら恐おそろしい言葉……一種の呪じゆ詛そを残し、アイリの姿すがたは消えた。と、同時に電でん源げんは復ふつ旧きゆうしたのだった。




「さあ君と正木霧恋さんの関係を洗あらいざらい白はく状じようしてもらおう！　ってとこからだったっけ？」

　ケラケラと緊きん張ちよう感の削そがれる声。

「ケネスに言われるとなんだか勢いきおいが削がれそうでやだなぁ」

　先程の少年、エルロイが恨うらめしそうに言う。

「さあ、話してもらおうか！」

　格かく闘とう家かが試合前にするパフォーマンスのように頰を手で叩たたき、一気にテンションを上げたエルロイは西南に向かって叫さけんだ。

（天地先せん輩ぱいの事は言わないように気を付けないとな）

　その勢いに飲まれないよう、心を落ち着かせる。だがさっきのアイリとの会話より、ずっとプレッシャーは軽い。

「えっと……霧恋さんは俺おれの幼よう稚ち園えん時代からの友達のお姉さんで、昔からお世話になってるんです」

「ほう！　では幼おさななじみ……という事ですね」

「はい」

　デビットの時とは違ちがい、何かインタビューらしくなってきた。

「彼女とは、いつぐらいまで一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ってましたか？」

「……七歳さい位くらいまでなら」

「では一緒に寝ねたことは？」

「一緒にって……たいてい海かいと一緒だったし」

「海というのは誰だれ？」

「霧恋さんの弟です。さっき言った俺の友達」

　一見くだらない事を延えん々えんと聞かれるが、誘ゆう導どう尋じん問もんの一種だ。気を付けないと余よ計けいな事まで喋しやべる事になる。

（自分のペースで答えて行かなくちゃ……）




　──運が悪くて友達も出来ず、幼稚園で孤こ立りつしていた西南と友達になってくれた海。

　──海と同様に弟として慈いつくしんでくれた霧恋。




　インタビューが進むにつれ、エルロイは涙なみだぐみ始めた──もっとも西南に同情するより霧恋の優やさしさに感かん激げきしているだけなのは間違いない。

「ところで君は彼女の事をどう思ってるんだ？」

「!!」

　西南の表情が緊張で強こわ張ばる。

　これが彼らにとって一番重要な事なのは間違いない。冷静さを装よそおいつつもエルロイの全身には先さき程ほどまでにはない緊きん迫ぱく感がみなぎっている。

（霧恋さんをどう思ってるかって？　それは当然……）

　だがこの場合、正しい答えは──どう言えば被ひ害がいが少ないか──だ。

「俺は……霧恋さんの事を……」

「霧恋さんの事を？」

　エルロイはオウム返しに聞いてきた。

　──霧恋さんの事を……好き……。

　その事に迷まよいはない。たとえどんなに危き険けんであろうとも、この想おもいに噓うそをつく事は出来ない……だが。

「俺は霧恋さんのことを……」

「霧恋さんのことを？」

　インタビュアー・エルロイの目が険けわしくなってゆく。

「霧恋さんのことを……」

「あなたはどう思っているんです？」

　エルロイの視し線せんに明らかな苛いら立だちが感じられる。そして中ちゆう継けいを見ているであろう不特定多数の視し聴ちよう者しやからの怨おん念ねんの如ごとき波が押おし寄よせてくる。

「霧恋さんのことを……………昔から……お姉さんみたいに思ってて……」

「なるほど！」

　エルロイの緊きん張ちようが解とけ、目に安あん堵どの色が浮うかぶ。

（……ふう……）

　西南は心の中で深いため息をついた。

（好きだとなぜ言えなかったのだろう？）

　自問自答をしてみる。

　──それは自分を守るため？

（いや……自分の身の安全よりも霧恋さんへの想いの方が大事だ）

　──だけどアカデミーにいる事は、霧恋さんに逆さからう事だろ？

（……結局俺は……霧恋さんより夢ゆめを取ったのか？）

　──今の自分は霧恋さんの事をどう思ってるんだ？

（…………）

　その疑ぎ問もんの回答を西南自身が導みちびき出すのは、自立を始めたばかりの西南にはまだ難むずかしかった。しかも周りの状じよう況きようはそんな自らのナイーブな少年心理を考察するにはあまりにも生々しくがさつでかつ騒そう々ぞうしいものだった。

「安心するのは早いんじゃないか？　目もく撃げき者しやの話では雨音さんと相当ハデな痴ち話わ喧げん嘩かを繰くり広げていたそうだが」

　雨音ファンの少年がたまらず横よこ槍やりを入れてきた。彼にとっては一番くっつきやすい霧恋♡西南のカップリングが成立する方が都合がいいからだ。

「今までの話を聞いてたろう！　霧恋さんは弟同然の西南君を心配してだな……それより雨音カウナックの方こそどうなんだ？」

「我われ々われの分ぶん析せきではあくまで西南君に気のある正木霧恋をからかっていただけだ！」

「だからって人前で腕うで組くんで頰ほおずりして抱だき付くかァ？」

「ぬあっ!!」

　痛いたい所を図星に突つき刺さされたようだ。

「一から十まで手取り足取りとか言ってたし」

「ぬぬぬぬぬ……西南ァ！　おまえ……」

（やっぱり矛ほこ先さきは俺の方に来るんだな）

　西南が小さくため息をついた時……、

「おい一いち応おう自じ己こ紹しよう介かいの後にって言っただろ？」

　ケネスが巧うまくクッション役を果たしてくれた。

「雨音カウナック嬢じようファンクラブ代表！　フィング・フォックスだ！　さあ吐はけ！」

「おいおい、吐けってなぁ質しつ問もんじゃねえぞ」

「ケネスは黙だまってろ！　さあ山やま田だ西南、本当の事を言え！　俺の目を見ろ！」

　ぐいっとフィングのモニターが大おお映うつしになる。

「血走ってるな」

「その通り！　俺のこの真っ赤に燃もえる真しん剣けんな眼まな差ざしに恥はじるような真ま似ねをするんじゃないぞ！」

　ケネスの軽いボケを意に介さず、暑苦しいまでの熱気をみなぎらせて西南に詰つめ寄よって来る。

「あ……雨音さんは……！」

　その迫はく力りよくに圧おされ、なにげに話し出そうとして、慌あわてて口ごもる。

（まずい！　考えてみたら、出会った場所も出会い方も最悪のシチュエーションじゃないか）

　この殺気だった雰ふん囲い気きの中、人命救助活動であろうと意い識しきが無い時であろうと、唇くちびるを重ね合った事がバレたら命の保ほ証しようはない。いや……それよりも天地の事をばらした日には、アイリ理事長の対応の方が恐おそろしい。いろいろな意味で抜ぬき差しならない所に引きずり込こまれて身も心もズタズタにされそうな予感がする。

（あんな猛もう獣じゆうを放し飼がいにするなんて）

　いつか地球に帰る事があったら宮ぐう司じのおじいさんに小一時間ほど説教をくれてやらねばならないだろう。

「おい！　黙ってちゃわからんぞ！」

　苛いら立だたしげに怒ど鳴なるフィングはこれでもかという怒りの表ひよう情じようで西南を睨にらんだ。

（でも……アイリさんのマジ目の方がシャレにならないくらい桁けた違ちがいに恐ろしいよな……）

　アイリの事を思い出したおかげで精せい神しん的余よ裕ゆうが生まれた。

「えっと……雨音さんとは……そう！　霧恋さんの家で初めて会って、パンフレットをもらったんです。紹介者だとポイントが付くって喜んでたみたいだから……」

「なるほど！　紹介した人間がいろいろ手て柄がらを立てれば嬉うれしいだろうからな！　会って間もない雨音さんより幼おさななじみの方が断だん然ぜん、怪あやしいものな」

　巧くごまかせたようだが、相手の話題を自分の都合の良い方へと曲きよつ解かいする悪あしき現げん実じつ逃とう避ひ的心理にも助けられた。

「なんだと！　会って間もないのに人前で腕組んで頰ずりして抱き付いて、一から十まで手取り足取りの方がよっぽど怪しい！」

　必要な情じよう報ほうは揃そろったのであろう、ファン同士の討とう論ろんに移い行こうしたようだ。

「おいそろそろ点てん呼この時間だぞ」

　ケネスもそう感じたらしく、インタビューの終しゆう了りようを告げた。

「なに！　やばい！」

　まるで逃にげ出すように次々とモニターが消えて行く。

「この続きは明日の夜、この場でやろう」

「望むところだ！」

　嫌いやな事を勝手に決めてるな──そう思った時だった。

「それはお前らだけでやってくれ。聞きたいことはあらかた聞いたろ」

「おいケネス！」

「これ以上はプライバシーの侵しん害がいだ」

　ブチッ！──問答無用とばかりケネスは通話をシャットアウトした。




「ラジャウ。首しゆ尾びはどうだ？」

「ＯＫです。あとはＮＢの初期起動をして、データを転送すれば終了です」

「ふう……」

　喧けん噪そうから解かい放ほうされた西南は、小さくため息を吐つくと窓まどの外の景色に目をやった。いつしか外は漆しつ黒こくの闇やみに包まれ、深い森は騒そう音おんを飲み込んで深い静せい寂じやくを生み出していた。

「？」

　耳を澄すますと、どこかアンティークな木と煉れん瓦がの洒落しやれた建物のあちこちからピリリリと電子音が鳴り響ひびいている。

「来たぞ！」

　ケネスの声に振ふり向く西南。ラジャウが慌てて機材をしまっている。

「え？　何??」

「おいこっちだ」

　部屋の中央に立っているケネスが西南に手て招まねきをする。

「ケネス？」

「西南くん、点呼の時間なんですよ」

「点呼？」

　西南が不思議そうに、ラジャウの隣となりに並ならんだ時であった。西南たちの目前に二人のＧＰ教官の立体映えい像ぞうが現あらわれた。

「ケネス・バール！」

「ラジャウ・ガ・ワウラです！」

　ケネスとラジャウは慣なれたようにゆっくりと敬けい礼れいする。

「や、山田西南です！」

　二人に続き、慌あわてて敬礼する。と、西南達の足元からリング状じようの光が現れ、三人の身体からだに沿そって上へと上がってきた。

「えっ!?」

「動かないで。本人確かく認にんのデータスキャンですから」

　ラジャウが小声で西南に話しかける。

「データスキャン？」

　西南が教官の方を見ると、教官たちの前に三十センチほどの西南たちの立体映像がスキャンのリングに連動して表ひよう示じされ始めた。

「ん？」

　教官の一人が顔をしかめる。一いつ瞬しゆんではあるが西南のデータに歪ゆがみが出たからだ。

「ノイズ？」

「ほら、彼が例の……」

　もう一人の教官が小声でささやく。

「このシステムにエラーが出るのか……なるほど、噂うわさ通どおりだな」
















　西南を興きよう味み深ぶかげに見る教官。それは西南が地球で見慣れた対たい応おうではあったが、西南を嫌けん悪おする類たぐいのものではなかった。

「別のやつで再さいスキャンするか？」

「いや、エラーが出るのが何よりの証しよう拠こだろう」

「それもそうだな」

　小声で話し、苦く笑しようをしていた教官達は、再ふたたび厳きびしい表ひよう情じようで三人の方に目をやった。

「よし！　三人とも明日はアカデミーの入学式だ。ゆっくりと休んでおくように」

「はい！」

　西南たちに向かって敬礼すると、教官達の映像はその姿すがたを消した。

「ふう……」

　教官達が消えるとケネスとラジャウは糸の切れた操あやつり人形のように、ドカッと床ゆかにへたり込んだ。

「この時間になるといつも緊きん張ちようしますよね」

「ほんと。何度やっても慣れないよな」

「この点呼って毎日あるの？」

「卒業するまでずーっと、な」

「ずっと……」

　生活の場に他人の監かん視しが入るのは結けつ構こうなストレスだ。それがこれから二年間も、となればケネス達が嫌いやがるのも無理はない。

「卒業してからでも、この時間になると反はん射しや的に直立するクセが抜ぬけない人って大おお勢ぜいいるそうですよ」

「あー、やだやだ。俺おれはそんな奴やつにはなりたくない」

「そっか。寮りようの生活もいろいろと大変なんだな……」

　だが西南を縛しばっている不運に比くらべれば何でもない。逆ぎやくに西南は自分をごく普ふ通つうに扱あつかってくれた事が有り難がたかった。この土地、友人、そして教きよう師しに受け入れられ、西南は意外と早くこの場に馴な染じんだのだった。

「さて」

　大きく伸のびをすると西南は自分のベッドへと向かう。

「ん？　どこ行くんだ？」

「いや、さっき教官に言われた通り、早めに寝ねようかなっと思って……」

「何言ってんだ、西南……」

　ケネスは立ち上がると西南に近づいていく。

「？」

　ケネス、ポンと西南の手にＮＢを置いて、

「……夜はこれからだぜ」

　ニヤリと意味深な笑えみを浮うかべる。

「？？？」




「あっ、くそっ！　切りやがった！」

　ケネスの部屋に通信しようとしたフィングだが、点てん呼こ時間となったため通信は遮しや断だんされていた。

「よし！　今からケネスの部屋に行って突とつ撃げきインタビューだ！」

「おう！」

　興こう奮ふんしたエルロイとフィングが、入り口へと脱だつ兎との如ごとく走り出した……が、

　──ゴンッ!!

　普通なら開くはずのドアはまったく反応せず、二人はしたたかに頭を打って倒れ込んだのだった。

「痛いたッ……くそ！　なんでロックされてるんだ？」

　痛みに頭を押おさえてロック解かい除じよのボタンを叩たたく。

「くそっ！　故こ障しようか？」

「二人とも、もう点呼の時間だよ」

　後ろから二人を呼よぶ声。

「えっ？」

　驚おどろいて同時に振ふり返るエルロイとフィング。その声は二人の勢いきおいを殺すに十分の意い外がい性せいを持っていたのだ。

「点呼の時間になるとドアはロックされちゃうだろ。忘わすれたの？」

　にっこりと微笑ほほえむデビットは憑つき物が落ちたかのように、さわやかな表情をして立っていた。

「……おまえ……デビット？」

　そのあまりの変へん貌ぼう……いや、リョーコファンになる前の快かい活かつで明るかった頃ころに戻もどった少年の笑顔に、二人は金縛りにあったようにその場に立ちすくんでいた。

「ケネス達なら消灯後に脱走するはずだから、その時でもいいじゃない？」




　点呼の時間は夜の九時、小学生ですら起きているようなという時間だが、消灯となった寮は静せい寂じやくに包まれ、静まり返っていた。だがそこでは深く潜せん行こうするかのようにある陰いん謀ぼうが進行中であった。

「えっと……」

　西南はラジャウの指し示じを受けながらＮＢの起動画面の表示にそって必要事じ項こうを打ち込こんでいた。

「はい、あとは西南君のＩＤカードを差し込んで、シリアルナンバーと暗あん証しようナンバーを声せい紋もん入力すれば終わりです」

　そう言うとケネスとラジャウはその場から離はなれた。

　西南は自分のベッドにＳフィールドを張はり、番号を声に出して行く。

　ピー。

　エラー音が鳴り響ひびく。

「あれ？」

　もう一度繰くり返す。

　ピー。

　エラー音が鳴り響く。

「あれ？」

　もう一度。

　ピー。

　だが無情にもエラー音が鳴り響く。

「ねえラジャウ。何度やってもダメなんだけど」

　フィールドを解除して状じよう況きようを話す西南。

「おかしいですね？　声紋入力ですからそうそう何度も間ま違ちがえることなんか……」

「まあ、この際さいだ。初期起動の暗証だけならセキュリティーには問題ないだろ。あとで暗号プロテクトをかけりゃいいんだからさ」

「それもそうですね。西南君、僕ぼく達たちがチェックしますから、もう一度やり直してみて下さい」

「じゃあ」

　二人に見守られ、西南は慎しん重ちように数字を確かく認にんしながら声に出して行く。

　ピー。

　エラー音が鳴り響く。

「やっぱりダメだ」

「……西南君……きみ……数字、間違って言ってますよ」

　ラジャウに同意するようにケネスも頷うなずく。

「えっ!?　でもマニュアルに書いてある通り言ってるんだけど」

「はぁ？　ラジャウ……どういうことなんだ？」

「西南君この数字は幾いくつですか？」

　少しの間考え込んでいたラジャウが適てき当とうな数字を中空モニターに映うつし出す。

「えっと……九十億八千兆……」

「あっ、いえ順番に番号で言ってみて……あれ？」

「西南……桁けたも滅め茶ちや苦く茶ちゃ。アハハハハ」

　横でケネスは笑い出してしまう。

「数字も桁も間違っていますよ……西南君、冗じよう談だんでやってるんじゃないですよね？」

　ケネスとは対照的にラジャウは真顔で西南を見つめた。

「そんな事しないよ」

「ふむ……西南君は初期段だん階かいの惑わく星せいから来たんですよね？」

　そう言うとちょっと考え込む。

「うん」

「ということは地球では銀ぎん河が公用語は使われてはいない？」

「ナノマシンをインストールしたとかって案内人さんは言ってたけれど……」

　心細げに呟つぶやくように答える。

「だったら考えられる事は記き憶おく形成ナノマシンのバグによるミスでしょうね」

「でもよ、そんな事例なんか聞いたことねえぜ」

「とはいえそれ以外考えられませんけど……これも西南君の確かく率りつの偏かたよりのせいかも知れませんね？」

「あっ、なるほど」

　そう言いながらラジャウとケネスは西南の方を見る。

「ラジャウ……俺、どうすりゃいいんだ？」

「さすがに僕達レベルではどうしようもありませんね。明日にでも専せん門もんの人に相談して修しゆう正せいプログラムをインストールして貰もらいましょう。まあ今まで支し障しようがなかったんだから普ふ段だんの生活には問題はないと思いますが、数字関係はちょっと気をつけて下さい」

「じゃあ、さっきの食事も西南の入力間違いだったのかもな」

「その可か能のう性せいはありますね」

「あれ？」

「どうした、西南？」

「じゃあ、電話はどうして通じたんだろ？　数字関係がダメなら電話番号なんて滅茶苦茶になってるって事だし……」

「電話はちゃんと通じたんですか？　それは不思議ですね？」

　と、なにげにラジャウが通信用ソフトを立ち上げた。

「…………あっ！」

　それを見た西南は思わず声を上げた。

「どうしました？」

「その……画……」

　そこには西南が見み慣なれたグラフィックが表ひよう示じされていた。

「ああ、これは最近流は行やっているアンティークの電話器デザインなんです」

「俺はどこかの遺い跡せきから出土したって聞いてるぜ」

　その３Ｄモニターが映し出しているのは間違いなく、あの黒電話だった。

「最近、電話通信ってこの形とかこの数字文字を使うのが流行ってますから」

「そ、それだ……地球の……数字」

　使われているのが地球の数字文字ならば、電話だけはちゃんと通じるはずである。

「……なるほど、これは地球の数字でしたか……それはまた……運の悪い」

　苦く笑しようするラジャウ。

「そりゃ、ここまで気付かないはずだな……じゃあシリアル番号とかを地球式に書き換かえりゃいいってことか」

「それはそうなんですが……」

　二人の会話を聞きながら、西南はある事実に気付いていた。それは西南の気分を暗く重くしていた。

「ねえラジャウ……さっきのインストールミスって……そのままにしておく事ってできないのかな？」

「短期間ならまだしも、そのままというのはかなり危き険けんですよ。このＮＢの初期起動とかもそうですが、数字に関かかわらずに生活するなんて不ふ可か能のうですからね」

「一度インストールに失敗したから怖こわいんだろ。大だい丈じよう夫ぶだって」

「……うん」

　西南は小さく肯うなずいて顔を上げた。だがその表ひよう情じようは曇くもっていた。

「ＮＢの起動についてですが、西南君の特とく質しつからして他ほかにもインストールミスが無いとも限かぎりませんし、どういう弊へい害がいが出るか分かりませんから、こいつの正式な起動は専門家に修正処理をしてもらった後の方が良いと思うんです」

「じゃあ、こいつは使わないのか？」

「このマシンはプロトタイプですから機能限定すればテスト起動機能で何とかなるでしょう。処理スピードは逆ぎやくに早くなりますし」

　ラジャウの声を聞きながら、西南は必死で気持ちを切り替かえようと努力していた。

（そうだな……もともと分ぶん不ふ相そう応おうだもんな……でも……）

　だが西南の重く暗い気分は晴れる事はなかった。なぜならそれは彼が他人に必要とされた能力が無くなる事を意味していたからだった。







　　３「想おもいは遠く」







　西せい南なのいる寮りようからそう遠くない場所に、五十近いテーブル状じようの複ふく雑ざつな段だん差さを持つ地形と大小、数十の湖が点てん在ざいする場所があった。

　もとは一つの湖だったものが、昔の実験によって引き起こされた地ち殻かくの陥かん没ぼつや隆りゆう起きで寸すん断だんされて分ぶん離りしたものであったが、その後あとも長年の浸しん食しよくや草木に覆おおわれた事で、いつしか風ふう光こう明めい媚びな景観へと形作られ、多くの別べつ荘そうを有する保ほ養よう地ちへと変へん貌ぼうしていった。

　そんなテーブル状地形、別名『割われ皿』の最上階に、美しい湧わき水の出る、源げん流りゆうとも言える小さな湖があり、その湖こ畔はんに明かりの灯ともる古民家風の小さな家が一軒けん建っていた。そのたたずまいは、周りの緑あふれる景色とも相まって、まるでこの場所が地球の日本ではないかと錯さつ覚かくさせるほどだった。

「では水みな穂ほ様。そのリストの商品をお願いします」

　畳たたみ敷じき十畳じようほどの居い間まの中央に、掘ほり炬ご燵たつとなったちゃぶ台があり、向かい合わせに座すわった霧きり恋こと力場体の水穂が商談を行っていた。

「あのね霧恋ちゃん。このＢＢ─１００４４の商品だけど……今すごい人気でね、できれば数量を限げん定ていしたいなぁ……って思うの」

　水穂は祖そ母ぼである樹じゆ雷らい第一皇おう妃ひ、船ふな穂ほの領りよう宙ちゆうにある惑わく星せいで作られた地球の作物販はん売ばいをしていた。そこでは船穂が食すに必要な分量のみ限定で生産されていたのだったが、水穂は瀬せ戸との活動資し金きんを得るためにその生産をほぼ全惑星に拡かく大だいし、輸ゆ出しゆつ用よう産業としていた。

　だがこのような事は船穂の宙ちゆう域いきに限った事ではない。意外に思うかもしれないが樹雷は農林業大国なのである。

　そして霧恋は水穂から農産物を買い付け、地球での換かん金きんに使っていた。

　柾まさ木き及および正まさ木き家けの人間が宇う宙ちゆうで得た収しゆう益えきを地球へ持ち込こむ時は、たいてい金やプラチナといった地球上でも産出する貴き金きん属ぞく類を使う。しかしその換金は地球側指定の場所のみでしか行えず、しかも相場を崩くずさないように持ち込み制せい限げんもかけられている。ましてや今回の西南が得た莫ばく大だいな金きん額がくを一度に持ち込むような事は不ふ可か能のうである。

　だが地球の物と同種の食料品の類たぐいは例外とされていたため、霧恋はいろいろな農産物を持ち込んで通つう常じようの商取引によって換金レート以上の金を得ているのであった。

　地球とは比ひ較かくにならない技ぎ術じゆつ力りよくでの栽さい培ばいはどの作物も最高クラス、病害虫も当然皆かい無むで各国の基き準じゆんを軽くクリアーしている上に、恒こう星せい間かん輸送コストも非ひ常じように安い。逆に地球の国内輸送の方が高くつくほどである。

　だが最大のメリットは生せい鮮せん食料品を熟じゆくした状じよう態たいでほぼ無期限保ほ存ぞんが可能な点である。

　各国の生産状じよう況きようを見て不作による品しな薄うすの物を販売できるのだから儲もうからないはずがない。もちろん過か剰じような市場の高こう騰とうを誘ゆう発はつすることは禁きんじられているので適てき価かでの販売となるが、それでも卑ひ怯きようなまでの優ゆう位い性せいを持っているのである。

「地球でもＢＢ─１００４４は不作が予想されていますので」

　懇こん願がんするような眼まな差ざしの水穂を無む視しして、しれっと答える。

「でもね……霧恋ちゃん」

「わたし、水穂様を信じていました」

「騙だましたのは悪い事をしたな……って思ってるのよ……」

　上うわ目め遣づかいで霧恋のご機き嫌げんを伺うかがう。

「西南ちゃんがどういう目にあったか、お分かりだと思っていました」

　その冷静な口調が逆ぎやくに霧恋の怒いかりの根深さを感じさせる。

「わかった……私の負け。西南君の名前を出されたんじゃ、しょうがないわ……彼にはいろいろな意味で恩おんがあるからね」

　──それに……。

　ちらっと霧恋を見る。同じ柾木の血ち筋すじ、可愛かわいい妹分ともいえる霧恋の健けな気げさに抵てい抗こうできる術すべを水穂は持っていない。

「水穂様……お願いですからその事は西南ちゃんには言わないで下さい」

「分かってるわ。でも霧恋ちゃん、たしか西南君の報ほう奨しよう金きんが高すぎるって文もん句くを言ってたんじゃなかった？」

「いただいた以上、できるだけ増ふやすようにしたいんです」

「いいお嫁よめさんになれるわ」

「なっ！　ななななななにを急にっ！」

　虚きよを衝つかれ慌あわてる霧恋の顔を見て水穂は満足げな笑えみを浮うかべる。高く売れる商品を安く持って行かれた、まあこれはちょっとした仕返しである。

「私は純じゆん粋すいに西南ちゃんの保ほ護ご者しやとしてですね」

「そんなに可愛いなら、一いつ緒しよに居いてあげればいいのに」

「宇宙は西南ちゃんにとって危き険けんすぎます。それは水穂様がよくご存じのはず……だから私は瀬戸様の部下になった。西南ちゃんは地球にいてすら……運が悪いのに……」

（確たしかに彼の特性を考えれば地球にいるのが一番安全かもねえ……でも彼は別の道を選んだ……）

　悲しげにうつむく霧恋を見ながら考える。

（思いこみが激はげしすぎるのが彼女の欠点ね。そうなると瀬戸様がなさろうとしている事も理り解かいができるわね。……でも今はちょっと性急すぎたか）

　そう考えた水穂は暗くなった雰ふん囲い気きを変えるために明るく語りかける。

「まあ少なくとも報奨金を受け取ったのは、ある意味西南君の身の安全……いえ、貞てい操そうの安全にとっては正解だったかもねぇ」

「はっ？　貞操って……」

　意味不明の言葉に不安げに顔を上げる。

「経けい理り部ぶの連中がすごく喜んでたって、瀬戸様から聞いたでしょ？　例の計画は樹雷財ざい政せいが傾かたむこうともやらなきゃならない事だったから特にね」

「あの討とう伐ばつについては、どんな犠ぎ牲せいを払はらおうとも……というのは知っていますが……？」

「経理部だってその事は痛つう感かんしていた………そして覚かく悟ごをしていたの」

「覚悟？」

「たとえ自分達の身を売り払おうとも……って」

「そんな！　まさか……」

「それがあの結果でしょ……クスクス……『西南様になら抱だかれてもいい！』……」

「！」

　先の予想をして身み構がまえていた霧恋も、突とつ如じよとして芝しば居いがかった水穂の声に、思わず身を硬こう直ちよくさせてしまった。その過か激げきなセリフ内ない容ようをあまりに生々しく艶つやっぽい口調で言われてはたまらない。

「まっ、まさか……水穂様!?」

　霧恋の不安げな表ひよう情じようはまるで無む垢くな子こ供どものようだった。判はん断だん力りよくを低下させた霧恋の思考回路は、一いつ瞬しゆんそのセリフを水穂の意い志しと勘かん違ちがいしてしまったのだ。

「な～～んて彼女達、泣きながら言い出しちゃってね」

　霧恋の可愛らしい反はん応のうに水穂は笑いをこらえるのに必死であった。

「えっ!?……あっ！」

　混こん乱らんしていた霧恋の思考回路がようやく正せい常じように戻もどった。だが自分があまりにも幼おさない勘違いをした事に気付いた霧恋の顔は真っ赤であった。

　西南を誰だれかに取られる不安感──雨あま音ねの時とは違う反応は、水穂へのコンプレックスでもあった。彼女は霧恋にとって姉であり憧あこがれであり、そして目標でもある。

　どこか水穂にはかなわないと思う部分と、家族のような気安さがそうさせたのだ。

「これでもし報奨金も辞じ退たいなんて事になってみなさい。彼女達、西南君の所に押おしかけてって、それこそ『何をされても構かまいません。さあお好きになさってぇ』てな事を言い出しかねないわ」

　霧恋の反応が想そう像ぞう以上だったため、これ以上、彼女の不安感を煽あおっては可哀かわい想そうだと思った水穂は、ごく普ふ通つうの口調で語った。

「……確たしかに……」──想像できるだけに目め眩まいがしそう……。

「まあ極ごく貧ひんの上に、借金まみれ。でもって悪あく徳とく高こう利り貸がしが病気の父親の布ふ団とんを剝はぎ取ってついでに自分は女じよ郎ろう屋やに叩たたき売られそうになって、抵抗した父親が高利貸しの用よう心じん棒ぼうに切られて瀕ひん死しの上に、売る前に押し倒たおされて味見をされそうになった……てな絶ぜつ体たい絶命な所を通りかかった正せい義ぎのお侍さむらいが助けてくれて、切られた親父おやじも既すんでの所で命が助かって病気の方もお侍の厚こう意いで無料で医者に診みて貰もらってしっかり全ぜん快かい、くそ憎にくったらしい悪徳高利貸し以下手下用心棒連中は、今までの憂うさが気持ちがいいくらい晴れるようにばっさりとぶった切られて、借金はなくなった上に不法に取られていたお金が返って来たようなものだから」

「なぜ例えが時じ代だい劇げきなのか分かりませんが……十二分に理り解かいできました」

「そう、よかったわ」

　結果に満足した笑えみを浮うかべる。

「はあ……」

　と、深いため息をついて考える──経理部は瀬戸のせいで各方面に頭を下げることが多く、気苦労も多い。

【安上がり】──彼女達の一番好きな言葉だ。だから今回のような状じよう況きようなら、彼女達が西南に対して過か度どな感かん謝しやの気持ちを持っても不思議ではない。

（……あっ!!）

　しかも経理部はその性せい格かく上、容よう姿し的に綺き麗れいだったりどこか可か憐れんな、文もん句くが言いにくいタイプの女性が意図的に集められている──好意を得やすい一いつ般ぱんウケするタイプが、だ。




　──ちょっと待って！　それが西南ちゃんにせまるということは………。




「!!　き、霧恋……ちゃん？」

　水穂は突とつ如じよ、霧恋の雰ふん囲い気きが豹ひよう変へんしたことに気付いた。寒気すら覚えるその恐きよう怖ふは、たとえ宇う宙ちゆうを何十光年離はなれていようと安心できる類たぐいのものではなかった。

「………水穂様」

　地じ獄ごくの底から響ひびいてくるような、まさにそういった表ひよう現げんがピッタリの声。

「な、なあに？」

　刺し激げきしないように細心の注意を払いながら答える。

「彼女達に厳げん重じゆうに申し伝えて下さい……『お礼はいいから』って。西南ちゃんはまだ子こ供どもなんですから」

「………そ、そう……そうよね。当然よね。うん、わかった。絶対伝えとくわ」

　霧恋の表情や口調はにこやかだが、それとは裏うら腹はらな凄すさまじくどす黒いオーラが渦うず巻まくどころか超ちよう大型台風状じよう態たいだ。

（……怖こわ……）

　水穂の背せ中なかは冷や汗あせでびっしょりだった。霧恋のそれは、瀬戸が時折みせる、嫌いやなプレッシャー並なみ──いや……暴ぼう走そうを自分自身がコントロールできない分、はるかに厄やつ介かいだ。うまく焚たき付けたつもりではあったが、やりすぎたようだ。

（まさに〝やぶへび〟ね）

　西南絡がらみだと霧恋は子供を守る母はは虎とらの如ごとく神しん経けい質しつで危き険けんである。

「品物は期日通りに間ま違ちがいないように手配しておくわ。じゃあね」

　早々に切り上げた方が賢けん明めいだと判はん断だんした水穂は、早口でそれだけ言うと逃にげるように通信を切った。

「……まったく……冗じよう談だんじゃないわよ！　西南ちゃんはまだまだ子供なんですからね」

　ビキッ！

　手を置いていた金きん属ぞく並に硬こう度どのあるちゃぶ台のクリスタル板にヒビが入る。

「とにかくこれ以上ややこしい事にならないようにしなくちゃ！　私は西南ちゃんの保ほ護ご者しやなんだもの」

　決意も新たにＧＰアカデミー男だん子し寮りようの監かん視しシステムにアクセスをする。

　一いつ瞬しゆんの後に映うつし出された、安らかな西南の寝ね顔がおは、霧恋の険けわしい表ひよう情じようを聖せい母ぼの如く和やわらげさせた。

「よかった………ん!?」

　だが霧恋は西南のエキスパートだ。彼女の卓たく越えつした情じよう報ほう処しよ理り能のう力りよくはすぐさまそれがダミーデータである事に気付いたのだった。




「瀬戸様～～ァ……霧恋ちゃんが怖いですぅ」

　水鏡のブリッジに上がった水穂は目に涙なみだをにじませながら言った。

　今回の【剣けん】派は遣けんのミーティングに集まった関係者達の視線が水穂に集まる。

「水穂様、今は重要なミーティングの最中ですよ！」

　真っ先に文句を言ったのは経理部主しゆ任にん、立たつ木き林りん檎ごであった。

「だいたい、部下の前でメソメソと……」

「あら霧恋ちゃんとの商取引に負けたの？　だらしないわねぇ」

　林檎の言葉を遮さえぎるように瀬戸が声をかける。

「だってだって霧恋ちゃん、西南君の事持ち出すし、すっごい怖い顔するんですよ」

　そう言いながら、先ほどの商取引現場の記録映えい像ぞうを映うつし出す。ちなみに契けい約やく書しよ代わりの正式なやつだ。

「!!」

　そこにいた者達に驚きよう愕がくの波は紋もんが広がる。

「……うわ……」

　霧恋のド迫はく力りよくの表情に、さすがの瀬戸も小声を漏もらす。

「いま『……うわ……』っておっしゃいましたよね『……うわ……』って」

　勝ち誇ほこったような水穂の声だ。

「う、うるさいわね。負けは負けでしょ。私だったら霧恋ちゃんより怖い顔できるんだから」

「変な対たい抗こう意い識しきを持たないで下さい！」

　林檎が呆あきれ顔で割わり込こんでくる。

「私の方が怖い顔できるわよね、林檎！」

　見事なまでの大人気無さだ。

「…………も、もちろんそうです。そうですから早くミーティングを再さい開かいして……」

　突つっ込みたい気持ちを抑おさえつつ、祈いのるような表情だ。

「ほら林檎もそう言ってるわよ」

　林檎の願いもむなしく、瀬戸は再ふたたび水穂との言語バトルを再開してしまった。

「だって瀬戸様、霧恋ちゃん……西南君絡がらみだと……あんなものまで素す手でで握にぎっちゃうんだから、勝てませんよ」

「あんなものって……あれ？」

　何かを思い出したように瀬戸は少女のような表情で頰ほおを赤らめた。

「そうです……あれです」

　水穂の顔も真っ赤だ。

「………う～～～む……確たしかに」

　先ほどの勢いきおいもどこへやら、腕うで組ぐみをして考え込む。

「でしょ。でしょ。西南君のためなら、あんなぬるぬるしてびくびく動くちょっと怖いアレを躊ちゆう躇ちよ無なしに触さわれちゃうんですよ」

「わ……私にも真ま似ねができるか自信がないわ」

「お、お二人とも、なんの話をしてるんですか！」

　深しん刻こくな表情でうつむく二人に、たまりかねた林檎が突っ込む。

「あら林檎ちゃんも知っているでしょ？　霧恋ちゃんが幼おさない西南殿どのを……」

　瀬戸は意味ありげに林檎を見つめる。

「それは存ぞんじ上げていますが、今は必要のない話です！」

　何とか本題に戻もどそうと話の流れを必死に遮しや断だんする。しかしその堤てい防ぼうになおも決けつ壊かいの危き機きが迫せまっていた……。

「ねえ林檎さん、あれってあの話ですよね」

　これから出発する珀はく蓮れん達四人と林檎の部下達が話題に混まじってきたのだ。

（だ、だめ……）

　堤防の決壊はもう林檎一人で何とかできる状じよう態たいではなくなっていた。

「ところで林檎ちゃん。霧恋ちゃんからの伝言で『西南ちゃんにお礼はしなくてもいいから』……だそうよ」

「なんですって!?」

　水穂の言葉に、林檎の表ひよう情じようが険けわしくなった。

「冗じよう談だんじゃありません！　あれだけのご恩おんを受けて何もしないなどと、経けい理り部ぶ……いえ樹雷女じよ性せいとして許ゆるされるはず無いじゃありませんか！」

　自ら築きずいた堤防は他ほかならぬ本人の手で決壊させられたのだ。

「偉えらい！」

　ぱっと扇せん子すを広げて紙かみ吹雪ふぶきをまき散らす瀬戸。

「でも瀬戸様……下手に手出しすると霧恋ちゃんに経理部を壊かい滅めつさせられちゃいかねないですよ」

　そう言いながら水穂は先ほどの映えい像ぞうをリプレイする。

「ふむ……まあ確かに……ねぇ」

　瀬戸はちらっと林檎を見る──あなたには無理かも、その目はそう言っていた。

「瀬戸様！　私だって西南様のためなら、ぬるぬるしてびくびく動くちょっと怖いアレくらいつかめます！」

　林檎は瀬戸の言葉にムッとしたように立ち上がった。その力強い言葉に、どよめきが波紋のように広がる。

「さすが経理部主しゆ任にん、鬼おに姫ひめの金庫番！」

　経理部の部下達のやんやの喝かつ采さいに割って入るように玉ぎよく蓮れんが立ち上がった。

「クスッ……私だってつかめますわ」

　同性が見てもほれぼれとするその美び貌ぼうと優ゆう雅がな立ち振ふる舞まいにそこにいた全員が魅み入いられ、どよめきと喝采が一いつ瞬しゆんのうちに止やんだ。

「……まあ、あんたなら平気でつかんじゃいそうだわ」

　ひとり玉蓮の雰ふん囲い気きに魅入られもせず平然としていた火か煉れんが呆れたようにつぶやく。

「クスッ。お子ちゃまには……無理よね」

「お子ちゃまって言うな！　私にだってできるわよ！」

　火煉の言葉に再ふたたび、どよめきと喧けん噪そうが戻ってきた。

「結けつ構こう、結構！　それでこそ樹雷の女よ！　さあその意気でぬるぬるしてびくびく動くちょっと怖こわいアレをつかんじゃう霧恋ちゃんを突とつ破ぱして西南殿にたっぷりお礼をしちゃいなさ～～い♡」

「は～～～～～い♡」

　テンションの上がりきった林檎と玉蓮達が嬉うれしそうに手を上げる。

「ちなみに林檎以外の経理部員は霧恋ちゃんに近づかないように」

「は～～～～～い♡」

（やれやれ……この場に霧恋君が居いたら……大おお暴あばれだろうなぁ……）

　瀬戸達の痴ち話わに口を挟はさむ事もできず、兼かね光みつは女子校に赴ふ任にんしたばかりの新任教きよう師しのような居い心地ごこちの悪さを感じつつ、隅すみっこで背せを向けて突っ立っていた。




「脱だつ走そう!?」

　瀬戸達によって自分絡がらみの痴話な喧噪が繰くり広げられている事も知らず、霧恋は慌あわててダミーデータにフィルターをかけていた。だが……。

「なにこれ？　寮りようの管理システムで対たい処しよできない!?」

　すぐさま自らの情じよう報ほう処理用のシステムに、西南の部屋の監かん視しシステムを直結させる。

「……フリーズ!?」

　霧恋がそう思うのも無理はない。このシステムは霧恋が組み上げた、個こ人じん所有では樹雷で二番目に優ゆう秀しゆう、とまで言われるものである。結果をはじき出すのに一秒とかからないはずである。

「そんな！」

　システムの再さいチェックをしようとした霧恋は、西南達の部屋の中央にデンと置かれた丸い物体と、その箱に押おされた印に気付いた。

「な、何を使ってるかと思えば……アイリ様の工こう房ぼうのＮＢ！」

　その時になってようやく霧恋のシステムは結果をはじき出したのだった。

　結果表ひよう示じまで十数秒……。

「……だめだわ！　もう部屋から出てる」

　寮の配置図を表示する。

「間に合って！」

　ケネス達の仕し掛かけたプロテクトを解かい除じよしながら西南を捜さがす。そのスピードは蹴け散ちらすという表ひよう現げんがピッタリだ。

　だが仕掛けたのが生徒とはいえそれはそこ、彼らもアカデミーの人間だ。長年の先せん輩ぱい達のノウハウが蓄ちく積せきされている上、怪あやしげなプログラムをそれこそ大学院生の人間から仕入れたりする馬ば鹿か者ものもいたりするので厄やつ介かいだ。

「まったくなんてモノを使ってるのよ」

　だがＮＢがテスト起動状じよう態たいだったのが霧恋には幸いした。

　処理スピードは早いものの、使っているプログラムは生徒達の用意した物だ。本来の状態であれば、たとえ小型ユニットといえども銀ぎん河がアカデミー最高学位、哲てつ学がく士しの称しよう号ごうを持つアイリの作ったＮＢである。どうせろくでもない機き能のう満まん載さいの【超ちよう兵器】なのは疑うたがう余よ地ちがない。その技ぎ術じゆつを突とつ破ぱするのは一国の中央システムに侵しん入にゆうするのに等しいだろう。

「……いた！」

　配置図には西南達を示しめす三つの光点が点てん滅めつしていた。




　小さな常夜灯のついた薄うす暗ぐらい廊ろう下かを、センサーを攪かく乱らんする特殊なプログラムをインストールした制服に身を包んだ西南達がコソコソと歩いている。

「や、やっぱり、こういうのってマズイんじゃないかな？」

　西南は不安げに辺りを見回していた。

「おいおい、地球人ってそんなに真ま面じ目めな種族なのか？」

「おかしいですね。僕ぼくたちと変わらないって聞いてますけど」

　ケネスはいかにも楽しげに、そしてラジャウはモバイルマシンでなにやら確かく認にんをしながらだ。

「もし誰だれかに見つかったら……」

「センサーさえ誤ご魔ま化かせれば大だい丈じよう夫ぶです。げんにここまで無事に来られたでしょう？」

「それにな、パーティーが盛もり上がるのは子こ供どもが眠ねむる時間……消灯後だ。だからこうでもしないと……」

「え？　パーティーに行くの？」

「ここアカデミーには銀河中の国々から大おお勢ぜいの人が集まっています」

　十字路になった廊下をうかがいながらラジャウは小声で説明を始める。

「それぞれがいろんな習しゆう慣かんや宗しゆう教きよう信しん仰こうを持っていて、当然それぞれに特別な日があるんです。まあお祝い事というやつですね……」

　左右を確認すると廊下を直進していく西南達。

「で……個人的な誕たん生じよう日びやお祝い事から国家的祭事やら合わせると、ほぼ毎日、何かのお祝い日があって、しかもそれが一日数百……多い時は数万にもなってしまうんです」

「まあ面めん倒どうだからそれをひとまとめに祝っちまおうと、毎日街中がパーティー状態になるってわけだ」

「ま、毎日!?」

「そう。各国の綺き麗れいなご令れい嬢じよう方がたとお知り合いになるチャンス！」

　ラジャウとケネスの表情はみっともないほどにやけ、崩くずれていた。

「しかもだ！」

　ケネスは懐ふところから一枚まいのお札を一回り小さくした位のカードを取り出した。透とう明めいな薄いプレートがオパールのように輝かがやいていた。

「あの『イムイム』の特別ご招しよう待たい券けんがあるのだ！」

　まるで水み戸と黄こう門もんの印いん籠ろうを掲かかげる時のように自じ慢まんげだった。

「………何……その『イムイム』って？」

「しっ知らないのか西南！」

「ハッハッハ、ケネス君、宇う宙ちゆうへ来たばかりの西南君が知るわけ無いでしょう」

「ハッハッハ、そうかそうか！　じゃあラジャウ君、説明してあげてくれたまえ」

　二人の口調はどこか芝しば居いがかって、大おお袈げ裟さだった。

「そうしたいのはやまやまですが、喜ぶのは寮りようを脱だつ出しゆつしてからにしましょう」

「あらっ」

　まあ、いつもの漫まん才ざいのようにラジャウが落ちを付けて、再ふたたび三人は歩き始めた。




「どうする？」

　霧恋は悩なやんでいた──なぜなら寮からの脱走はあくまで寮側と生徒側の問題であり、第三者が介入をするのはアカデミーではルール違い反はんだからだ。そして脱走はある意味訓練の一いつ環かんでもあるのだ。

「でも……やっぱりダメよ！　西南ちゃんを夜の街に出すのは危き険けんだわ」

　自分を納なつ得とくさせるとセキュリティーシステムにアクセスを始めた。

「とはいうものの……」

　軍事施し設せつや研究所とは違ちがい、ハッキリ言って寮ごときのセキュリティーシステムで出来る事は限かぎられている。せいぜいスタンガン搭とう載さいの監かん視しプローブで気き絶ぜつさせるくらいだ。たとえ霧恋自慢のシステムを使おうとも端たん末まつにろくな物がなければ意味が薄い。




「みんな、止まってください！」

　ラジャウは二人を手で制せいすると、小さなモニターを凝ぎよう視しする。

「どうした？」

「誰かに僕達のルートが使われています」

「ちっ、誰だ？　こんな時間に」

「我われ々われも人のことは言えませんが…ここは別のルートで行くしかありませんね」

「分かった。西南、ルート変へん更こうだ……あ？」

　見ると、西南は先程来た廊ろう下かを戻もどろうとしている。

「おいっ！」

　ケネスは西南の襟えり首くびを摑つかんで引き戻す。

「俺おれが行くとロクなことがないから……」

「そんなことないって。大体、俺たちはルームメイトだろ？　お前だけ置いて遊びになんて行けるか？　なぁラジャウ」

「もちろんです！」

「……二人とも、ありがとう……でも……」

「この招待券は三人じゃなきゃ使えないんだ！」

「………そう」

　せっかくの感動も台無しだ。

「では話がまとまったところでなんですが……問題は別ルートを使うとなると庭を通るしか無いんですよね」

　困こまったふうに廊下の外に広がる庭を見つめる。

「庭にゃ監視プローブが徘はい徊かいしてやがるからな」

「寮を出る前にできるだけ危険な事は避さけたいんですがね」

「危険？」

「西南、よーく覚えとけ。もし監視プローブに見つかりでもしたら……」

　ラジャウが手でケネスの前まえ髪がみを上げる。

　そのおでこにはなにやら妙みようなマークが刻こく印いんされていた。

「こんなに素す敵てきなプレゼントが……」

「なに……そのマーク？」

「知らないのか？　いちおう基き礎そ知ち識しきはインストールされてるんだろ？」

「ケネス君、そんな怪あやしげなマークのことまで入れておくわけないでしょう」

　ラジャウの顔は真っ赤だ。

「もしかして……何かそれを付けていると恥はずかしいマークなの？」

「正せい解かい！　この世にこれ以上に恥ずかしい事は無いというくらい、すっごくド恥ずかしいマークだ！」

「町中をすっぽんぽんで言葉にできないような事をしながら練り歩く以上に恥ずかしいマークなんです」

「う……うそ……」

「ちなみに、このマークが十個こ貯たまるとＧＰの大型貨物船トイレ掃そう除じ係がかりで行く銀ぎん河が一周の旅がペアでプレゼントされたりします」

　隣となりでうんうん頷うなずいているラジャウ。

「……ってわけ無いだろ」

　ペシッとラジャウの胸むねを手の甲こうで叩たたき、それを合図に西南に向かってぺこりと頭を下げる二人。

「………どこまで本当なの？」

「マークは本当だ」

　廊下の庭側に面した塀へいの陰かげに隠かくれながら、ケネスは外を窺うかがった。

「監かん視しプローブは見当たらないようだが」

「ケネス君に学習能のう力りよくは無いんですか？　その額ひたいのマークはどうして付けられたんでしたっけ？」

「ハッハッハ」

　塀の陰から出していた顔を引ひっ込こめる。

「しかし困こまりましたね。中庭のデータはまだ無いんですよ」

「どうにか強行突とつ破ぱはできないのか？」

「監視プローブの巡じゆん回かいパターンが摑めれば何とか……でもそのデータが無い以上うかつに突破するのは……」

「でもここを行くしかないんだろ？」

「…………そうですね」

　ラジャウはポケットから小さなパチンコ玉のようなものを取り出す。と、それがラジャウの手から離はなれ浮うき上がって行く。

「？」

「ああ、あれは全天カメラです。ほらここに映えい像ぞうが映うつっているでしょう」

　不思議そうに見つめる西南にモニターを指さし説明をする。そこには魚ぎよ眼がんレンズで映し出したような映像が映っていた。よく見ると壁かべに隠れている西南達も見える。

「とにかくできるだけの事をしましょう………がっ！！！」

　突然モニターを見ていたラジャウが驚きよう愕がくの表ひよう情じようのまま固まった。

「ん？　なんだ、どうし………」

　モニターを覗のぞき込んだケネスも固まった。

「どうしたの？　二人とも……」

　覗き込んだモニターには、三人が隠れている塀の向こういっぱいにひしめいている円柱の群むれであった。

「……こ、これ……もしかして……」

「動かないで！　これが監視プローブです」

　固まった表情のまま、まるで合成音声のような不自然な口調だ。

「な、なんでこんなに集まってるの？」

　と、西南の方へゆっくり顔を向けるケネスとラジャウ。

「……やっぱり……俺のせい？」

　──こっくん。

　その疑ぎ問もんに答えるように、二人は肯うなずいた。




　西南達の脱だつ走そうを最初に知ったのは当然の事ながらＮＢの製せい作さく者しや、アイリである。

「っもう！　西南君ったらＮＢを持たないで行っちゃったわ」

　と、その時ノックの音と共に美み守かみが入って来た。

「大きな声が聞こえましたが、どうなさったんです？」

「西南君がＮＢをダミーにして寮りようの脱走にね」

「あらまあ。入学式前夜に脱走をしようなんて……なかなかいいお友達みたいですわね。それで西南君達はもう外へ？」

「まだ途と中ちゆう。霧恋ちゃんも妨ぼう害がいしてるみたいだから、そうそう簡かん単たんには行かないでしょうね。でも問題は西南君のお守り用に渡わたしたＮＢを置いて行っちゃったって事よ」

「そうですか。では丁度いいタイミングでしたわね。アイリ様、樹雷から【剣けん】が到とう着ちやくしました」

「あらそう。じゃあ、こちらに通して」

「はい。さあ、お入りなさい」

　美守に促うながされ五人が入って来た。彼女達は水鏡と理事長室に設せつ置ちされた超ちよう長ちよう距きよ離りの転送ゲートを通ってやって来たのだった。

「ご苦労様……って、なんで林檎ちゃんまで居いるの？」

　アイリは最後に入ってきた林檎に気付き叫さけんだ。

「経けい理り部ぶは西南様に大きな借りがありますゆえ」

「とは言っても……経理部主しゆ任にんがわざわざ出で張ばって来なくったって」

「だからこそ……ですわ」

　柔やわらかな物もの腰ごしではあるが毅き然ぜんと言い放つ。

「へえ……で、具体的にはどう借りを返すつもり？」

「えっ？…………あ、あの……」

　ハッとなって口ごもる林檎。

「瀬戸様にそそのかされて勢いきおいで来たものの……何も考えてなかったんでしょ？」

「私ができる全すべての事をするつもりです！　もし西南様が望むのであればこの身を……」

　頰ほおを染そめうつむく林檎をその場にいた一同は呆ぼう然ぜんと見つめる。

（くっ！　か、可愛かわいいじゃないの……）

　思わず抱だき締しめてしまいそうな衝しよう動どうをアイリは必死で押おしとどめた。

（さすが瀬戸様の経理部……しかも……）

　しかも彼女は勇ゆう猛もう果か敢かんで恐おそれられている樹雷皇おう家けの中では少々異い質しつな存そん在ざい、竜たつ木き家けの眷けん族ぞくである。竜木家の人間はその穏おん和わな人ひと柄がらで人気があり、その姫ひめ達たちも清せい楚そで愛らしく、縁えん談だん要よう請せいに事欠かない『銀ぎん河が連れん盟めいお嫁よめさんにしたいナンバー１』なのである。

（瀬戸様が竜木家関係はあっさり縁談がまとまるから、つまらないってぼやくほどですものね……でも）

「でもダメよ。西南君はまだ未成年なんですからね」

「し、しかし！」

「まあそう慌てないで。もしかしたら貴女あなたの経理士としての腕うでが西南君の役に立つかも知れないわよ」

　意味深にほほえみかける。

「私の？」

「西南君がもし寮の脱出に成功したら……とにかく林檎ちゃんは私の補ほ佐さを【剣】の四人は出動態たい勢せいにて待機、よろしい？」

「了りよう解かい！」




「でもこれからどうします？　このままだと動けませんよ」

　いまだ三人は身を寄よせ合うように塀へいの陰かげに隠かくれたまま、解かい決けつ策さくを見み出いだせずにいた。

「くっそ～っ、なんであいつらここにずっといるんだ？」

「おそらく僕ぼく達たちが自室に戻もどるまで無理でしょうね」

「ねえケネス、やっぱり今日はやめない？」

「せっかくのご招しよう待たい券けんをふいにできるか！」

「その通りです！　とはいえこのままだと動きようがありません」

「それにしても随ずい分ぶんいやがるな……中庭のやつがほとんどここにいるんじゃないか？」

　ラジャウのモニターを覗のぞき込みながら忌いま々いましげに言う。

「その可か能のう性せいは高いですね……そうですよ！」

　ケネスの言葉に何かを思いついたようだ。

「本来ある程てい度ど間かん隔かくを置いて巡じゆん回かいしているはずの監かん視しプローブがここに集中しているという事は、逆ぎやくに何かで注意を引きつければ全部がそちらに行く可能性は高いです」

「なるほどな……じゃあ石でも投げて気をひくとか？」

「ケネス君……人間ならいざ知らず、監視プローブに通用するはずないでしょう」

　さすがに呆あきれた口調だ。

「じょ、冗じよう談だんだって」

　ケネスの慌てぶりから、結けつ構こう本気だったらしい。

「それよりラジャウこそなんかいい方法があるのか？」

「そうですね……対センサー用フラッシュ弾だんとか」

「そりゃＧＰ一級装そう備びだ。学生がおいそれと手に入れられるわけないだろ」

「じゃあ疑ぎ似じ力場体の高機能アニメロイドはどうです？　ケネス君のエログッズの中にありませんか？」

「あのな、そんなバカ高いものなんか買えるわけないだろ」

「そうなると……やはりここは誰だれかが囮おとりになって……」

「三人でないと『イムイム』にゃ、入れないぞ」

「ねえケネス。囮なら俺がやるよ。三人でって条じよう件けんなら街で一いつ緒しよに行ってくれそうな誰か見つければいいじゃない。どうせ俺が一緒だと今みたいにいろいろあるだろうし……」

「…………いい人ですね……西南君」
















　ケネスとラジャウは西南の発言にしばし感動していた……が、

「西南。心温まる有り難がたい提てい案あんだが『チームである事』という条件付きなのだ」

「やれやれ……完全に手て詰づまりですね。こういう時は誰か他のうかつな脱だつ走そう者しやでもいてくれれば……」

　とラジャウがそこまで話した時だった。

　遠くから『ガサガサッ』という音と共に人の小さな声が聞こえたのだ。

「なんだ!?」

「ケネス君、西南君、今です！」

　脱だつ兎との如ごとく走り出したラジャウに、反はん射しや的に付き従したがう。

　飛び出したそこにはあれほど密みつ集しゆうしていた監視プローブが一体もいなかった。

　──うわ、わっ……ぎゃあああああああああああ……。

　後方で空くう気き銃じゆうのような連射音と二人分の嫌な叫び声がこだましていた。

「!!」

「振り返らないで！」

　ラジャウの叱しつ咤たがとぶ。




「ああっ！　っんもう！」

　監視プローブをコントロールしていた霧恋はうめくように叫んだ。

「何をやってるのあの子達!?」

　あの子達というのは西南達の事ではなく、その近くに潜ひそんでいたもう一組のチームの事である。

「急に中庭に飛び出すなんて……監視プローブがいたのは分かっているはずなのに………ダメだわ！　突とつ破ぱされた」

　西南達の存そん在ざいを示しめす光点はすでにプローブの行動地帯を外れてしまったのだ。

「完全に監視プローブをコントロール下におくと寮りよう側がわに気付かれちゃうし……」

（でも……残った一人……二人を囮にした？……まさかね）




　安全地帯となっている大きな生け垣がき沿ぞいに進んだ西南達は、巨きよ大だいな石いし扉とびらの前まで到とう達たつしていた。

「ここを出れば憧あこがれの自由だ……イムイム～ッ」

　ケネスはあの招待券を嬉うれしそうに取り出すとそれにキスをした。

「おい、まだか？」

「ちょっと待って下さい。今日は他にも脱走者が多くて、ロック解かい除じよのＩＤが重ならないようにするのが大変なんです……あっ」

　と、ドアの開く重い音が響ひびき始めた。

「えらい！　開いたぞ！」

　扉の前で大げさにガッツポーズをするケネス。しかし……。

「ハハッ……すみません。操そう作さミスッちゃいました」

「えっ？」

　目の前に鈴すずなりの監かん視しプローブが浮うかんでいるのに西南達は気付いた。

「!!」

　一いつ瞬しゆん早く反はん応のうしたのは西南だったが、それでも人の反射神しん経けいで監視プローブのスピードに対応するのは無理だった。

　バッシュッ！

　監視装置から一いつ斉せいに圧あつ縮しゆくされた空くう気き弾だんが発射された。

「ぎゃっ！」

　だが声をあげたのは西南達を庇かばうように横から飛び出してきたデビットであった。

「デビット!?」

「はやく……逃にげて」

　次の瞬間、強きよう烈れつな閃せん光こうがあたりを覆おおった。




「なんであんなものまで!?」

　霧恋は手をちゃぶ台に叩たたき付けながら、対センサー用フラッシュ弾のせいで真っ白になったモニターに向かって叫んだ。

「ダメだわ……完全にセンサーが殺されてる。………仕方がないわね……あれを使うのは気が引けるけど……」




「ハアハアハア」

　石門から少し離はなれた茂しげみの中に西南達は座すわり込こんで息を荒あらげていた。

「デビットが助けてくれなければ僕達もやられてましたね」

「でもなんでだろう？」

「貸かしでもつくって女おんな海かい賊ぞくの映えい像ぞうをもらおうとでも思ったんじゃないですか？　それよりもこれからどうするかです。ねえケネス君……」

「うっうっ……イムイム～～ッ」

　ケネスは小さなカケラを見て泣いていた。先程の石門の所で監視プローブから発射された初弾でケネスが持っていた『イムイム』の招待券が破壊されたのだった。

「……ここまで破は損そんしてしまったんじゃ、もう使えませんね。諦あきらめるしかないですよケネス君」

「うっうっ……イムイム～～ッ」

　ラジャウのなぐさめの声も耳に入らないのか、ケネスは泣き続けている。

「……やれやれ当分は無理そうですね」

「これからどうするの？」

　西南も不安げだった。

「そうですね……あとは地下倉庫を通って出るのが一番の……あれ？」

　急に辺りを見まわし始めるラジャウ。

「ラジャウ？」

「シッ！　静かに！…………何か……聞こえます」

「えっ？」

　西南もラジャウと同じように辺りを見まわす。と、木々の間に小さな赤い光点が無数に見え始める。

「あっ……あれは！」

　月明かりに浮うかんだその姿すがたは地球のタコに似にていた。




「うわぁあああ！」

　地下通路内にバシュッバッシュッという発はん射しや音おんが鳴り響ひびき、ゴルフボール大の空気弾を避よけながら西南達が放置された機材の合間を必死に走っていた。

「あっ、あれも監視プローブ!?」

「そうです！　それより気を付けて下さい。監視プローブに付けられるマークはナノマシン色しき素そなので解かい除じよパスがなければ絶ぜつ対たい落ちませんから！」

　空中を移い動どうしながら西南たちを追いかけてくるタコに似た小型マシンから撃うち出された銃じゆう弾だん痕あとにはくっきりと例のマークが付いている。

「ねえ……マークもそうだけれど、当たったら痛いたそうなのは気のせいかな？」

「気のせいじゃありません。死ぬほど痛いです！」

「うっうっ……イムイム～～ッ」

　ケネスは泣きながら走っていた。

「いい加か減げんに諦めたらどうなんですか？」

「イムイム～～ッ」

「いい加減にしないと『イムイム』どころか何一つ楽しめませんよ！」

「イムイム～～ッ」




「うっ……この、この！」

　身体からだを激はげしく揺ゆすり、必死の形相でキーボードを操あやつる姿は、ゲームセンターで対戦格かく闘とうゲームをしているそれに酷こく似じしていた。

「クッ！」

　情じよう報ほう処しよ理りをさせれば瀬戸の部下の中でもトップクラスの霧恋自らが監かん視し装そう置ちを操作して追い込んでいるものの、なかなか決定打を与あたえられないでいた。もちろん監視装置のグレードが低いのも原げん因いんだが、想そう像ぞう以上に西南のカンと動きが良く、罠わなを仕し掛かけた場所をことごとく避よけてしまうのだ。

「あきれた……なんて危き機き回かい避ひ能のう力りよくなの」

　西南が生まれた瞬しゆん間かんから今日まで、長年にわたって強きよう制せい的に培つちかってきた悲しくも素す晴ばらしい能力だ。

「……でも……ね」

　霧恋の意図的な罠は回避するものの、なんでもない所で転んだりぶつかったり……それ以外ではけっこういつもの運の悪い西南であった。

　──嬉うれしいんだか悲しいんだか……。

「もう、怪け我がしないうちにいいかげん観念しなさい！」

　心配げに言いつつも子ウサギのように逃にげ回る西南が可愛かわいくて可愛くて、けっこう楽しかったりする霧恋さんであった。

「クスクス」

　知らず知らずのうちに笑えみがこぼれる。朱しゆに交われば赤くなる──自分が瀬戸化への道を歩んでいる事をこの時の霧恋はまったく気付いていなかった。




「しかしまずいですね。よりによってクレータイプに見つかるなんて」

「まずいって……？」

　チラッと肩かた越ごしに後ろを見る。

「ど陰いん湿しつな攻こう撃げきで有名な機体なんです。肌はだの露ろ出しゆつした所を重点的に狙ねらって来ますし、さっきのように警けい告こくしないで撃ってきますし、降こう参さんしても撃ってきますし、やばいマークだらけの顔写真を撮とってＨＰにアップしますし、色素の沈ちん着ちやく解除プログラムの使用パテント料が法外だという話ですし……他にも、え～っと……」

「もういいです……よく分かりました」

　すると、他の通路から監視プローブに追い掛けられてきた別の男子生徒の一いち団だんと鉢はち合あわせをする。

「!!」

　瞬間お互たがいが同じように追いかけられている事に気付いた生徒達は、大きな集団となって唯ゆい一いつ監視プローブの居いない倉庫内へと逃げ始めた。

「ケネス！　お前達だな、ミスッたのは！」

　男子生徒が西南たちの後に近づき怒ど鳴なる。

「イムイム～～ッ」

　泣きながら返事をする。

「な、なんだ？」

　と、ケネスの背はい後ごに別の生徒も近づいて、

「どうしてくれるんだ！　せっかくうまく行ってたのに！」

「イムイム～～ッ」

　そう叫ぶとケネスはさっと後ろに避けた。

　バッシュッ！　バッシュッ！　バッシュッ！

「うぎゃっ！」

　ケネスの身代わりとなって男子生徒が横からの集中砲ほう火かを浴びて倒たおれる。

「おやケネス君、やっと立ち直ったようですね？」

「イムイム～～ッって……癖くせになっちまった！」

「ハッハッハ、それはよかった。でも状じよう況きようはまずいですね」

「どうするの？　ケネス、ラジャウ」

「どうするって……ん!?」

　見ると、逃げる先にちょうどいい具合に一台の小型エアカーが置いてある。

「よし、あれだ！」

「しかしこの人数では無理ですよ！」

「大だい丈じよう夫ぶだ！　こういう事もあろうかと……」

　懐ふところから取り出したバナナの皮を後ろを走る男子生徒の足あし下もとに投げた。

「バナナの……皮？」

「ハッハッハ。西南君、念のために説明しますと、本物のバナナの皮ではなくて偽ぎ装そうされた摩ま擦さつ係数を減へらす結界を短時間発生させる手しゆ榴りゆう弾だんの一種です」

　パン！　小さな音と共に、お約束どおり足を滑すべらせ、将しよう棋ぎ倒だおしになった生徒達が次々と監視プローブの餌え食じきとなっていく。

「卑ひ怯きよう者もの！」

　被ひ害がいにあった少年達が叫ぶ。

「振ふり返るな！　走り続けろ」

　ケネスの声は明らかに嬉しそうであった。

「ハッハッハ。ケネス君なかなか悪どいですね」

「ウム……彼らの死をけっして無む駄だにしてはいけない。パーティーで綺き麗れいどころに囲まれて目め一いつ杯ぱい、楽しむのが我われ々われが彼らにしてやれる精せい一いつ杯ぱいの供く養ようなのだ」

「その通りですね。まあみんなには何かお土産みやげでも持って帰ってくればいいでしょう」

（言うことは地球と同じなんだなぁ）

　西南君、ちょっと感動。

「西南とラジャウは後ろに乗れ！　運転は俺おれがやる！」

「わ、分かった！」

　西南が一番乗りでエアカーのドアに手をかけた、その時！




　──よし！　かかった！




　エアカーの中から監かん視しプローブがわらわらと飛び出してくる。

「！」

　だが西南の類たぐいまれな危き機き回かい避ひ能のう力りよくは必中の間合いをよけたのだ。

「ウギャ！」

　しかし避よけきれなかったケネスとラジャウは顔に口では言えないマークをくっきりと刻きざまれて地面に横たわった。

「ケネス！　ラジャウ！」

　西南が二人に気をとられた瞬しゆん間かん、監視プローブが四方から西南に照しよう準じゆんを合わせた。

（だめ……かな？）




「覚かく悟ご……西南ちゃん」

　愉ゆ悦えつの薄うすら笑えみをたたえたその表ひよう情じようは壮そう絶ぜつな美しさであったが、どちらかというと悪の女おんな幹かん部ぶといった感じだ。

「クスッごめんね……でも西南ちゃんのためなのよ」

　もう見事な悪役ぶりだ──霧恋の指が滑なめらかにキーボードを走る。

　しかし西南を取り囲んでいた監視プローブは攻こう撃げきをする事はなかった。西南達を追いかけていた監視プローブが西南を取り囲む監視プローブを撃ったからだ。

「だ、誰だれが？」

　霧恋は素す早ばやくコントロールのシステムをチェックする。

「誰かが侵しん入にゆうしている？」

『だめよ霧恋ちゃん』

「ア、アイリ様!?」




「今だ」

　ケネスたちをエアカーの後部座ざ席せきに引きずり入れようとする西南。

「せ、西南くん……僕ぼくたちのことは構かまわずに早く逃にげて……」

「西南……素す敵てきな夜を……」

　ケネスとラジャウは親指を立てて西南を激げき励れいするとガックリと力つきた。

「そんなギャグやる元気があるんだったら早く！　だいたい行動は三人一いつ緒しよなんだろ」

　二人を放ほうり出して運転席へ飛び込こむ。

「余よ裕ゆうのない奴やつめ」

　少し遅おくれてケネス達が後部座席に飛び込んで来た次の瞬間──ゴン！　大きな音と共にボンネットがへこむ。

「ゲッ！　ちょっと威い力りよくがありすぎないか？」

　小型車とはいえ警けい察さつ車両は準じゆん戦せん闘とう用ようのものである。戦車とまではいかなくとも装そう甲こう車しや並なみの頑がん丈じようさがあるのだ。

「鎮ちん圧あつ用ようの実じつ弾だんに切り替かえたようですね」

「鎮圧用!?　これがかぁ？」

「以前、牧場で暴ぼう走そうするバダの群むれを止めるのに使ってるのを見たことが……」

「バ、バダァ!?　そんなの対人鎮圧用とは言わん！」

　ちなみにバダとは岩すら砕くだくクワガタのような顎あごを持つ、地球のバッファローに似にたアフリカ象並の巨きよ体たいと突とつ進しん力りよくの生き物である。

「対人と言った覚えはありませんが」

「あのな！　だいたい何でそんなもん搭とう載さいされてんだ!?」

「クレータイプですからね」

　二人が漫まん才ざいをやっている間もエアカーはボコボコになって行き、フロントのシールドガラスは白はく濁だくし今にも砕くだけそうであった。

「やばい！　急げ西南！」

「どうやって動かすの？」

「ハ、ハンドルを持ってください」

　ハンドル部に付いている遺い伝でん子し照合センサーが反はん応のうする。

　後部座席から身を乗り出したラジャウはカードを差し込んでパネルを操そう作さする。本来であれば本人のカードでなければ作動はしないのだが、学生時ならば西南とケネスとラジャウは一つのチームと見なされているから動くはずであった……だが……。

　ピ────ッ……エラー音が鳴り響ひびく。

「そんな!?　もしかして西南君、いろいろいじりましたね」

「努力はしたんだけど……」

「か、代われ！」

　ケネスがハンドルを摑つかもうとした時だった。車体に与あたえられているダメージを攻こう撃げきと判はん断だんした車載コンピューターは緊きん急きゆう時じ特例としてエンジンを作動させたのだ。

「うわわわ！」

　エンジンが始動した途と端たん、急発進をするエアカー。西南がアクセルを踏ふんだままだったためだ。倉庫内の荷物や監かん視しプローブを粉ふん砕さいしながら走るエアカーは閉しまったままの扉とびらへと突つっ込んで行く。

「ふ、伏ふせて！」

「うぁわあああ！」

　ドガーン！　と扉をぶち破やぶって飛び出して行くエアカーの屋根は飛びオープンカーとなっていた。

「こ、こら西南！　ちゃんと運転しろ！」

「よく考えたらオレ、免めん許きよ持ってない」

「やっぱり」

「か、代われ！」

　夜の静せい寂じやくを破り森の木々を器用に避よけながら爆ばく走そうするエアカーは、ついに裏うらの門柱を破は壊かいして寮りようの敷しき地ちを飛び出したのであった。




『どうやら脱だつ出しゆつ成功のようね』

「アイリ様！　なぜ邪じや魔まを？」

『言うまでもない事でしょ？　ここはアカデミーなのよ』

「しかし！」

『青春の思い出作りを邪魔しちゃだめよ』

　それだけ言うとアイリは一方的に通信を切った。

「くっ！」

　セキュリティーのアクセスを切ると上着を摑んで玄げん関かんを飛び出す。

　もちろん西南を追ってである。

「そりゃあ、私だって！」

　西南の学生生活を監視したり邪魔したりなど霧恋自身本意ではない。

　過か保ほ護ごでは？　と反省するときもある。だが、そう思う矢先に西南は怪け我がや入院をするのだ。

　──だいたいそれ以前に西南が宇う宙ちゆうにいることを容よう認にんした覚えはない。

　が、とりあえず目の前の現げん実じつに対たい処しよしなければならない。

「街には人間狩がりの連中がいる」

　人間狩り……つまり人体実験の被ひ験けん者しや探さがしをする連中の総そう称しようだ。とくに何も知らない新入生の来る時期にはそういった連中も増ふえる。

（追つい跡せき発信器を付けるべきだった）

　自分の迂う闊かつさを呪のろいつつ、霧恋は転送ポートに飛び込んだ。だがこの時アイリも霧恋でさえ西南の能のう力りよくを過小評ひよう価かしていた……いや、それこそ西南の能力であったのかも知れない。寮での小さな日にち常じよう的騒そう動どうはあたかも波は紋もんが広がるように予想を上回る大おお騒さわぎに発はつ展てんしつつあったのだ。







　　４「引き寄よせられる悪意・再ふたたび」







「！　０３０４４０２３５よりエマージェンシーコール01」

　女じよ性せい職しよく員いんの叫さけび声に近い報ほう告こくは幕まく張はりメッセ全館はあろうかという巨きよ大だいなアカデミー中央管かん制せいセンターの全職員達にざわめきとなって広がっていった。

「まさか……01、大だい規き模ぼ戦せん闘とうだと!?」

　管制官長の緊きん張ちようした顔がさらに強こわ張ばる。

「位置と状じよう況きようの確かく認にんを急げ」

　一人冷静な表ひよう情じようの司令官が他の者の動どう揺ようを叱しつ咤たするかのように告げる。

「なんて事だ……この数千年、アカデミーで01コールがされるなどなかったのに」

「落ち着け。そのような予兆は報告されてはおらん」

　まだ動揺の隠かくせない中央スタッフを司令官は叱咤する。

　──だが不安はある。

　雑ざつ多たな人種、種族、宗しゆう教きよう、風習、学がく閥ばつによる集しゆう団だん的、あるいは個こ人じん的確かく執しつなどのトラブルも多いアカデミーは、今回のような危き険けん性せいを常つねにはらんでいる場所である。

「司令、先日の海かい賊ぞく大量捕ほ縛ばくの報ほう復ふくの可能性もあります」

「うむ……」

　管制官長の言葉に頷うなずく。そしてもう一つの可能性は……。

「位置の特定ができました！」

「どこだ!?」

　オペレーターの言葉に管制官長は思わず叫んでしまう。

「それが……ＧＰアカデミー男だん子し寮りようです」

「なに？」

　管制官長の緊張が弛し緩かんし、周りの職員から失しつ笑しようが漏もれる。

「寮からの連れん絡らくは？」

「ありません」

「なら心配はないでしょう。それにしても01コールが発せられるのは初めてですね」

　管制官長の言葉に、ほとんどの職員は自分の職しよく務むへとその意い識しきを戻もどした。アカデミー最大のトラブルメーカー哲てつ学がく科かが絡からんでなければ、さほどの問題もないからだ。

「他からのコールは？」

「ありません。５号車両からのみです。こちらからのコールは受信されていませんから故こ障しようかと思われます。現げん在ざい車両は学生寮から南下中です」

「脱だつ走そう成功というわけか。まあ楽しい夜を……だな」

　司令官は自らの学生時代を思い出し管制官長に笑いかけた。

「了りよう解かいです。コールカットしろ」




　アカデミー施し設せつのある本土から自然岩で造つくられた十数キロのハイウェイで結ばれた周囲二キロ足らずの小さな島──そこは広大な珊さん瑚ご礁しようが広がり美しい景観が楽しめる超ちよう高級別べつ荘そう地ちである。

　島のほぼ全ぜん域いきを占しめる巨大な岩がん盤ばんをくりぬいて造られた積層アパートメント式住じゆう宅たくの最上部に、購こう入にゆうしたばかりの雨あま音ねのペントハウスはあった。

「あ～～～～～～…退たい屈くつっ!!」

　最上階にある私室のソファーで、大きめのＴシャツとパンツだけの姿すがたで寝ね転ころがった雨音が、大きな伸のびをしながら大声を張り上げる。

「みんな忙いそがしいなんて、ついてないわ」

　引ひつ越こし祝いに友人でも呼よんでちょっとしたパーティでもしようとしたのだが、声をかけた全員に多た忙ぼうという理由で断ことわられたのだ。

「まあ……ほとんどの学校や会社が明日、新入式だもんね……」

　そう呟つぶやいて自分を納なつ得とくさせる。

（まったく友達がいのない連中）

　友人達の多忙の本当の理由は雨音の愚ぐ痴ちを聞かされるのが嫌いやだったからだ。

　脱力したままソファーからぐてーっとナメクジのようにフカフカのバイオ絨じゆう毯たんへとずり落ちる。苔こけのような柔やわらかな感かん触しよくと生体である証しよう拠この心地ここちよい緑の香かおりがささくれ立った気持ちを落ち着けてくれる。

「ふう…………ん？」

　その時、風ふう鈴りんのような澄すんだコール音が鳴り始める。

「どなた？」

　その声が受信の合図だ。寝転がっている雨音の頭上にモニターが起動する。

「やあ僕の雨………」

　その声はそこで途と切ぎれた。モニターが砕くだけ散りその前には仁に王おう立だちといった形けい容ようがピッタリの雨音が拳こぶしを握にぎりしめていた。そしておもむろに服を脱ぬぎ捨すて、ＧＰ軍用の対バイオ汚お染せん除じよ去きよの手しゆ榴りゆう弾だんを五～六個こ部屋に放ほうり投げるとドアを密みつ閉ぺいしてシャワー室へ駆かけ込こんだのだった。

「あああああああああ！　もう、ちくしょう!!　嫌な声聞いたっ！」

　シャワーを浴びながら病的潔けつ癖ぺき性しようの如ごとく全身を擦こすりまくる。

　先ほどの声の主は天てん南なん静せい竜りよう。そして雨音は静竜の事をそれはそれはもうゴキブリの如く忌いみ嫌きらっていたのであった。ましてや一級刑けい事じ昇しよう格かく見送り、事実上の降こう格かくであるアカデミー講こう師しへの転てん属ぞくとなれば多少過か敏びん反はん応のうになっても仕方がない。

　普ふ段だんは愚痴など言うタイプではない雨音の誘さそいを友人達全員が断ことわったのは、アカデミー講師となり静竜と同どう僚りようになる事を知っていたからだ。

　真っ白なバスタオルで髪かみの毛を拭ふきながら、パンツ一枚まいのまま別の私室へ移い動どうし、お気に入りのお茶を一口飲んでようやく気分が落ち着いてきた。

「もう……なんで私がこんな目に……」

　ふと地球で初めて会ったときの、あどけない表ひよう情じようで気を失っている西せい南なの顔が浮うかんでくる。顔中小さな傷きずだらけの、雨音が生きてきた上流の洗せん練れんされた美しさと対極にあるような木ぼく訥とつとした少年……だがその顔は雨音をすごく安心させるのだ。

「うん！　ここは一つ、元げん凶きようのあの子に夜通し愚痴を垂たれてやることにしよう」

　先程の嫌な気分もどこへやら、雨音は満面の笑えみをたたえ浮き浮きした気分で西南のいる寮へ電話をかけた。どうやら西南は雨音の中で癒いやし系けい小動物的地位を確かく立りつしたようであった。
















　一回のコール音の後、画面に寮りようの案あん内ない嬢じようの立体映えい像ぞうが現あらわれ、話し始めた。

『こんばんは、こちらは銀ぎん河がアカデミーＧＰ科男子学生寮でございます。大変申し訳わけありませんが、この時間の外部からの通信は禁きん止しされています。なお……』

「うるさい！　緊きん急きゆうだ緊急！」

　講師権けん限げんと勢いきおいで押し通し西南の部屋へ繫つなげさせる。

「あっこの野や郎ろう、生意気に寝ねてやがるな」

　どういう論ろん理りかは理り解かい不ふ能のうだが、浮き浮きとした気分が彼女をハイ状じよう態たいにして酔よわせているらしい。もちろん先ほどの静竜への嫌けん悪お感もそれに拍はく車しやをかけていた。

「こら！　起きろ西南ァ！」

　寝ている西南に向かって大音量で呼よびかける。酔って帰ってきて子こ供どもを起こすバカ親父おやじと同じだ。

「この野郎、起きないな…………って……あれ？」

　彼女の類たぐい希まれな直感が、そこに違い和わ感を感じ取った。と、同時に流れるようなキータッチで別の場所へ電話をかける。

『何か用？　雨音嬢ちゃん』

　モニターに映うつったのは、一見して男だん性せいのような中年の女性だった。男物のスーツの上に白衣を羽は織おり、縁ふちのない眼鏡めがね、雨音よりさらに短い髪の彼女はガーディアンシステム、ＧＳの一級デザイナーで、今はアカデミーに移い譲じようされた元カウナックのＧＳ部門のチーフデザイナーだった女性である。

『やれやれ、お父上が見たらさぞかし嘆なげかれる格かつ好こうだねえ』

　肩かたにバスタオルをかけたままの姿すがたを見てオーバーなアクションで目を覆おおう。

「ライレーザ！　そんな事はいいから、ちょっとこれ調べて」

　そう言うと西南の寮のデータを転送する。彼女の能力なら返答は一いつ瞬しゆんの後、であるはずだった。

「……どうしたの？」

　少し手こずっているライレーザに不安げに問いかける。

『ちょっとまっておくれ………あいかわらず勘かんの鋭するどい嬢やだこと』

「やっぱりダミー？」

『しかしよく見み破やぶったもんだねぇ。……学生にしちゃなかなか良くできて……ほう、アイリ殿どの直ちよつ轄かつの工こう房ぼう作さくのＮＢかぇ、道理で処しよ理り速度が尋じん常じようじゃないと思ったよ』

「じゃあ西南は……」

『脱だつ走そう……成功したみたいだね』

「そう……と、いうことは目的地は……」

　窓まどに映る円えん錐すい状じようの都市──まず間違いなくそこに向かっているはずだ。急いで立ち上がるとクローゼットから服を物色し始める。

『それにしても嬢やが年下趣しゆ味みだとは知らなかったよ』

「ちがう！」

　ケラケラと笑うライレーザを睨にらみ付ける。

『いま噂うわさの山やま田だ西南坊ぼうやか……でも天南家の坊ぼう主ずはどうするんだぇ？』

「アカデミーの太陽に投げ込んでやりたいわよ！　二度とあのバカのことを話題にしないでって言わなかったっけ？」

　吐はき捨すてるように言う雨音に、ため息をつく。

『嫌きらわれたもんだねえ、あの坊主も。でも悪い子じゃないんだけれどね。面おも白しろいしさ』

「端はたで見てるぶんにはそうでしょうけど。でも私は一生、道どう化けといっしょなんてごめんだわ！」

『クック……的てき確かくな表ひよう現げんだねぇ』

　雨音の身み繕づくろいを見ながら、ライレーザの笑えみがふと真顔に変わる。

（ふむ……随ずい分ぶん念入りなことだねぇ）

　以前トップモデルだった雨音は、化け粧しようやコーディネイトに関して、どうすれば自分をその状じよう況きようにおいて最大限に生かせるかを熟じゆく知ちしている。自らの身繕いに関して迷まよう事ももたつく事もない。だが今回はすでにライレーザの知っている雨音の身繕いにかかる平へい均きん所要時間をオーバーしているのだ。

『フッ……ねえ嬢や。友達をからかうネタにするのはいいけれど、自分がはまらないように気をつけるんだよ』

「だからちがうって！　それより親父に告げ口なんかしないでよ……うん、よし！」

　最後にあらゆる角度からの自分の姿を確かく認にんし満足げに頷うなずく。同どう性せいでしかも子供の時から知っているライレーザから見ても惚ほれ惚ぼれとする姿だ。と、雨音は脱だつ兎との如ごとく部屋を飛び出して行った。

『内ない緒しよにするのはいいけどねぇ……でも………って…ありゃ、もう行っちまった』

　空の部屋を見つめるライレーザはモニターを切る前に呟つぶやく。

『黙だまってろと言われてもさね……霧きり恋こ嬢とあれだけ目立つ大立ち回りをやらかしてバレないはずもないもんだ』

　そうつぶやきながら、スイッチへと伸のばしかけた手を止める。

『……ふむ』

　ＮＢを見るライレーザの目に妖あやしげな光が宿る。瀬せ戸とやアイリに共通する、何やら悪わる巧だくみを思い付いた時の目であった。




　さて当面、雨音の父親よりもっと厄やつ介かいな奴やつがいた。先ほど二人の会話に登場した道化の天南静竜であった。

「おのれ山田西南！　地球人の分ぶん際ざいで私の雨音に手を出しおって！」

　雨音と霧恋と西南三つ巴どもえの、例の出来事を掲けい載さいした三流ゴシップ記事を床ゆかに叩たたき付けながら天南静竜は極ごく彩さい色しきに彩いろどられた悪趣味全開の自じ宅たくペントハウス屋上で、近所迷めい惑わくもかえりみず発はつ情じよう期きの猫ねこの如く夜空に向かって吼ほえていた。

「この！　この！　この！　この！　この！　この！　この！」

　そしてその雑ざつ誌しを、正確には山田西南の写っている部分を二～三十回ほど踏ふんづけて幾いく分ぶん気が晴れたのか、やっとそこに写る三人の違い和わ感に気付いたのだった。

「フッ……私としたことが……こんなちんちくりんの辺へん境きよう惑星の原げん始し猿ざるごときに、何をムキになっているのだ」

　その瞬しゆん間かん、静竜の視し覚かくには意図的な補ほ正せいが加えられ西南が雨音のペット猿に見えていたのだった。分かり易やすいかどうかは疑ぎ問もんだが、昔流は行やったダッコちゃんを腕うでに付けている雨音といったところであろうか。

「フッ……フハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ～～～～～～～」

　すっかり安心しきった表情でだらしない高笑いを始める。今回はある程てい度ど正せい鵠こくを射いていたものの、本来は現げん実じつ逃とう避ひの一種だ。

「雨音がこの私を裏うら切ぎるはずがないではないか……フッフッ、私としたことが愛する者を疑うなどと……だが辺境で拾った怪あやしげな動物を飼かうなどというのは感心せんな。野生は野生らしく原始の中で生きるが幸せ！」

　静竜は天南家情じよう報ほう部ぶに入手させた雨音の新しん居きよへのダイヤルボタンを押した。

「ここは一つ男らしくズバッと意見をしなくてはな。ハッハッハ！」

　……で、先程の雨音のズバッとモニター破は壊かいへと繫つながるのである。

　この後の静竜の行動を逐ちく一いち書くのは時間の無む駄だなので省しよう略りやくするが、

「おのれ山田西南！　放し飼いの野の良らはこの私自ら保ほ健けん所じよに叩き込んでやる！」

　と、まあ西南の寮りよう脱走を知った静竜も街へと発進したのであった。




　ＧＰアカデミー周囲には民家や他の施し設せつも少なく、人工的な灯あかりは殆ほとんど無い。まして今夜は新月のために辺りは真っ暗であった。全天にちりばめられた星々も切り立った峡きよう谷こくの崖がけに遮さえぎられていた。そんな漆しつ黒こくの闇やみに浮うかんでいるかのような高速道路は、蛍ほたるの光のような街灯に照らし出されどこか幻げん想そう的なおとぎ話にでも出てきそうな別世界へ続く道のようであった。

「夜風が気持ちいいですね」

　そんな幻想的な雰ふん囲い気きに似につかわしくないボロボロのエアカーの後部座ざ席せきでケネスとラジャウは頰ほおをさすりながら気持ちよさそうに風を受けていた。

（まるでアメリカ青春映えい画がの一場面って感じだなぁ）

　ちょっと寒いが、さんざん走り回って汗あせばみ火ほ照てった身体からだには心地ここち良い。だが西南は不安顔であった。

「西南君。今はオートになっているから、ハンドルを見てなくても大だい丈じよう夫ぶですよ」

　西南の視線の先には自動で動いているハンドルがある。

「うん……ねえ寮の方……大丈夫かな？」

「ドックの入り口を壊こわしたことですか？」

「それも含ふくめて色々と……」

「大丈夫だって。逃にげ遅おくれた奴らが修しゆ理りさせられてるから、俺おれ達たちが楽しんで帰った頃ころには元通りになってるさ。気にしない気にしない」

「そうです。それがルールですから気にしない気にしない」

「……そう……」

　能のう天てん気きに笑う二人を見て西南は諦あきらめ顔でため息をついた。

「でもルールっていうんだったら、こんな車で走ってて怒おこられない？」

　屋根は吹ふっ飛とびあちこちヘコみまくって、走っているのが不思議なくらいだ。

「おいおい、こりゃＧＰの車だぞ」

「当然見つかれば怒られます」

「あのね……じゃあ、どこかで……」

「まあ無事に走ってるんだから大丈夫！　厳げん重じゆう注意される事はあっても寮に強きよう制せい送そう還かんにはならないから平気さ。それよりほら、あっちを見てみろよ！」

　自信満々のケネスの言葉に納なつ得とくしたわけではないが、彼が指さす方を見る西南。

「わあ……」

　思わず感かん嘆たんのため息をつく。

　西南の目に峡谷に隠かくれていた、イルミネーション輝かがやく美しい街まち並なみが飛び込んで来たのだ。本来都市照明というのは雑ざつ多たな集合体でしかないが、アカデミーでは夜間照明も都市規き模ぼで配置がコントロールされている。しかも空気も綺き麗れいだから空に余よ計けいな反はん射しや光こうが存そん在ざいしない。真っ暗な闇に浮かび上がるそれは一つの芸げい術じゆつ作品といっても過か言ごんではない。

　別世界へ続く道はクリスタルカテドラルへと続いていたのである。

「来て良かっただろ？」

　その絶ぜつ景けいに心奪うばわれた西南は無言で頷うなずいた。

「まあ、本当のお楽しみはこれからだけどな。あははは！……おおっ！」

　ケネスはぐぐっと車外に身を乗り出す。

　隣となりに女の子達の乗ったエアカーが近づいてきたのだ。まあ舞ぶ踏とう会かいに向かうシンデレラといったところだろう、ここはやはりダンスに誘さそうのが礼れい儀ぎというものだ。

「ねえねえ彼女達、これからどこ行くの？　どっかのパーティー？」

　手て慣なれたふうに女じよ性せい達にニッコリと笑いかけるケネスとラジャウ。

「ギャ～～～!!」

　だがケネス達の顔を見て、先さき程ほどまで満面の笑えみを浮うかべていた女性達の表ひよう情じようは般若はんにやのように歪ゆがんだ。

「あっ！　彼女達ィ………」

　マジな悲鳴を上げながら女の子のエアカーは急きゆう激げきにスピードを上げ壁へき面めんや道路に車体を接せつ触しよくするのも構かまわず走り去ってしまった。

「やっぱりダメか……」

　ケネスは頰をさすりながら、ときどき嫌いやな音と火花を上げながら遠くなって行くエアカーを見送ると、がっくりと肩かたを落とす。

「それって……よほどすごいマークなんだね」

　その威い力りよくを目まの当たりにした西南が呟つぶやく。

「うむ……このままじゃ、ナンパはおろかパーティーにも行けないぞ」

「とはいっても簡かん単たんに取れるものじゃありませんしね……」

　ラジャウ、ニコッと笑って、

「そうだ！　いい方法がありますよ！」

「？」




「だめです！　こちらの命令を受け付けません。やはり向こうのシステムのほうが上位のようです」

　その頃、アカデミー中央管かん制せいセンターは大だい混こん乱らんの内にあった。

　中央管制センターに外部からの命令アクセスによって大規模戦せん闘とう配はい備びがなされようとしているのを必死で止めているところなのだ。

「そんなバカなことが……本来ここより上位のシステムなどあり得ないのに」

　真っ青な顔をした管制官長が頭を抱かかえて座すわり込む。

「状じよう況きようはどうなっている？」

　司令官も、緊きん張ちようで額ひたいには汗あせが滲にじんでいた。

「先ほどのコールの中に含ふくまれていた暗あん証しようコードらしきものが原げん因いんなのは間ま違ちがいありません。いまそれを調べさせていますから間もなく……」

　高台にある司令ブロックの下方では、数百人の職しよく員いんがざっと一万年分のデータをチェックしていた。

「まったく……システムの根本的な統とう一いつ、というのは現げん場ばではずっと言われてきたことなのだがなァ……」

「アカデミー最大の問題ですからね。複ふく雑ざつ怪かい奇きな権けん益えきの魔ま窟くつと化してますから意見調整ができるとしたら……伝説の哲てつ学がく士し、白はく眉び鷲羽わしゆうと朱あか螺ら凪な耶じやくらいなものでしょう」

「あそこにある機械の半分は、俺が小学生の時に博物館で見た奴やつだぞ」

　自じ虐ぎやく的な口調でつぶやく。

「まあ何しろ一万年前からのデータですから……現在でも主流の規き格かく雛ひな形がたが出たのが五千年前、それ以前の記き憶おく媒ばい体たいはそれこそ数千にも及およびますから」

「ハードプロテクトを外さなければ読めもせんしな」

「司令！　見つけました！」

　チェックをしていた一人が叫さけぶ。

「おお！　でかした」

「結けつ構こう早かったですね」

「我わがスタッフは優ゆう秀しゆうだ。で、原因は？」

「こちらへのコールをなされる前に別のシステムを経けい由ゆしたようです。こちらのコールカットを本部の壊かい滅めつ、あるいは敵てきによる占せん拠きよと判はん断だんして作動を始めたようです」

「別のシステムだと？　それがどういうものかは分かるのか？」

「33の門の中です」

「!!………哲学科のマスターガードか」

　それは哲学科を卒業し、その能のう力りよくからマスターと呼よばれた33人の哲学士が構こう築ちくしたありとあらゆる知ち識しきの集積所、それを守るためのガードシステムの事である。

「恐おそれていた最悪の事じ態たいですね」

「クッ！　それでは何をしようと無む駄だだな……大だい規き模ぼ戦闘のプログラムロード！　コントロールを取り戻もどしたように認にん識しきさせろ」

「しかし！」

「少しでもコントロールを取り戻せなければ危き険けんだ！　哲学科の連中のシステムに鈴すずを付けなきゃ、何をしでかすか分からんぞ」

「了りよう解かい！」

　哲学科の悪名は絶ぜつ対たいだ。オペレーターは慌ててコンソールに向き直る。

「プログラムロードします」

　素す早ばやい指ゆび捌さばきでキーボードを叩たたく。

「……一部コントロール回かい復ふく！　通信確かく保ほしました。しかし依い然ぜん大部分は凍とう結けつされています」

「よし、情じよう報ほうの収しゆう集しゆうを再さい開かい。それから関係各所には大規模戦闘の抜ぬき打ちの訓練としておけ！」

「抜き打ち訓練……ですか」

「丁度いい機会だと思えばいいさ」

　やけくそ気味に答える。

「司令！　あの車両に乗っていた生徒を特定しました。ケネス・バール。ラジャウ・ガ・ワウラ…………」

「厄やつ介かいなことをしでかしてくれたもんだ……こんな事は前代未み聞もんだ」

　と、ふと嫌いやな予感が脳のう裏りをよぎる。それにオペレーターの様子も変だ。

「いや、待て。アカデミー寮りよう生せいは三人で行動するはずだが？」

「……もう一名は……例の山田西南です」

「や、山田……西南……」

　オペレーターに続いて今度は司令官が絶ぜつ句くした。

「誰だれでもいい、目標車両の近くにいる者を向かわせろ！　とにかくコールを止めなければ話にならん」




　理事長室には各関係部所からの報告がひっきりなしに入っていた。

「哲学科のマスターガードですか……厄介ですね」

　美み守かみがジト目で睨にらみ、アイリはそれを必死で誤ご魔ま化かしていた。

「そんな目で見ないでよ。私だけのせいじゃないもん。きっかけが西南君なら……まあこういう事もあるって事で……」

　実は彼女もマスターガードの一門を施し設せつした一人だったのだ。

「鷲羽様はなんと？」

「お手並み拝見♡だって」

「つまりこちらで何とかしろ……という事ですか」

　美守は大きくため息をついた。

「アハハハ。まあこちらで何とかなる範はん囲い……ってことよ」




　西南達の乗る小型パトカーの後方数キロの所を、二人の婦ふ警けいが乗ったＧＰパトカーが追走していた。

「ねえ、なんで脱だつ走そうに成功した子達を追いかけなきゃならないの？」

　助手席で開け放った窓まどに頰ほお杖づえをついた婦警が面めん倒どう臭くさそうな表情を相あい棒ぼうに向けた。

「その子達の乗っているミニパトが故こ障しようして、ミスコールを発信し続けてるのよ。それを止めろって命令なのよ！」

　いかにも真ま面じ目めそうな婦警は前を向いたまま呆あきれ顔で言い放つ。

「通信はァ？」

「それも故障！　だから私達に命令が来たんじゃない」

「それもそうか。ねえ、脱走した男の子達の中に例の子がいるんでしょ？」

「山田西南君ね」

「仕事が済すんだらその西南君達と一いつ緒しよにどこかのパーティーにでも潜もぐり込こまない？」

「あのね、相手は子こ供どもよ」

「あら先せん輩ぱいとしては正しい夜の楽しみ方を教えてあげなきゃ。それにあなただって若わかき英えい雄ゆうには興きよう味みあるでしょ？」

「あなたねぇ……!?」

　とその時、ハイウェイの照明がダウンした。

「キャッ！　なに？　停電??」

　静かな夜、緊きん急きゆう用ようのラインだけが漆しつ黒こくの闇やみに浮うかんでいる。

「どういうこと？　ハイウェイで停電事じ故こなんて」

　新月の夜、しかも近くにあるはずの都市が、山やま陰かげに隠かくれ、ついでに山林の中に突とつ入にゆうしたせいで星空さえ見えない漆黒の閉へい塞そく感はなかなかに不気味な雰ふん囲い気きがあった。

「……ねえ……私の国に」

「ちょっと止やめてよ。怪かい談だんなんかしてる場合？」

　どんなに科学が進歩しようとも、超ちよう自然現げん象しようはいまだ確かつ固こたる地位を保たもっているのである。人間が娯ご楽らくを求める限かぎり恐きよう怖ふもまた存そん在ざいを求められる。大多数の人間は不思議という名の娯楽を科学で説明されるのを嫌いやがるのである。

「こんな月明かりもない夜にさぁ」

「だから止めてって！　苦手なのよぉその手の話は」

　と、その時唐とう突とつにヘッドライトに浮かび上がったのは、世にも恥はずかしいマークだらけの車体と紙かみ袋ぶくろを被かぶった不気味な人間の頭部であった。




『キャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!』

『嫌ァァァァァァ!!　来ないでェ』

　アカデミー中央管かん制せいセンターに響ひびき渡わたったのは凄すさまじい叫さけび声と発はつ砲ぽう音おんだった。

「なっ何事だァ??」

　そして事じ態たいはさらに悪化したのであった。

「司令！　本星に駐ちゆう留りゆうしているアカデミー第二機動軍の空海陸部隊全機にスクランブルがかかりました！」

「バカな！　そんな命令は……まさか、マスターガードが!?」

「攻こう撃げき目標は今発砲をしているキャロル、アメリ巡じゆん査さと……『割われ皿』のアイリ理事長所有の別べつ邸ていです！」




「霧恋さんの不正アクセスが知られたようですね。どういたします？」

　美守の口調はどこか他人事のようであった。

「そんな冷たい言い方しなくたって……家は霧恋ちゃんも居いないからいいとしても二人の巡査は助けないとね……」

「考えてる時間はありませんよ」

「とはいえ、あんなところでドンパチやられても近所迷めい惑わくだから、目標になるデコイ……敵てきを作らないとね。それから美守校長、中央管制センターには西南君達には手出ししないように命令を徹てつ底ていして頂ちよう戴だい」

「わかりました」

「それから林檎りんごちゃん。西南君達に誰もちょっかい出して来ないよう、珀はく蓮れん達に露つゆ払はらいをさせて」

「承しよう知ちいたしました」

　うやうやしく礼をして部屋を出て行く林檎。

「さて……っと。せっかくだから派は手でにしたいんだけど……まあとりあえず……とっととケリがつく方がいいか」




「中央管制センター、こちら２０７８。まもなく目標上空へ到とう達たつしますが……本当に攻撃していいんですか？」

　スクランブルで飛び立った二機の先発機パイロットが困こん惑わく気ぎ味みに通信をしている。

『アイリ理事長からは別目標を設せつ定ていするとの連れん絡らくが入っている。今はマスターガードの命令を優ゆう先せんしろ』

「別目標？……って……ああ、あれだな」

　パイロットが目もく視ししたアイリ別邸のすぐ目の前にある湖が波立ち、そこから飛行物体が浮うかび上がってきた。

「………中央管制センター……目標発見」

　ウィーン、ウィーンと怪あやしげな効こう果か音おんを響かせながら湖から発進したのは、俗ぞくに言う空飛ぶ円えん盤ばんだった。

「……マジ？」

　呆あきれ顔のパイロットの目の前で、突とつ如じよ凄すごいスピードで飛び去った。

「マスターガードからの目標変へん更こう命令確かく認にん。追つい尾びします」




「…………」

　西南は無言できらびやかなイルミネーション輝かがやく都市を見上げていた。

　遠くから見れば美しい芸げい術じゆつ作品も街に入ってしまえば西南が今まで見てきたステーションの建けん築ちく物ぶつとさほど変わらないために物もの珍めずらしいという事はない。しかし……。

「今日の祭りは随ずい分ぶん派手だな」

　満面の笑えみをたたえたケネスが興こう奮ふん気ぎ味みに叫さけんでいた。

　それもそのはず、空には飛行機の大だい編へん隊たいが轟ごう音おんをとどろかせながら幾いくつも通り過すぎているからだ。しかも遠くから発砲音も聞こえてくる。

「しかしあれは軍レベルの戦せん闘とう機きですよ。しかも完全武ぶ装そうの。パレードの出し物としてはちょっと不自然ですね」

「そうか！　きっと軍関係の記念日なんだ！」

「なるほど！」

「なるほどって……ちょっと様子が変だよ」

「西南君！　いま僕ぼく達たちに大切な事はこの夜を楽しむ事であって、疑ぎ問もんを解かい消しようする事ではありません」

「その通り！」

「まあそれはそうとして……さっきからなんだか随分目立ってるみたいだけど……」

　人々の視線を一身に浴び、ついでに嘲ちよう笑しようもかっている。

　恥はずかしそうに小さくなっている西南の横には、目と口の部分に穴あなをあけ、怪しげな似に顔がお絵えの描かかれた紙かみ袋ぶくろをかぶったケネスたちが辺りの女じよ性せい達たちに片かたっ端ぱしから声をかけているのだ。

「おっかしいなぁ？　あのマークは隠かくれてんのになぜ悲鳴を上げて逃げるんだ？」

「不思議ですね？」

「……ケネス、ラジャウも、その紙袋が変だとは思わないんだ……」

「髪かみの毛も描くべきでしたか？」

「うん…そうかもな」

「あのね……さっきも、婦ふ警けいさんに撃うたれたじゃないか」

「小さいことは気にするなって。男は外見じゃなく中身で勝負だ！　ワハハハハ～」

「そうですよ。アハハハ～」

　豪ごう快かいに笑いながら、西南の背せ中なかを叩たたくケネスとラジャウ。

「………」

　あきらめ顔の西南は、装そう甲こうのほとんど無くなった、動いているのが不思議なくらいボロボロになった車を凝ぎよう視しする。

　先ほど婦警ペアに銃じゆう撃げきされハイウェーから森林へ突入、あちこちぶつかりながらも彼女達の追つい跡せきを振ふり切り、やっとの事で街までたどり着いたのだ。

「ねえラジャウ。あの婦警さん達……大だい丈じよう夫ぶだったかな？　車が木にぶつかってたみたいだけど」

「その後もこちらに向かって盛せい大だいに発はつ砲ぽうしてましたから、無事でしょう」

「そうか……そうだね」

　再ふたたびボロボロの車に目をやる。こんなになりながらも健けな気げに動いている車に親近感を持った。

「がんばってくれたんだな……ありがとう……あれ？」

　その時になってようやく、わずかに残った装甲にべったりと例の恥ずかしいマークが付いている事に気付いたのであった。みんなが注目し女性達が逃げ出した本当の理由は、恥ずかしいマークのせいであった。

　ゴン！

　ジャイロがいかれたのか、自動操そう縦じゆうの車が街灯の柱にぶつかる。白はく煙えんを上げついには動かなくなってしまった。そしてこの時やっと車から発せられていた01コールは止まったのであった。




　ちょうどその01コールが途と絶だえた頃ころ、霧恋は街に到とう着ちやくした。

　辺りを見回し町中の喧けん噪そうの死角、人の流れのよどみへとその身を沈しずめた。

「さて西南ちゃんの居い所どころは……」

　死角という名の結界へと入り込こみ、何気に霧恋が起動させたものは一見して街の案内図といったものだったが、本来霧恋レベルではその存そん在ざいすら知るはずのないアカデミーの最高位監かん視し機き構こうへのアクセス画面であった。これはアカデミー全体に張はり巡めぐらされたマルチセンサーシステムを統とう括かつ、アカデミーに居る全すべての人間の行動をトレースしているものである。

「うげっ！」

　思わず飾かざらないストレートな声を上げる。その声はたちまち霧恋の結界を破かぶり、人の注目を浴びてしまう。

（しまった！）

　慌あわてて手近な転送ポートへと駆かけ込む。

　場所を変え新たに施ほどこした結界の中で先ほどのモニターを起動させる。

　そこにはアカデミー全ぜん域いきから多くの人間がある一点に向け集結しつつある事が表ひよう示じされていた。

「大だい規き模ぼ戦せん闘とう演えん習しゆう？」

　脱だつ力りよくしたようにその場にへたり込む。西南達のミニパトが発した01コールのせいで大規模戦闘が行われそうになっている事を知ったからだ。

「事前に演習情じよう報ほうが入っていないからおかしいと思ったけど……えっ？」

　だが事じ態たいはそれだけに留とどまらなかった。

「……それを止めようとした婦警達が何かを見て錯さく乱らん、無差別発信で西南ちゃんの情報を……錯乱って？」

　何があったかは知らないが、これも西南の悪運故ゆえか？　だがその結果、西南がこの街にいることが大々的に知れ渡わたったのだ。

「大規模戦闘の方も気にはなるけど……アイリ様から呼よび出しがないのなら、さほど問題でもないわね」

　最初のきっかけが西南とはいえ、別に西南の責せき任にん問題ではないから気にするほどではない。それよりも……。

「ブラックリストに載のっている人にん間げん狩がりの常じよう習しゆう者しやがほぼ全員……」

　連中が西南を目指しているのは間ま違ちがいなかった。しかも西南目当てで行動しているのは常習者だけではなく、さらにその十倍の数が西南に向かっているのだ。

「目め眩まいがしそう……」

　先日の海かい賊ぞく騒さわぎの再さい現げんだ。

「行動のパターンからいって、ほとんどが野や次じ馬うまか……あとは常習者として登録されていない連中、おそらくは……!!」

　そう考えていた時、先さき程ほどまで表示されていた、いくつかの光点が消えた。おそらくトレースされていることに気付いた者達がいるのだ。

「念のために………」

　いま霧恋がアクセスしている最高位監視機構の存在を知る者など数えるくらいしかいない。そのシステムの存在を本来知っているであろう立場の者達が関かん与よしているかどうかを確たしかめたのだ。

「関与確かく率りつの高い人間は二名…か……でも…西南ちゃん捕ほ獲かくを堂々とイベントとして主しゆ催さいしてるのだから穏おん行ぎようする必要もないか」

　二人のホームページには堂々とそのイベント告知が載せられていた。

「いちいち全部の裏うら取どりをしている時間はないわね」

　だが霧恋には確信があった。そして霧恋は本来アクセスできない所からこのデータを引っ張ってきている。ならば結けつ論ろんは簡かん単たんだ。

「はあ……」

　深いため息と共にへたり込む。

「ただ西南ちゃんを追っかけるだけのはずなのに、まさかマジの情報戦をやる羽目になるなんて……」

　そう。その消えた光点の主達は霧恋と同じく国家情報部レベルのプロ達なのだ。

「でも……だから西南ちゃんなのね」

　数日前の海賊の件けんを考えれば、当然予想すべきであった。

　西南への不安を心の奥おく底そこに追いやり、すぐさま美守へと連れん絡らくをした。直ちよく接せつの目的は西南を追いかける人間狩りの逸いつ脱だつ者しや逮たい捕ほ援えん助じよ要よう請せいのためだが、アカデミー全体捜そう査さプランの確かく認にんのためでもあった。

（まあ、行動予よ測そくの付きにくい西南ちゃんの保ほ護ごより、人間狩りの連中を排はい除じよする方が確実だものね……）

　アカデミーで暗あん躍やくしている国家から個こ人じんに至いたるまで、あらゆるスパイや犯はん罪ざい者しやに対たい抗こうするため、全ての捜そう査さ状じよう況きようを把は握あく指し示じする絶ぜつ対たい最高部門があるのだが、その捜査プランは多た岐きにわたって複ふく雑ざつに入り組んでいる。その中にはわざと泳がせている目標も多く、別件捜査の支し障しようになるかならないかを判はん断だん、あるいはプラン変へん更こうをしてもらうためにその機関はあるのだ。たとえ西南絡がらみの私的なものとはいえ、今回のように大だい規き模ぼなものとなれば指示を仰あおぐのも当然といえば当然である。

『丁度よかったわ。いま連絡しようと思っていたところなの』

　慌あわただしげな美守の後ろから大おお勢ぜいの怒ど号ごうが漏もれ聞こえてくる。予想通り大騒ぎになっているようだ。

「も……申し訳わけありません。西南ちゃんがご迷めい惑わくを……」

『ホホホ、抜ぬき打ち訓練には最高よ。それより霧恋さんは西南君目的の連中の確保を優ゆう先せんさせてちょうだい。瀬せ戸と様から珀蓮達四名が派は遣けんされてきましたから、火か煉れん、玉ぎよく蓮れんを貴女あなたに、珀蓮、翠すい簾れんはアイリ様が指し揮きします』

「珀蓮達を!?　でも…」

『あなたが驚おどろくのは無理はないけどね』

「一人貸かし与あたえられるだけでも破は格かくなのに、それが四名もなんて……」

『気を引き締しめて行きなさい。瀬戸様は必要とご判断なさったのよ』

「分かりました」

　美守の指示を受けた霧恋は狩りをする虎とらの如ごとく闇やみに溶とけ込んでいった。

『四名も、ね。……実はもう一人いるのだけれど……ホホホ、まあ彼女の事は黙だまっておきましょう』




「さてと、闇雲に捜さがしても見つかるもんじゃなし……っと」

　街に向かう小型クルーザーの中で雨音はネットにアクセスを始めた。

「おっ……いるいる……って……えらいいっぱいいるわね」

　ネットには被ひ験けん者しやを追いかける人間狩りの連中の情じよう報ほう交こう換かんが溢あふれかえっていた。もちろんその中のダントツは西南に関することだ。

「ふむ……」

　当然その中には虚きよ実じつ諸もろ々もろ入り乱みだれている。雨音はその中から信しん憑ぴよう性せいの高いと思う情報をピックアップして行く。霧恋が高い経けい験けん則そくを基き準じゆんとしているのに対し、雨音は類たぐい希まれな直感が武ぶ器きだ。信しん頼らい度どの高い情報さえ集まれば彼女にとって人ひとりの足取りを割わり出すなど容易たやすいことだ……しかし……。

「おかしいな？　これだけたくさんの情報があればすぐわかるのに……まさか！」

　再さい度どピックアップした情報を確かく認にんする。

「誰だれかが攪かく乱らんしてる？」

　ピックアップしたデータをもう一度、速読者のように早いスクロールをかけ、斜ななめ読みをしながら全すべてを勘かんのみで再ピックアップをかける。

「霧恋の奴やつ～～～」

　結果分かったのは攪乱を仕し掛かけているのが霧恋だという事だけだった。

「攪乱してるのが霧恋だったら、こんな事するだけ無む駄だだわ」

　そう言うと都市の全体図をロードしそれを凝ぎよう視しする。西南の寮りようの位置と都市までの道にその夜行われるパーティの情報を頭で組み立てる。

「おっしゃ！　ここっ!!」

　地図の一部を指さす。恐おそろしきかな雨音の勘。彼女は西南の居場所をほぼ正確に言い当てたのだった。




　さて最後の競争者、静竜は他の二人とほぼ同時に西南を捜さがしに出たものの、大きく出で遅おくれていた。そしてその理由は静竜の目の前に広がっていた。

「我わが精せい鋭えい達たちよ！　よくここへ集まってくれた！」

　静竜の大おお型がた強きよう襲しゆう邀よう撃げき潜せん水すい艇ていに集まっている面々は西南に危き機き感を持つ雨音と霧恋ファンクラブ構こう成せい員いん達だった。

（フッフッフ。なんと愚おろかな……これだから愚ぐ民みん共は扱あつかいやすい）

　静竜は、大勢のファンクラブ員を操あやつる自らの手しゆ腕わんに酔よいしれてた。

（バカと何とかは使いよう。人の上に立つ者、人心掌しよう握あく術じゆつとはかくあるべきなのだ）

　とりあえず雨音の捜そう索さく術じゆつに対抗するには人海戦術しかない。若わかき故ゆえの暴ぼう走そうによってあわよくば西南を亡なき者に……最悪再起不ふ能のうか追放にでもなればと考えたのだ。

（教きよう師したる者、生徒にプライベートな思いをぶつけるのは良くはないが、いまだ奴はＧＰの生徒ではない！　ならば害虫駆く除じよは仕方のないこと！）

　だがしょせん紙かみ一ひと重えを逸いつ脱だつした男（アイリ談）である。

「しかし自分達のものでもない女性に横よこ恋れん慕ぼする集しゆう団だんなどというのは、本来あってはならないと思うのだが……まあ私の雨音を想おもいたい気持ちは男として理り解かいできるからな。それにその程てい度どの事を許ゆるさないほど、私は狭きよう量りようではないからなハッハッハ」

　自らに酔よいしれるあまり最後の方は本音が口をついて出ていた。昔話に出てくる因幡いなばのバカ小動物と同じである。

「……ん？　どうした諸しよ君くん？」

　ちょっと異い様ような雰ふん囲い気きに気付いた静竜が振ふり向く。

　ボコッ！

　まあ、ハッキリ言って静竜は男子生徒から好かれるタイプではない。あっという間に容よう赦しやのない袋ふくろ叩だたきにあい、ついでに暴徒と化したファンクラブ員達は静竜自じ慢まんの強襲万能突つい撃げき装そう甲こう大だい戦せん艦かん（？）を乗っ取ったのであった。




「ダメもとで来てよかったですね」

「あんな破は片へんからでも入れて貰もらえるなんてなァ」

　ケネス達が真っ先に向かった先は『イムイム』の会場であった。

　豪ごう華かなホテルのロビーで浮うかれたケネスとラジャウは嬉うれしそうに辺りを見まわし、あちこちを歩き回っていた。

「まだ入れるって決まったわけじゃないんでしょ？」

　ただでさえ場ば違ちがいなのに、紙袋を被かぶったままの二人のはしゃぎっぷりに西南は居い心地ごこち悪そうにソファーに座すわっていた。

「おいおい、受付の人が紹しよう介かい状じようの認にん証しようと俺おれたちの名前が一いつ致ちしたら入れるって言っていただろ」

「そ、それは……そうだけど」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫！　もうすぐお楽しみですよ」

　西南の両りよう脇わきにドッカと座ってその肩かたをポンポンと叩く二人。

「うん……でも……『イムイム』ってどういう所なの？」

「ああ、まだ説明してなかったっけ？　よく聞けよ西南、『イムイム』っていうのは樹じゆ雷らい領りようにある超ちよう有名保ほ養よう海洋惑わく星せい『イム』の上級会員の集まりの事なのだ」

「この中には直径五キロ高さ一キロほどの巨きよ大だいドームに『イム』と同じような環境が造られているんです。南国の開放感あふれる『イム』では……う～～～～～～っっっ！」

　紙袋で顔は見えないがたぶん真っ赤になっているのであろう、妙みような声を上げて、しっぽをブンブンと振り始める。

「今日はその『イムイム』のパーティーがあるんだ。噂うわさによればパーティーの中でカップルをつくって朝まで二人っきりで……しかも会員には有名な芸能人やらモデルやらがいっぱいいてな。うまく行けば……プププッ！」

　ケネスも妙な含ふくみ笑いをしながら手をブンブン振り回し始めた。

「お待たせいたしました」

　シックな制せい服ふくを着こなした貴き族ぞくの執しつ事じふうの男だん性せいが話しかけてきた。

「残念でございますが、こちらの招しよう待たい券けんは偽ぎ造ぞうである事が判はん明めいいたしました」

「えっ！」

　先程の浮かれ状じよう態たいから急転直下、ケネスとラジャウは真っ青になって凍こおり付いた。

「実は最近、精せい巧こうな偽造券が出回るようになりまして」

「じゃあ騙だまされたって事ですか？」

「お気の毒でございますが」

「イ……イムイム～～～～ッ」

　ケネスとラジャウは天を仰あおいで叫さけんだ。




「目標の撃げき墜つい確かく認にん。目標に拉ら致ちされた二名の巡じゆん査さは撃墜前に理事長室へ転送、無事が確認されました」

「マスターガード。現げん状じよう待機命令へ移い行こうしました」

「そうか、ご苦労……それにしても目標一機、撃げき墜ついするのに随ずい分ぶん手こずったな」

　スクランブルで発進した第２機動部隊、司令艦『オベリン』ブリッジの司令官はオペレーターの報ほう告こくを受け、静かにため息をついた。

「アイリ理事長が遊びましたから。まあマスターガードの目を誤ご魔ま化かすためにも、あまりあっさり終わっては問題でしょうし……」

「君はアイリ理事長の教え子だったな。いや、君を非ひ難なんしているわけではないよ。実戦訓練の標的役としては申し分なかったからね」

「今回のデータは今後の艦隊再さい編へんの動きに発はつ展てんしかねないものになりそうだと……」

　司令の耳元でささやく。

「そうか……それにしてもまったく哲てつ学がく科かの連中にも困こまったものだな」

　緊きん張ちようから解かい放ほうされた司令官は副官に向かって愚ぐ痴ちる。

「でも、もともとの原げん因いんは例の山田西南だそうですよ。どうやら寮りようを脱だつ走そうする時に何かトラブルがあったそうです」

「ふむ寮の脱走か……では仕方ないな。俺にも覚えがあるからなぁ」

「アハハッ、司令官もですか」

「司令！　前方２０４１に小型クルーザーが高速移動中です」

　ブリッジオペレーターが報告する。

「艦かん籍せきは雨音カウナック、二級刑けい事じ……いえ、現げん在ざいはアカデミー講こう師しです。都市７７３へ生徒の保ほ護ごに向かうとの事ですが、作戦行動域いきからの待たい避ひ命令を出しますか？」

「中央管制センター……いやマスターガードからの命令は？」

「現げん状じよう維い持じのままです」

「ならかまわん。通してやれ」

「了りよう解かい……!!　司令！　09、９９８１に所しよ属ぞく不明の戦せん艦かんクラスの潜せん水すい艇ていを探たん知ち！　所属は天南家の私し設せつ軍ぐんのものですが作戦行動プランは出されていません！」

　オペレーターの言葉に再ふたたびブリッジに緊張が走った。

「目標からの応おう答とうありません！」

「引き続き呼よび続けろ！　天南家へも問い合わせを行え！」

「司令！　マスターガードから攻こう撃げき命令が！」

　副官が叫さけぶ。

「天南家から盗とう難なん届とどけが提てい出しゆつされました！」

「目標からの応答は？」

「ありません！」

「これ以上の引き延のばしはマスターガードにコントロール権けんを支し配はいされかねません！」

　副官の声は悲鳴に近かった。

「くっ！　全艦に攻撃命令を出せ！　ただし威い嚇かくのみ直撃は避さけろ!!」




「行け！　突とつ破ぱしろ！　我われ々われの彼女達に対する熱い想おもいはこれしきの事で止める事などできないのだ！」

　宗しゆう教きよう、革かく命めいといったものと同類の狂きよう信しん的集しゆう団だん心しん理りほど厄やつ介かいなものはない。艦隊の共きよう鳴めい弾だんによる大量一いつ斉せい攻撃を受けつつも、停船しようとか回かい避ひしようとかいった知ち恵えの入り込む余よ地ちは彼らにはなかった。

「行けぇ!!」

　と、バカ正直に都市へと一直線に突進しているのだ。

　しかも静竜自じ慢まんの強きよう襲しゆう万ばん能のう突とつ撃げき装そう甲こう大だい戦せん艦かん（？）の性能が無む駄だに良い物だからなおタチが悪い。共鳴弾による、重要部品やら外装の破は壊かいを受けつつも、いまだに速度はおろか機能も損そこなわれないまま航行しているのである。




「防ぼう衛えいライン突破されました！　目標、速度進路共にまったく変わりません！」

「機関部の固有振しん動どう波はの特定はまだか!?」

「候こう補ほはあと二千！」

「間に合いません！　司令、撃げき沈ちん命令を！」

「確かく実じつにダメージは与あたえてるはずだ。都市のガードで時間は稼かせげる」

「ダメです！　都市防衛機能作動していません！」

「何ぃ！！？」

　西南のせいで一部機能不全になって安全停止機き構こうが死んでいる状じよう態たいの都市基き部ぶに静竜自慢の強襲万能突撃装甲大戦艦（？）は突つっ込んでしまったのだった。

　ファンクラブ軍団脱だつ落らく。

　だが奴やつは死んでいなかった。




「こいつはまた派は手でにやったな……」

　静竜自慢の強襲万能突撃装甲大戦艦（？）が突っ込んだ都市の基き礎そ構こう築ちくブロックへ駆かけ付けた機動レスキュー隊の隊長はおもわず呟つぶやいた。

「隊長、どうしますか？」

「Ｓ級装そう備びの機動レスキュー大隊を要よう請せい！　我々は現げん場ばの安全を確かく保ほしつつ精せい密みつスキャニングを開始、生体反はん応のうを最さい優ゆう先せん！　生体維持のＮプローブをありったけ放出しろ！」

「た……隊長！　動体反応感知しました」

「可か動どう生せい存ぞん者しやか？……どうした??」

『…………フフフフフ……ワハハハハハハハ～～～～～～～～』

「わ、笑い声!?」

　水中を何をどうしているのやら、不気味な馬ば鹿か笑いが近づいてくるのだ。

「せ、接せつ近きんしてきます！」

　現場に駆けつけたレスキュー偵てい察さつ隊員達が呆ぼう然ぜんとなっている目の前に、ゾンビの如ごとく海中から這はい出してきた静竜復ふつ活かつ！

「ワハハハハハハハ～～～～～～～～!!」

「おい大だい丈じよう夫ぶか!?」

「うるさい邪じや魔まをするな！」

　制せい止しするＧＰ隊員を叩たたき伏ふせ、獲え物ものを求めて闇やみ夜よにバカは消えた。







　　５「ウィドゥー」







『イム』から移い動どうした喫さつ茶さ店てんのテラスで、西せい南なは小さな揺ゆれを感じた。

「何だったんだ……今の？」

　だが西南が感じた揺れの原げん因いんが静せい竜りようのものである事に気付く由よしもなかった。

　事じ故こはかなり派手だったとはいえ、都市クラスの質しつ量りよう対たい戦せん艦かん程てい度どではわずかな地じ震しん程度にしか感じられなかった。しかし西南はここにいる事に不安を覚えていた。

（俺も移動した方が……）

　ぽつんと一人きりになった西南は店内へ移動しようかどうか考えていた。

「でも中に入っても……他の人に迷めい惑わくか……」

　西南のいるテラスにはお客は一人も居いない。

「それにしても……二人ともいつまでトイレに入ってるんだ？」

『イムイム』の招しよう待たい券けんが偽ぎ造ぞうとわかった後、気の毒に思ったのかあの担たん当とうの人がこの喫茶店の無料チケットを一いつ杯ぱいくれたのだ。

　そしてケネスとラジャウは先程までここで自や棄け食ぐいをしていたのだが、あの紙かみ袋ぶくろを被かぶった異い様ような二人組が泣きながら自棄食いをしている様を見た他のお客は早々に店を離はなれるか室内へと移動したのだった。

　しかし当の本人達もそれが原因でお腹なかを壊こわしたらしく、連れ立ってトイレに行ったまま帰ってこないのだ。

「やっぱり……ここにいないとまずいかな？」

　そう考えていた時、

「あら、お一人？」

　一人の女じよ性せいが西南に声をかけてきた。

　西南は知らないが、彼女はデビッドが『教きよう祖その秘ひ書しよ官かん』と呼よんでいた女性であった。

「こんばんは」

「こ、こんばんは」

　その女性に見とれていた西南は慌あわてて挨あい拶さつを返した。美女だとか派手な顔立ちというわけではないが、どこか目立つ……いや、惹ひかれる女性であった。それは西南個こ人じんに限かぎった事ではない。げんに道行く人々が男女問わずこちらを見ているのである。

　優やさしげな笑えみを浮うかべ、どこか気品のある彼女の雰ふん囲い気きは、瀬せ戸とや美み守かみを思わせた。しかし通行人の視し線せんを感じた彼女が、さりげなく立ち位置を移動させた時である。

「!?」

　西南の背せ筋すじに寒気が走った。

　注目を集めていた彼女が何気なく人々の視線の死角に入り込んだからだ。しかし西南自身それを認にん識しきしたわけではない。ただ死角という暗くら闇やみに入り込んだ彼女の本質が見えたような気がしたのだ。

（……なんだ？）

　それは姿すがた形かたちは人だが何か根本的な部分が異質な感じなのだ。

　いま西南に近づくのは人にん間げん狩がりと思って間ま違ちがいない。しかも霧きり恋こ達の網あみをくぐり抜ぬけたとびきり危き険けんな部類の人間である。

（あら気付かれたの？）

　西南の目にわずかだが警けい戒かいの色が浮かんだのに彼女は気付いた。

（なるほど、悪運を惹きつけるだけあってそれなりに敏びん感かんって事なのね）

「失礼。山やま田だ西南さんでしょう？」

「はい、そうですが」

　自分を知っているという事は、何らかの目的があるのだろう──逆ぎやくにそう納なつ得とくしたことで西南の警戒は薄うすらいだ。
















「お隣となり、よろしいかしら？」

「はあ……」

　それを敏感に感じ取った彼女は巧うまく西南の懐ふところに入り込んだ。

　この時点ですでに西南は蜘く蛛もの糸に絡からめ取られた虫も同然であった。だが彼女が席に着いたその時、都市基き部ぶに突つっ込んだ静竜の潜せん水すい艦かんによって引き起こされた衝しよう撃げきが、複ふく合ごう的要因にって増ぞう幅ふくされ、十数メートルの構こう造ぞう物ぶつのカケラとなって落下してきたのだ。

「!!」

　大型地震の如ごとき衝撃と雷らい鳴めいのような轟ごう音おんを伴ともない、それは西南の数メートル先の無人のテーブルを潰つぶし床ゆかにめり込み、西南に向けて倒たおれかかってきた。

　凄すさまじい揺れは彼女の反はん応のうを一いつ瞬しゆん遅おくれさせた。それは西南の悪運に巻まき込まれるには十二分な時間であった。

（この子を連れては逃にげられない。死体でも高く買ってくれる人はいるでしょう）

　西南の隣に座すわった彼女はそう判はん断だんすると、機き敏びんな身のこなしで巨きよ大だいな質量を避よけようとした。

「危あぶない！」

　そう叫さけぶと西南は逃げようとした彼女の手を摑つかむ。

「!!」

　生体強化した彼女が振ふり払はらえない絶ぜつ妙みような体たい勢せいとタイミングだった。

（この子の手を切断しても逃げ切れないタイミングね……）

　意外にも自らが助からない事をすぐさま認みとめた彼女が西南を見た時、そこに彼女すら恐きよう怖ふさせるモノがあった。

（！！！！！！！！）

　彼女すらあきらめた、確かく実じつに死が支し配はいしつつある空間に西南は平然と立っていた。いや彼一人だけがそれに支配されていないのだ。

　自らの判断に絶対的な自信を持つ女にとってそれは戸と惑まどいであり恐怖であった。西南が彼女に感じた無知と未み熟じゆく故ゆえの正体不明な違い和わ感とは違う、あまりにも明めい快かいでかつ理り不ふ尽じんな違和感。

（死しに神がみ？）

　彼女がそう感じた瞬間、倒れかけたカケラが何かに引ひっ掛かかったのか、急きゆう激げきにその動きを止めた。だがそれによってカケラの中央部分は砕くだけ、それでも数メートルはあろうかという複数のカケラはふたりの頭上を飛び越こえていった。

　ドガガグァアアアアアンンン!!

　風ふう圧あつが彼女の髪かみを揺ゆらし、凄まじい振動と共に圧倒的な質しつ量りようによる激げき突とつ音おんが響ひびいた。

「………あ」

　彼女はまだ土つち煙けむりの舞まうカケラが突き刺ささった場所を凝ぎよう視しした──そこはまさしく彼女が安全と判断し、逃のがれようとした場所だったのだ。

「…………!!」

　瞬間呆ぼう然ぜんとなっていた女はまだ摑まれたままの西南の手の感かん触しよくに気付いた。

（あっ…あ、あああ）

　身体からだが小こ刻きざみに震ふるえ、背せ筋すじ……いや全身が凍こおり付くような感覚を女は覚えた。それは彼女が今まで経けい験けんしたことのない圧倒的な恐怖であった。そしてその時彼女は初めて重要な事に気付いた。

（なぜ私はここにいる？）

　それは彼女をひどく戸惑わせた。

（なぜ私はこんな所へ来たの？）

　彼女は自らの行動を振り返った。

（どこにも違和感はない……どこにも判断ミスはない）

　何度も何度も反はん芻すうするように考える。

（ではなぜ私はここにいる？）

　彼女にとってこの暴ぼう力りよく的な理不尽は光溢あふれる地上から突如暗闇の無重力に放ほうり込こまれたようなものだ。

　丸まる刈がり頭の少年……つい先さき程ほどまでただの獲え物ものとしか思っていなかった、その圧あつ倒とう的優ゆう位い性せいなど霧む散さんしていた。いま彼女の手を摑つかんでいるのは間ま違ちがいなく彼女すら凌りよう駕がする──違うモノ──であった。

（くっ……あっ、アハッ）

　彼女は誰だれにも頼たよらず一人で生きていける人間であった。

　自らの中に絶ぜつ対たい的な基き準じゆんを持ちそれを守る力もある。そしてその力によって生き延のびてきた。危き機き回かい避ひの能のう力りよくにも長たけ、また絶対的な自信も持っていた。だがそれは西南によって今まさに粉ふん砕さいされたのだ。

（ハアハア……アッああ……いい）

　それは彼女に凄すさまじい恐怖を与あたえた……だがそれは同時に彼女に強きよう烈れつな快感をも与えていた──そう……まさに蹂じゆう躙りんされたのであった。

「あ～～びっくりした……でもこれじゃあ、外であいつらを待つのは無理だな」

　人ひとりの概がい念ねんを破は壊かいした少年は、とてつもない状じよう況きようを前にどこか間ま抜ぬけた口調で感想を述のべていた。

　チラッと店内の方を見ると、真っ青になった店員が慌あわててこちらに駆かけ寄よってくるところであった。

「仕方がないな。中に入りましょうか」

　と、さらに能のう天てん気きな緊きん張ちよう感のない口調で話しかけた──彼女にとってはまさに世界観の崩ほう壊かいであっても、西南にとってはただの日にち常じようの延えん長ちようでしかないからだ。

「？……あっ」

　だがその時になってやっと彼女が真っ赤になって潤うるんだ目をしている事、自分が手を握にぎったままである事に気付いたのだった。




　店内に移い動どうした西南と女性は向かい合って座すわっていた。女性は玉のような汗あせを浮うかべ頰ほおは紅こう潮ちようさせつつずっと西南の目を見ていた。

「ご迷めい惑わくをおかけしてすみません……その……そんなつもりだったんじゃ……」

　もちろん自分の悪運に巻まき込んだ事と、先程まで手を握っていた事に気付かなかった事である。

「いつも……こんなトラブルに？」

　やっとの事で彼女は話し始めた。

「ここまでいろいろあるのは滅めつ多たにありません」

「……で、しょうね」

「初めての場所だったし、こんなに大きな街に来たのも初めてですから……ハハハ。慣なれればもう少し少なくなると思いますが……」

「では……あなたにとって…これが日常ということなのですね」

　西南の言葉に少々呆あきれつつも、にこやかに尋たずねる。

「あっ、でも女の人の手を握ったままっていう事は絶対ありません」

　真っ赤になって動どう揺ようしている西南を見て、女性はやっと落ち着きを取り戻もどしてきた。

「クスッ。あんな事じ故こに遭あう方が普ふ通つうなの？」

「……生まれた時から運が悪くて……」

「怖こわいと思ったことは？」

「俺おれはいつものことだし……もう慣れました。でも人を巻き込むのは……」

　気がつけば顔中に目立たないが小さな傷きず。

（……なるほど）

　そして彼女は気付いた。西南が死神ではなく、それに魅み入いられた生け贄にえなのだと。

「感動……してしまいます」

　深いため息と共に呟つぶやく。

「は？」

「そうそう、ここの払はらいは私に任まかせて下さいね」

　彼女はこれ以上ないという笑えみを浮かべた。西南の中で不思議と先程感じた彼女への違和感は消え失うせていた。




　これから西南が通う事となるＧＰアカデミーの校長室で、九く羅ら密みつ美守は次々と捕ほ縛ばくされてくる者達の名を見つめながら苦く笑しようしていた。

「瀬戸様もこんな気分だったんでしょうね」

　府ふ中ちゆう三億円事件の犯はん人にんが捕つかまった、くらいのインパクトある報ほう告こくが先程から十ダースほど続いているのだ。

　まさに【濡ぬれ手に粟あわ】、まともに捜そう査さするのが馬ば鹿か馬ば鹿かしい──それは地道な捜査を行ってきた者からすれば圧倒的な暴ぼう力りよくと言える。

「瀬戸様も今の美守様と同じような表ひよう情じようをなさっていました」

　秘ひ書しよ席せきに座ってデータのチェックをしていた林檎りんごが微笑ほほえむ。

「美み兎と跳とや美み星ほしで慣れている私ですら、こうですからね」

「クスクス。お気持ち……お察しいたします」

　と、その時。中央に立体スクリーンが起動する。

『み、美守様！　緊きん急きゆうにて失礼いたします』

　西南に巻まき込まれた大量の人間狩がり犯はん捕縛回かい収しゆうの臨りん時じ指し揮きに当たっていたＧＰ保ほ安あん署しよ長ちようがただならぬ様子でスクリーンの向こうに立っていた。

「どうしたんです、そんなにあわてて？」

　驚きよう愕がくの報告が続き、いいかげんそれにも慣れたはずの署長の様子に美守もただならぬものを感じた。

『ＡＡ３３４８５……ウ、ウィドゥーが自首してきました』

「なんですって！！？」

　あまりの事にさすがの美守も声を上げた。

（彼女が現あらわれる可か能のう性せいは瀬戸様が示し唆さしてらしたけれど……それが自首？）

「アイリ様に報告は？」

『はい先程。しかし現げん在ざい多た忙ぼうにつき、美守様にお任せするとの事です』

「……そう。分かりました」

『それから、さらに十名逮たい捕ほの報告が……ただそのうち七名は死体での発見です』

「？　そう、そちらの調査は引き続きお願いします。それより彼女に会ってみたいわ。ここに転送して下さいな」

　そう言うと、美守は立ち上がった。




（………本物のようね）

　目の前の女性は穏おだやかで人の目を引く、いや魂たましいを引き寄よせられる聖せい女じよとすら言える雰ふん囲い気きを持っていた。そしてそれは瀬戸にも共通していえる事だ。だからこそ本物だと美守は判はん断だんしたのであった。

「九羅密美守はいつからゴシップ記者になったのです？」

　笑みを浮うかべてはいたもののどこか侮ぶ蔑べつの混まじった彼女の問いに対し、慎しん重ちように距きよ離りをとりつつ捕縛結界を解とく。彼女が本物であればそれは虎とらを野に放つが如ごとき危き険けんな行こう為いではあったが、それは興きよう味み本位の質しつ問もんをするための礼れい儀ぎであった。

「どうぞ」

　目の前のソファーを手で指し示しめす。

「失礼」

　彼女から侮蔑の色が消え、優ゆう雅がに一礼をしてソファーに座すわった。

「林檎さん。少し席を外して下さいな」

「……わかりました」

　美守の言葉に一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよした林檎だったが、すぐさま席を立ち外へ向かおうとした。だがそれを呼よび止めたのはウィドゥーであった。

「いいえ、貴女あなたも同席して下さい。鬼おに姫ひめの金庫番……立たつ木き林檎さん」




　人間狩りの連中を追う事は結果として西南を追う事でもあった。

「西南ちゃん！」

　霧恋は五十人ほど逮捕したところで、ようやく一人歩く西南に追いついたのだった。

「あっ、霧恋さん」

「？……あなた……誰？」

　振ふり返った西南に霧恋は違い和わ感を覚えた。

「だ、誰って……山田西南ですけど……」

「無む駄だよ。そんな芝しば居いが私に通じるとでも？」

　霧恋にわずかな殺気がこもる。

「分かった。降こう参さんです」

　西南の疑ぎ似じパーソナルを被かぶっていたのはエルマであった。

「さすが霧恋さん。他の連中は騙だまされたんですけどね」

「西南ちゃんとは何年いっしょだったと思っているの？　それよりなぜ西南ちゃんに化けていたの？」

「あら怖こわい顔」

「質問に答えなさい！　まさかあなたも……」

「本当に怖い顔。ちびっちゃいそう」

　からかう口調に霧恋の形相がさらに引きつる。

「エルマ！」

「西南君を追っかけている密みつ猟りよう者しやを捕つかまえようとね」

　これ以上からかうのは危険と判断したエルマは、霧恋が安心する回答を提てい示じする。密猟者とは人間狩りの悪質な連中のことだ。

「霧恋さんなら知ってるでしょ？　西南君に今、どれほどの値ね段だんがつけられているか」

「なるほど」

　そういった連中は違法に収集した貴重なパーソナルデータを秘ひ匿とくしているはず、それを横取りしようという事だろう。

「でもあなたも西南ちゃんに興味がない……とは言わないでしょう？」

　不安要よう素そは少しでも排はい除じよする。念のために霧恋はエルマにカマをかけてみたのだ。

「まあ、デートに誘さそわれた身としてはいろいろな意味で興きよう味み津しん々しんですけれどね」

「なっ！」

　声は一いち応おう冷静だが、その表ひよう情じようにはあきらかな動どう揺ようが見られた。見え見えの霧恋の驚おどろきようは、彼女を知る者にとっては驚きであった。

「クスッ。出会うなり、どこかで会ったことがあるような……って言われまして」

「う、うそよ！　西南ちゃんにそんなど器用な真ま似ねが出来るはず無いもん！」

　動揺が限げん界かいに達し霧恋の言こと葉ば遣づかいが小学生化していた。

「もん……ですか？」

　あまりの動転ぶりに思わず笑えみがこぼれる。

「もちろん西南君にそのつもりがなくても、こちらにその気があったら交こう渉しようは成立することだってあるでしょ？　何たって今や彼は時の人だもの」

「こ、交渉って……そんなこと私が許ゆるさないわ！」

「その気持ちは私もいっしょよ」

「え？」

「だって西南君のパーソナルならアイリ様の下にいれば手にはいるでしょうし、それならいま争そう奪だつ戦せんをやらかしても無駄でしょ？　ましてや霧恋さんを敵てきに回してなんて…ね」

「…………」

「私としては逆ぎやくに変な流出のリスクを排除する方が有ゆう益えきだもの」

「う、う～～～ん……まあ……確たしかに……」

　霧恋は西南に好意を持つ人間には自然と寛かん容ようになるクセがあった。だが圧あつ倒とう的に他人から敬けい遠えんされる事の多い西南を見てきた霧恋にとって、それは仕方のない事であった。

「今のままでも問題はないんでしょうけど……人間狩がりの中には用心深い奴やつもいるから、できれば西南君とどこが違ちがうか教えて下さらない？」

「えっ……ええ、そうね」

　霧恋から巧うまく西南の特とく徴ちようを聞き出すのであった。

『クスッ。でもね……直ちよく接せつ収しゆう集しゆうしなきゃとれないパーソナルデータもあるのよね』

　霧恋を見送りながらエルマはそっとつぶやいた。




　それは奇き妙みような風景であった。

　ソファーに相対して座すわっている九羅密美守とウィドゥー。

「どうぞ」

　二人の前にお茶を置き、美守の後ろへ控ひかえた林檎は少なからず動揺していた。瀬戸に仕えて幾いく多たものＶＩＰの会見に出席してきた……だが……。

（こんな異い質しつな光景は……そうね、鷲羽わしゆう様と瀬戸様の会見以来だわ）

「貴女あなたほどの人がなぜ自首したかが、どうしても知りたくなりましてね」

　そんな林檎の緊きん張ちようを余よ所そに、美守は平然とそして唐とう突とつに切り出した。

「西南君は確かに悪運を引き寄よせるけど、なぜ逮たい捕ほではなく、自首なのか」

「あら捕まったのよ。九羅密美守」

「？」

「私ね、今日初めて恐きよう怖ふを感じたの」

　うっとりとした表情で彼女は語り始めた。

「わかる？　この私がですよ。漏ぬらしちゃうくらいの恐怖……」

　聖せい女じよの如ごとき彼女から淫いん猥わいな言葉が発せられる。その光景に美守は引き込こまれそうになっていた。

「今まで感じたことのないくらいの屈くつ辱じよくと凄すさまじい快かい感かん………その瞬しゆん間かんから私にとってそれ以上の価か値ち観かんは無くなったの」

　言こと霊だま……とでもいうのか。その物理的な力すら感じられる声のバイブレーションに林檎は圧倒され顔は紅こう潮ちようし、そして体は小こ刻きざみに震ふるえていた。その絶ぜつ対たい的な存そん在ざい感はまさに瀬戸と同種の人間という事だった。

「……西南君に好意を抱いだいた……と聞こえますが？」

「まさか！　あの子は私の世界を壊こわし蹂じゆう躙りんし犯おかしただけ」

「では西南君を憎にくんでいるのですか？」

「私が今までして来た事をされただけです。憎むなんてとんでもない。そんなことをしたらそれは滑こつ稽けいなだけでしょう？」

「それは貴女が今までして来た事に対して罪ざい悪あく感を感じてはいないという事？」

「強者が弱者から奪うばうのは別に変な事ではない……そんな事は今さら貴女に説明するのも無意味でしょう？　九羅密美守。でもあなた方のルールの中では私は狂くるっているという自覚はあります。だからいま私がここにいるのは私が負けた結果」

「逃にげることは十分可か能のうだったはずよ。でも貴女は自首してきた」

「逃げる？　どうして？　もう以前の生活に価値は無くなってしまったのに？」

「それが捕まったという事？」

「いまの私にとって、価値とは私に恐怖を与あたえられるあの子が存在し続け、そしてそれと共に在あること……」

　彼女の言葉に、美守の脳のう裏りに唐突に先ほどの報ほう告こくが結びついた。

「!!　まさか……報告の七名の死体は!?」

「あなた方が見み逃のがしそうでしたから……あの子に対する禍か根こんは少しでも減へらそうと……まあ、ちょっとした時じ間かん稼かせぎです」

　七名の殺害を彼女は事も無げに言った。

「なるほど……でも……次の条じよう件けんを満たそうと思うのであれば、ここにいる理由は不自然なのでは？」

「あの子と同じ世界に在るということはその世界のルールに従したがうこと。だからそれはさほど重要なことではないわ」

「……自らの……死が？」

「クスクス。それはもうあの子がいっぱい感じさせてくれましたわ」

　その歓かん喜きに満ちた表ひよう情じようは淫いん靡びの極きわみと言えるほど美しかった。

「…………」

　深いため息と共に美守はイスに深くもたれかかった。

「もう質問はおしまいですか？」

「質問ならこれから嫌いやというほどされますよ」

「プライベートなモノ、という意味です。私が関与した事件に関する詳しよう細さい記録は担たん当とうの方にお渡わたししていますから無意味な質問に答えるつもりはありません」

「私の質問もそうでしょう？」

　そう言いながら、美守は証しよう拠ことして提てい出しゆつされた詳細書を速読する。

「九羅密美守なら別ですよ。私と同類なら言葉も通じるでしょうし、無意味な討とう論ろんもしなくて済すみますからね」

　彼女の詳細記録は一種の家か計けい簿ぼであった。何をどうすればどれだけの収しゆう益えきが上がるか……だが報告書としてもそれは完かん璧ぺきであった。本人による事情聴ちよう取しゆや今までの捜そう査さを駆く使ししようともこれだけのモノは作成できないであろう、まさに教科書……いやバイブルと言っても過か言ごんではなかった。だがそれは同時に実に無む慈じ悲ひで吐はき気すらもよおす物でもあった。なぜならそこにある収しゆう支しの収入部分のほとんどが人の命だからだ。

「この調書の概がい念ねんで一ひと財ざい産さんつくれるわね」

「私の資し産さんと併あわせて被ひ害がい者しや基き金きんにでもどうぞ」

　だが彼女のやり方は徹てつ底ていしている。よほど間ま抜ぬけな弁べん護ご士しでもない限かぎり補ほ償しよう金きんを受け取れる第二次被害者をほぼ皆かい無むに出来るはずだ。そう、後ろに控ひかえる林檎ならば造ぞう作さもないことだ。

（それで彼女を同席させたのか）

　大きなため息をついて美守はウィドゥーに向き直る。

「もう一度確かく認にんしていいかしら？」

「私は山田西南によって捕つかまりました」

　全すべてを聞くまでもなく、彼女は間かん髪はつを容れず答えた。そしてそれは彼女の莫ぼう大だいな資産の半分が山田西南への報ほう奨しよう金きんとなるということであった。

「西南君………まったくどう扱あつかったものかしらね」

「あの悪運の中、あれだけ純じゆん粋すいでいられるのは……そう……凶きよう器き、ですわ」

「でもそれは貴女あなたみたいな人間だけに通じるモノですけれどね」

「フフッ」

　同意の笑えみを浮うかべる彼女を美守は神こう々ごうしいとすら感じた。そして次の言葉を言うのを躊躇ためらった。だがそれも一いつ瞬しゆんのこと、彼女の報告書を思い出し目の前にいる人間が誰だれなのかを再さい認にん識しきしたのであった。

「私の質しつ問もんは以上です」

　質問の打ち切りはある意味死し刑けい宣せん告こくといえた。

「では御ご機き嫌げんよう」

　だがウィドゥーにとってそれがなんでもない事のような、そんな満足そうな笑みを浮かべつつ立ち上がった彼女の刑は、その三か月後に執しつ行こうされたのであった。




「ふう……やれやれ」

　アイリは理事長室のイスにもたれ掛かかって大きくため息をついた。

「マスターガードは未いまだシステムを占せん拠きよしたままだし、スクランブルは継けい続ぞく中ちゆう。都市７７３では大おお捕とり物ものの真っ最中だし……」

　──そんな中、唯ゆい一いつの朗ろう報ほうはウィドゥーが捕まったという事だが……。

「まさかこんなにあっさりと……自首ですって？」

　美守からはウィドゥーとの会話記録が送られて来ていたが、今は見る気にはならなかった。だが西南と何かあった事は何となく感づいていた。

「クックック……死んでしまえ……あの子はあなたなんかにあげない」




　その時、雨あま音ねは三度目の予想地点へと向かっていた。

　あと一歩というところで西南を見つけることができなかったものの、確実に西南の足取りをたどっていた。

「急がなくっちゃね」

　勘かんの鋭するどい雨音はいまこの街に何が起こっているか、早い段だん階かいから気付いていた。

「ちっ！　やっぱ来たか」

　近道の路地を急いでいたその時、雨音のブレスレットが嫌いやなコール音を轟とどろかせた。

「……………やれやれ、無む視しするわけにも行かないわな」

　仕方なくＧＰの緊きん急きゆう呼こ集しゆうコールに答える。

『ああつかまってよかった！　雨音さん、実は』

　顔見知りのオペレーターから、静竜が西南を追って徘はい徊かいしていることを知る。

「で、私になにをしろって？　だいたいそれは降こう格かくされた私の管かん轄かつと違ちがうっしょ」

『意地悪言わないで下さい。いろいろ込み入ってて人手が足りないんです』

「分かった分かった。まあ目的が一いつ緒しよだからついでに捕まえてあげるわ」

『ありがとうございます。緊急時の非ひ常じよう召しよう集しゆうにより雨音さんには二級刑事の資し格かくが与あたえられます』

「ほっほォ……チャンス！」

『は？』

「了りよう解かい。では都市基き部ぶへのテロ活動とストーカーの犯はん人にんとして……」

『あ、雨音二級刑事！　まだ重要参考人です。重要参考人！』

「突つっ込んだ潜せん水すい艦かんは犯人の個こ人じん所有みたいですが？」

『盗とう難なん届とどけは出されていますので……』

「ガキの言い訳わけ並なみのちゃちな偽ぎ装そう工作だわ」

『雨音二級刑事……どうあっても彼を犯人にしたいんですね』

「公こう務む執しつ行こう妨ぼう害がいした時点で問答無用！」

　雨音の言葉には一いち応おうの説得力はある。大おお勢ぜいの学生を連れだして潜水艦で都市基部へ突っ込んで死者こそ出てないものの大だい混こん乱らんをさらに助長させたとなれば……。

「生徒に危き害がいを加えようとしたら射しや殺さつします」

　ジャキッとどこから出したのか知らないが、一発で消しよう滅めつさせかねない口径のライフルを嬉き々きとして雨音は構かまえた。

「私の西南に手を出したら……コロス」

　紛まぎらわしいセリフだが、ちなみに雨音の正確な心しん情じようとしては、お気に入りの癒いやし系けい小動物に危害を加える憎にくったらしい肉にく食しよく獣じゆうの駆く除じよといった感じだ。まあ、今の段階ではペット扱いと言った方が正解である。

「一石二鳥♡」

『ま、待って下さい。現げん在ざいでの二級刑事単たん独どく行動時の火器使用は認みとめられません！』

「講こう師しには生徒の保ほ護ご時じに限かぎり制せい限げんはないはずですが」

　通信越ごしですら感じられる高こう揚よう感溢あふれる口調から、対応しているオペレーターはどんな説得も無む駄だと判はん断だんした。

『判断はお任まかせしますが……」

「善ぜん処しよしま～～す」

『できるだけ発はつ砲ぽうは避さけて下さいね』

「善処しま～～す」

『できれば蘇そ生せい可か能のう状じよう態たいで……』

「善処しま～～す」

　ニコニコと駆けだす目の前に路地から出てきた西南がいた。

「西南！」

「あっ、雨音さん」

「？……おまえ誰だ？」

　雨音を見て微笑ほほえんだ西南の表情に違和感を覚えた。

「だ、誰って……山田西南ですけど……」

「ふん。そんな芝しば居いが私に通じるとでも？」

　雨音にわずかな殺気がこもる。

「分かった。降参です……まったくこれじゃ霧恋さんと同パターンじゃない。しかも西南君の特とく徴ちようを教えてもらったばっかりなのに……」

「何をごちゃごちゃと、さっさと正体を現あらわせ！」

「まあ雨音さんならしょうがないか」

　だがその時、ふたりの様子を見ていた者がいた。

「おのれ！」

　雨音には通じない偽装も静竜にはオーバークオリティだった。

「私の雨音に汚きたない手でさわるな触ふれるな近ちか寄よるな！　見るのも許ゆるさん！　ましてや匂においを嗅かいで野生の欲よく情じようをたぎらせるなど以もつての外ほかだぞ原始人！」

　それはそれは見事に勘違いした静竜が雨音の逆げき鱗りんをヤスリで擦こするに等しいセリフと共に飛び出してきた。

「死ねや！」

　雨音は素す早ばやく取り出した大口径大出力のライフルの銃じゆう口こうを静竜に向け……。

「ぐわっっ！」

　いや……その凶きよう悪あくに黒光りする重じゆう厚こう感溢れる銃身を静竜の顔面に叩たたき付けた。

「善処善処！　これなら文もん句くはないでしょ。ワハハハハハ～～～」

　ミンチにでもするのでは？　と思えるくらいの容よう赦しやのない激はげしさで般若はんにやの表情と化した雨音がタコ殴なぐりにする。ガーディアンによってガードされてはいるものの、本人に危き機き意い識しきが薄うすいのと雨音のアンチシステムによって結けつ構こうなダメージが与あたえられていた。

（うわぁ……雨音さん……静竜氏のこと、本当に嫌きらいなのね）

　その凄すさまじさにエルマは西南の偽ぎ装そうのまま啞あ然ぜんと二人を見つめていた。

「こらこら雨音！　原始人に襲おそわれて危機一いつ髪ぱつの所を愛する未来の夫に助けられて嬉うれしいのは分かるが、愛情表ひよう現げんにしてはちと激しすぎるぞ」

　まあ何というか、表現しようにも出来ないくらい愚おろかなセリフをその馬ば鹿かは吐はいた。

　バサバサバサッ！

　雨音から凄まじい殺気が放出され、数百メートル四方の鳥たちが一いつ斉せいに飛び立つ。

「死ね！」

　ドン！　ドン！　ドン！

　雨音が静竜にライフル弾だんを撃うち込こむ。ガードされているとはいえ、生身に二百キロ位の硬こう球きゆうを撃ち込まれるに等しい。

「とどめ！………って…あれ？」

　糸の切れた操あやつり人形のように倒たおれた雨音を支ささえたのはエルマであった。

「ちょっとやり過すぎですよ」

　静竜のガーディアンに干かん渉しようして能力が低下した隙すきをついて眠ねむらせたのだった。

「さて……と。雨音さんのガーディアンの能力からして、眠らせておくのは三十分が限度だし……そういう意味では武ぶ装そう解かい除じよして静竜さんと一いつ緒しよにしておくのが一番いいんでしょうけど……」

　青あお痣あざだらけで転がっている静竜を見る。

「これだけ嫌っているのにそんな事をしたら、あとの仕返しが怖こわいしね。仕方ない………えい！」

　転がっている静竜に何かを撃ち込むと近くの用水路に蹴けり込み、エルマは植え込みに横たえた雨音に向き直った。

「そうと決まれば急がなくっちゃね」

　エルマの目が怪あやしく光る。




「やっぱり最初にここに来ておけば良かったよな」

　一いち段だん低い広場の舞ぶ台たいの上ではほとんど全ぜん裸らに近い民族衣い装しようで女じよ性せい達たちが踊おどっていた。

「飲み物も食べ物もただですしね。それに……」

「フッフッフ。夜中になれば広場で一般参加の一大ダンス大会になるからなァ。あの女性達のお姿すがたを間近で見られるチャンス！」

　ズズズッ。怪しげな下へ手た巧うまの似に顔がお絵えを描かき込んだ紙かみ袋ぶくろを被かぶり、ストローを使ってコーヒーを飲みながら異い様ようなテンションの二人は、周りや少し離はなれた通りの通行人の注目の的となっていた。

「……」

　恥はずかしそうにうつむく西南の視し線せんの先に格こう子し状じようの床ゆかの下を水路が流れていた。そこから吹き出す冷たい風が恥ずかしさで火ほ照てった頰ほおに当たって気持ちいい。

（……やれやれ………ゲッ!!）

　相変わらずはしゃいでいるケネス達の声を聞きながらため息をついた西南は、水路に流れる人ひと影かげ（静竜）に気付いたのだ。

「ケッケッケ……ケネス、ラジャウ！」

「うるさいな。いま良いところなんだから邪じや魔まするな」

「でも！　下の水路に人が！」

　ケネスの袖そでを引ひっ張ぱり西南は下を指さした。

「酔よっぱらいだろ、大だい丈じよう夫ぶだって」

「うつ伏ぶせになってたんだぞ！　大丈夫なわけ……」

「西南君。酔っぱらいが水路に落ちるのは珍めずらしくありませんし、ちゃんと自動救急のシステムがありますから」

　ケネスとラジャウは立ち上がろうとした西南の肩かたを押おさえつける。

「でも！」

「そうそう、下手に慌あわてて飛び込んで二次被ひ害がいを出す方が迷めい惑わくだぞ」

「まあ頭を冷やすにはちょうど良いですしね」

「おっ、巧いね」

　二人漫まん才ざいのオチが決まった辺りで、先程の踊り娘こ達が今度は男性達の踊りへとバトンタッチされる。

「ゲッ！」

　ケネス達はさっさとテーブルへと向き直った。

「あれ西南君、どうしたんです？　怖い顔をして」

「いくら他人でも冷たいんじゃないか？」

「大丈夫だって、いまごろ助けられて病院だよ」

「だけど」

「救急のシステムが無ければ当然、助けようとしますし何か手伝える事があるかも？　とも思いますがね」

「でも、誰だれかがそうなってる時に……」

「西南の言う事ももっともだな。悪かった」

　二人は素す直なおに頭を下げる。

「あっ、いや……俺おれも言い過すぎたよ……ごめん」

「いいっていいって」

「でも西南君。他ほかならいざ知らず、アカデミーではそういったレスキュー技ぎ術じゆつってのはかなり進歩しています。だからそういったトラブルの時はあえて無視をする事も必要なんです」

「えっ!?」

「興こう奮ふんして野や次じ馬うまになりやすいんだよな」

「西南君は知らないかもしれませんが、システム導どう入にゆう時じなんか集まってきた人達が逆ぎやくにレスキュー活動を邪魔しちゃう事がよくあるんです」

「西南みたいに確かく率りつの偏かたよりがある奴やつなんか二次被害の餌え食じきになりやすそうだもんな」

「うっ！」

　確たしかにケネスの言う通りだ。

「周りの誰も騒さわいでないだろ？」

「……た、確かに……」

　何人かが床を指さしているのにもかかわらず、当人も周りの人間も誰一人として席を立とうともしないのは、ケネスの言う通りだという事だ。だが都市全体のセキュリティーダウンにより静竜は助け出される事はなく、しかもエルマに撃うち込まれたナノマシン用ウィルスのせいで、静竜の意い識しきが戻もどったのは都市から三十キロほど沖おきの海上で大型のイルカに似た海洋生物にボール代わりに玩具おもちやにされていた時であった。

（あれ？）

　人々の喧けん噪そうの中、遠くではあるが要よう因いんの定かではない人のざわめきが突とつ如じよ湧わき起こったのに西南は気付いた。

（また何かのイベントの行列が近付いたのかな？）

　しかしケネス達はまったく気付いた様子もなく話を続けている。

「それより西南、その溺おぼれてたのって可愛かわいい子だったのか？」

「はあ？」

「色っぽいお姉さま方の踊おどりよりそっちが気になったんだからよほど好みの……」

「男だよ！」

　ムッとして答える。

「ふむ……なあ、西南って地球に彼女とかいるのか？」

「えっ？　なんでそんな話になるの？」

「女の子に興味の無さげな反はん応のうをするからさ。もしかして好きな女の子でもいるんじゃないかってな」

「そ、それは……」

　真っ赤になって口ごもる。

「ホッホウ……一いち応おう女には興味があるんだな」

「お色気ムンムンの女じよ性せいより男が気になるなんて、普ふ通つうじゃ考えられませんものね」

「あのな、さっきの人は溺れてたから……」

「うん、安心安心！」

「まったく……俺の事よりケネスはどうなの？」

「俺か？　俺はいない。常つねに新しい出会いを求めているから。なーんてね」

「ラジャウは？」

「僕ぼくもいないですよ。何て言うか人を好きになるのに時間がかかるみたいで……」

「ハッハッハ。だからこそ、新たな出会いを求めて、危き険けんを冒おかしてまで脱だつ走そうして来たんだろ」

「なるほど」

「運命の人との出会いは、すぐそこまで来てるかも……」

　ラジャウがそこまで言った時、先ほどのざわめきの波がすぐ側に近付いてきたのだ。

「見ィ～つけた」

「!?」

　そこに人々のざわめきの原因が立っていた。

「あ、雨音さん……」

　胸むねの部分が大きく開き、足には深いスリット、彼女の美しいプロポーションを誇こ張ちようするかのような服。雨音は大おお勢ぜいの人々の注目を浴びながら西南に近づいて来た。

「悪い子ね。消灯時間は過ぎてるぞ」

　魂たましいをもとろけさせる異い常じようなる美び貌ぼう、痺しびれるような艶つやっぽい声、彼女はその空間を一いつ瞬しゆんにして別なものに変えてしまった。




（あ、あんな……扇せん情じよう的てきな格かつ好こうして。雨音ったら教きよう師しとしての自覚があるのかしら？）

　西南達のすぐ後ろにある植え込みの陰かげから霧恋はその様子をヤキモキしながらうかがっていた。実は西南達が到とう着ちやくする前にこの場所にいたのだが……。

（もう……何をしているのかしら？　急いで回かい収しゆうに来てくれないと……）

　その隣となりには西南達を待ち伏ぶせしていた人間狩がりの男が、一見酔よっぱらいが眠ねむっているかのようにテーブルに突つっ伏ぷしていた。

　いまこの都市は凄すさまじい諜ちよう報ほうの暗あん闘とうと基き部ぶの大だい事じ故このせいで混こん乱らんしている。

　いつもならいくらでも犯はん人にん護ご送そう転送の方法はあるのだが、それもこの混乱のせいでほとんどが不通状じよう態たいなのだ。もっとも霧恋が護送するという選せん択たく肢しはあるのだが、せっかく西南を見つけたのにここでまた見失うわけにはいかない。それよりも何よりも目の前の状じよう況きようはあまりにも天てん災さい並なみに危険である。一瞬でも目を離はなすことなど考えられない。

（犯人を連れて西南ちゃんの所に行けば……いえ、ダメ！）

　──なんだ霧恋、彼氏連れなんて、すみにおけないじゃない。しかも酔い潰つぶしちゃって何をするのかなァ？──などと、あの雨音だったら言うに違ちがいない。

（冗じよう談だんじゃないわよ！　西南ちゃんに変な誤ご解かいをされるわけにはいかないわ！　保ほ護ご者しやが素そ行こう不良なんてシャレにもならないし、だいたいそんな事をすれば西南ちゃんを狙ねらう人間狩り連中を警けい戒かいさせることになる。ましてや……超ちようＡクラスのプロが何人も殺されるような異常事態なら尚なお更さらよ）

　この時の霧恋はその殺人犯がたった一人であり、犯人が自首した事も、それがあのウィドゥーであった事も知らなかった。だから結局、西南を目の前にイライラを募つのらせるしかないのだ。




「お、お前……本当に雨音さんと知り合いだったんだな」

　ケネスは興こう奮ふんして涙なみだぐんでいた。

「あのな……寮りようでインタビューしてただろ？」

「ま、まあそれは……そうなんだけどよ」

「信じてなかったのか？」

「あいつらの仕入れてきた情報だったしよ……西南みたいに実じつ際さいに報道されたもんじゃないし」
















「雨音さんって超有名なトップモデルですし、まさかそんな人が知り合いだなんて、なかなか信じられませんよ」

　さすがのラジャウも興奮気味だ。

「こら、そこ！　何を三人だけでこそこそ話してるのかな？」

　仲間外れにされた雨音がふくれっ面つらでぐぐっと西南に身体からだを寄よせる。

「仲間外れにするなんて酷ひどいわ」

「いや別に……そんなつもりじゃ……あれ？」

　思わず身を引く西南は覚えのある香こう水すいに気付いた。

「あれ？　この香水……どこかで嗅かいだ覚えが……」

「えっ!!」

　慌あわてて身をひく雨音。

「あっ……いやまいったわね。誰かとダブっちゃったか。これ、いま流行だから」

「はあ……そうですか」

「でも西南君！　そんなことは気付いても黙だまっておくものよ」

　ムッとした顔を近づける。

「す……すみません」

「ところで……場所を変えない？　ここじゃあゆっくりお話もできないでしょ」

　気付くと辺りからは凄まじい嫉しつ妬とや羨せん望ぼうの眼まな差ざしが注がれていた。

「は、はあ……」

「それとも……私より舞ぶ台たいで踊おどっている、あのきわどいお姉さま方の方がいいのかな？」

　男だん性せいダンサーと入れ替かわりに舞台に上がってくる女性ダンサーを指さす。

「それはもちろん雨音さんに決まっているじゃないですか！」

「そうです！　そうです！」

　ケネスとラジャウは西南の両りよう脇わきを抱かかえて立ち上がった。




（移い動どうするの!?　まずい！）

　雨音と共に三人が店を出て行くのが見えたものの、捕つかまえた犯人を放ほうり出すわけにも行かず、霧恋のイライラは臨りん界かい寸すん前ぜんであった。

（……いっそのこと）

　西南達が見えなくなり焦あせりが極きよく限げんに達した霧恋は、とてつもなく物ぶつ騒そうな事を考えつつ男を一いち瞥べつした──その時であった。

「あ……あの」

　震ふるえる声が霧恋の後ろから聞こえてきた。

「！」

　振ふり向くと霧恋から少し離れ、植え込みに半分隠かくれるように立っているＧＰ隊員は真っ青な顔をしていた。

「遅おくれて申し訳わけありません」

「ご苦労様です。私は次の目標を追いますのでお願いします」

「あの、それから」

「急ぎますからよろしく！」

　そう言うとそのまま西南達の後を追って脱だつ兎との如ごとく飛び出していった。

「あのそれから……例の殺さつ人じん犯はんが捕まったのですが……」

　その声は霧恋には届とどかなかった。だがそのＧＰ隊員は追いかける事が出来なかった。

　──獲え物ものを引き裂さこうとしていた大型肉にく食しよく獣じゆう。

　そのＧＰ隊員は報ほう告こくの際さい、そう霧恋の様子を形けい容ようしたのだった。




（よかった、いた！）

　見失ってから数分も経たっていないせいか、西南達はあっさりと見つかった。

（もっとも雨音が一いつ緒しよだから追つい跡せきはそう難むずかしくはないわね）

　有名な雨音は行く先々で人のざわめきの波は紋もんを生むからだ。いわばサイレンを鳴らしながら歩いているに等しい。

「何もしないでも目立つのに……刑けい事じなんて務つとまるのかしら？……ん!?」

　そう呟つぶやいた時であった、やはり西南達を追う者達がいることに気付いた。目立つということはそれだけ人間狩がりの連中も引き寄せやすいという事だ。

（なるほど……囮おとり捜そう査さにはピッタリかもね）

『霧恋』

　タイミング良く亜あ空くう間かん通信で話しかけて来たのは玉ぎよく蓮れんだった。

『そちらはもういいの？』

『さすがは西南様。残りのターゲットはほとんどここに集まって来ているわ』

『じゃあ火か煉れんも？』

『いるわよ』

　姿すがたは見えないが火煉も一定の距きよ離りを置いて付いてきているようだ。

『了りよう解かい、ご苦労様だったわね火煉』

『楽なのか大変なのかわからないわよ。ったく何だってあんなにゾロゾロと……』

　この理り不ふ尽じんさに呆あきれているのだろう。珍めずらしく火煉が愚ぐ痴ちっている。

『霧恋、リスト上のターゲットは二名、不ふ審しん者しやは五名よ』

　霧恋のアイモニターにデータが送られてくる。玉蓮の資し料りようと現げん状じようを一いち瞥べつし、一いつ瞬しゆんでプランを作成する。

『火煉、玉蓮、プランを送るわ。一分後に作業開始よ』

『了解』

『……あの中に例の標的がいればいいんだけれど』

（超ちようＡ級スパイを殺害する危き険けんな人間さえ捕とらえられれば、あとは玉蓮達に任まかせて西南ちゃんを追えるわ）

　と、霧恋が考えた時だった。

『あら霧恋、そいつ捕つかまったって聞いてない？』

『えっ!?』

『よし、作業開始！』

『ＯＫ！』

『ちょ、ちょっと、待って！』







　　６「人にん間げん狩がり」







　そこは霧きり恋こ達の暗あん闘とうやお祭りの喧けん噪そうから離れた静かな通りであった。

　ある雑ざつ居きよビルの地下に向かう階かい段だんを雨あま音ねに連れられた西せい南な達が降おりていく。狭せまい階段の先には美しいモニュメントと植物で飾かざられた小さな庭園のようなエントランスがあった。

「さあこっちよ」

　庭園を回り込むように進むと樹じゆ木もくに覆おおわれたドアのない小さな入り口が見える。

「うわぁ……」

　少し腰こしをかがめ中に入った西南達が見たものは外観からは想そう像ぞうできない、広い空間であった。

　店内には照明植物の屋根で覆われた丸いテーブルとそれを取り囲むリング状のソファーが一つの個こ室しつとなって、それぞれが干かん渉しようしないよう段差が付けられている。

　雨音以外の三人には明らかに場ば違ちがいな大人の雰ふん囲い気きバリバリの洒落しやれた店内である。

「す、すごい」

　店内を物もの珍めずらしそうに見回しながら入ってくる様は『僕達は子こ供どもです』と言っているようなものだ。

「あ、あれ……雨音さん？」

　先を歩いていたはずの雨音が居いない事に気付く。どうやら店内の景色に気を取られている間に雨音を見失ったようだ。

「こっちよ。ほら下の案内に沿そって来ればいいわ」

　雨音の声に、通路が淡あわく光っているのに気付く。

「お、おい西南……あれを見ろよ！」

　歩き出そうとした西南に、ほとんど鼻息のような声でケネスが話しかける。

「えっ!?」

　少し離はなれた席を指さす先に、キャンドルの照明に照らし出された個室内部が見えた。そこではカップルらしき男女が熱ねつ烈れつなキスをしていたのだった。

「あああああ……あっちも……です！」

　震ふるえるようなラジャウの声に目をやると、そこでも見えそうで見えない、見えなさそうで見える微び妙みよう～～な、すだれ状じようの蔦つたで囲まれた個室それぞれでカップルや複ふく数すうの組み合わせの男女が大人のお楽しみの真っ最中であった。

「シーッ、静かに。あまり騒さわいじゃダメよ」

　いつの間にやってきたのか雨音は艶つやっぽい目で、人差し指で西南の口を押おさえる。

「さあ、こっちよ」

「ま、まさか……雨音さんが俺おれたちをここに連れてきたということは……」

「そ、そんな、いきなり四人で!?」

　くねくねと怪あやしげに身み悶もだえながらケネスとラジャウは雨音の後を追った。

「………」

　だが二人の後に続きながら西南は一つの違い和わ感を感じていた。




「これで最後ね」

　ぐったりとしている男を抱かかえた火か煉れんがＧＰの移い動どう交番装そう甲こう車しやに戻もどって来た。

「間違いないわ。作さく戦せん終しゆう了りよう！　じゃあ、あとはお願いね」

「だめよ。作戦責せき任にん者しやとして報ほう告こくが残っているでしょう」

　走り出そうとした霧恋の手をガシッと玉ぎよく蓮れんが摑つかむ。

「放して玉蓮！　西南君を捜さがさなきゃならないのよ！」

「西南様？　そういえばさっき雨音カウナックさんとご一いつ緒しよでしたわね」

「そう、それよそれ！」

「じゃあもう安全でしょ？」

「安全なんかじゃないわよ！」

「はあ？」

　不思議そうな表ひよう情じようで玉蓮と火煉が顔を合わせる。

「教きよう師しにあるまじき扇せん情じよう的な格かつ好こうをした女が連れてるのよ！　危き険けんに決まっているでしょう!!」

「あらじゃあ、お赤飯ね」

「何を馬ば鹿かなこと言ってるの、あんたはぁ！」

「クスッ、本当は私が教えてさしあげたかったんですけど」

　頰ほおを染そめ淫いん猥わいめいた瞳ひとみを潤うるませる。

「なっ！」

「霧恋、雨音カウナックなら良かったじゃないか。玉蓮なんかに任まかせたら、いきなり何を教えるかわかったもんじゃないぞ」

「あら失礼ね。ちゃんと基き礎そから仕し込こんでどんな女じよ性せいでもたらし込める……」

「西南ちゃんを怪しげな男くノ一にするつもりかあんたは！」

「落ち着けよ霧恋。だいたい雨音カウナックって、自分からそういうことをするタイプじゃないはずだろ？」

「西南様がお願いすれば可か能のう性せいは高いと思うけど？」

「うが～～～っ!!」

「玉蓮も余よ計けいなツッコミを入れんじゃない！　ほらとっとと戻らないとまずいでしょ」

「ああ！　西南ちゃんにもしもの事があったら、あの子のご両親になんと言って詫わびればいいの！」

「もう鬱うつ陶とうしい！　立りつ派ぱな男になったって言やいいだろ！」

　とうとう面めん倒どう臭くなった火煉が言い放つ。

「ああああああああああああああああああああ」

　壊こわれかけた霧恋は二人に引きずられるように車に連れ込まれたのだった。




　切なげな吐と息いき、囁ささやくような話し声、衣きぬ擦ずれの音、甘あまい匂におい……大人の男と女の発するモノは濃のう密みつな空間を生み、そして少年達にとってそれはまさに劇げき薬やくだった。

「あ、雨音さん？　こんな所に来て何を……」

　雨音の隣となりに座すわっている西南は緊きん張ちように耐たえられず話しかけた。ケネスとラジャウは緊張のあまり震えている。

「うふふふ……話はあと。まずは乾かん杯ぱいをしましょう」

「えっ……でも」

　テーブルに置かれたグラスには琥こ珀はく色いろの液えき体たいが炭たん酸さんの泡あわと共に揺ゆらめいていた。

「大だい丈じよう夫ぶ、アルコールじゃないわよ。フフッちょっと酔よった状じよう態たいにはなるけど」

　グラスを持ち上げて軽く西南のグラスにあてる。

「大人の世界に踏ふみ込んだ坊ぼうや達に……乾杯」

　鈴すずのような響ひびきを楽しむかのように次々と三人のグラスに乾杯の仕草をし、雨音はカクテルグラスをあおる。グラスを手に取る事すら忘わすれ、三人の目はあまりに美しいその姿すがたに釘くぎ付づけになっていた。

「さあ飲みなさい。落ち着くわよ」

「は、はい」

　雨音に言われて西南はグラスを持った。

「さあ」

「……あっ……はい」

　雨音の優やさしげな微笑ほほえみに、少し安あん堵どしたのか西南は一気にグラスをあおった。それがきっかけとなったのかケネスとラジャウも一気にグラスを空にした。

「ふう……」

　冷たい液体と炭酸の刺し激げきがわずかではあるが西南達の心を落ち着かせた。

「じゃあ、もう一杯」

　雨音がそう言うと新しいグラスが転送されてきた。

「あ、雨音さん……」

「なあに？」

　西南の膝ひざに手を置きスッと顔を近付ける。

「……あ、雨音さん？……なんか……昼間とは随ずい分ぶんと雰ふん囲い気きが違ちがいますね」

　雨音の雰囲気に抵てい抗こうするように西南は必死で視し線せんをそらした。

「どういう事かしら？」

　目の前に近づいた雨音は更さらに顔を近づけてくる。

「その……俺の印象だと……色っぽいのは色っぽいんだけど、颯さつ爽そうとして、カラッとした感じで……」

　そう、外観的に考えればこういう場所にいることに違い和わ感はない。だが西南の印象としては居い酒ざか屋やという感じなのだ。

「今は……ちがうの？」

「……今はしっとりとねっとりと……その……」

「フフッ……だったら……それは西南君のせいかもね」

「えっ!?」

　潤うるんだ雨音の視線に耐たえられず再ふたたび視線をグラスへと戻もどす。

「!!」

　ふいにビクッっと西南の体が強こわ張ばった。

「ああああああ、雨音さん!?」

　慌あわてて雨音から体を離はなす。

　雨音が西南の耳に息を吹ふきかけたのだ。

「油ゆ断だんしてると襲おそっちゃうぞ」

　舌したなめずりをするその姿は美しい肉にく食しよく獣じゆうであった。濡ぬれた唇くちびるが横に広がりニンマリと笑みを形作る。

「あ、雨音さん、酔っぱらってます？」

「ウフフ。酔っていた方がいいんでしょ？」

　意味深に微笑む雨音にケネスとラジャウの興こう奮ふんもピークに達していた。

「ケネス君！　こ、これはもしかしてェ！」

「ああああああああ、ああっ!!」

「ねえ……これからどうする？」

　西南の顔に触ふれるくらい自分の顔を近付けた。

「えっ!?」

　雨音の吐と息いきに、慌てて西南は身を引いた。

「何か予定でもあるの？」

　それを追いかけるように体を寄よせる。

「えっと……そろそろ寮りように帰らないと……」

「いえ！　なーんにもありませんよ！　なんにも！」

「そうです！　全っ然、何にもありません！」

　二人はガサガサと派は手でな紙かみ袋ぶくろの音と共に西南の前に顔を出した。

「じゃあ、付き合ってもらおうかな……」

「はい！　喜んで！」

　刹せつ那な、円形のソファーにフードがかかり、床ゆかに沈しずんで行く。

「!?」

　バシュッという音と共にガスが噴ふん射しやされる。

　西南たちの全身から力が抜ぬけ、意い識しきは闇やみに落ちていった。




「なぜ……なぜあなたがここにいるの！」

　人間狩がり捕ほ縛ばくの本部で霧恋は呆ぼう然ぜんとなっていた。

「気がついたらいつの間にか」

　そこに先程街で見たはずの雨音があっけらかんと立っていたのだ。

「せっ西南ちゃんはどうしたの!?」

「不覚だったよな……あのバカに気をとられて西南の偽にせ物ものに気き絶ぜつさせられちまった」

「偽物!?　って……まさかエルマ！」

　霧恋の中で成り行きという名のジグソーパズルの一いつ片ぺんがピッタリはまった。

「エルマ？　ははァ……じゃあエルマがあたしに化けて西南を連れて行ったって事か」

「エ……エルマ……騙だましたわねぇ～～」

　眉み間けんに皺しわを寄せ堅かたく握にぎられた拳こぶしはブルブルと震ふるえていた。

「ハハハ、やられたな」

「笑い事じゃないわ！」

　そう叫さけぶと霧恋は本部を飛び出していった。




　小さなスポットライトの灯ともった地下の一室で、西南達は透とう明めいなジェル状じようの物体に包まれて寝ねていた。

「………？」

　ほぼ三人同時に意識を取り戻したが、真っ先に事じ態たいを認にん識しきし、身を起こしたのはやはり山やま田だ西南であった。

「気がついた西南君……」

　スポットの外の暗がりで一つの人ひと影かげが話しかけてきた。

「雨音さん……こ、ここは？」

「なかなかいい反はん応のうと把は握あく能のう力りよくですけど……本当に運の悪い方ね。山田西南君」

「これはどういう事です……雨音……!?」

　スポットの中に入って来た雨音の身体からだに画が像ぞうノイズのようなものが現あらわれ、力場の外がい殻かくが消え、エルマの姿すがたが現れた。

「雨音さん!?」

「そんなに驚おどろくことはないわ。疑ぎ似じ人じん格かくプログラムを使ったただの力場体なんだから」

「あなたは？」

　驚いた表ひよう情じようの西南とケネスをよそに、ラジャウはエルマをキラキラした目で見つめている。

「綺き麗れいな人だ……」

「私が分からない？」

　彼女はちょっと悲しげな口調だ。

「？？？」

　だがいろいろと混こん乱らんの中にある西南の視し覚かくは記き憶おくとすぐには結びつかなかった。

「そう……」

　ネコのように西南にすり寄より、頰ほおずりをするエルマ。

「んがっ！」

　その行こう為いに一番驚いたのは西南ではなくラジャウだった。

「??」

　ラジャウの反応に疑問を持ちつつも、触しよつ覚かくという新たな情じよう報ほうは西南の記憶を鮮せん明めいに呼よび起こさせた。

「あっ！　あの時の……アカデミーの通路で……」

　それは西南に頰ずりしたあのワウの女じよ性せいだった。

「よかったわ。思い出してくれたみたいね」

「せ、西南君！　この美しい方とどういう関係なんですか!?」

　先さき程ほどまで固まっていたラジャウが西南にぶつかるように近寄ってきた。

「関係って言っても……一度会っただけで……」

「一度会っただけで頰ずりなんかするわけ無いでしょう！」

「えっ？　頰ずりって……」

　意味が分からない西南は助けを求めるようにエルマの方を見た。

「それは……まあ、海かい賊ぞく退たい治じの英えい雄ゆうに敬けい意いを表してって所かな」

　エルマも困こまったように微笑ほほえむ。

「あのー……お取り込こみ中失礼しますけど……」

　それまで無言だったケネスが周りをキョロキョロ見回しながら話しかけてきた。

「これって……もしかしてェ……」

「何言ってるんですケネス君。人間狩がりに決まっているでしょう。ねっ美しい人」

　ケネスとは対照的にラジャウは満面の笑みである。

「えっ!?　ええ、そうよ人間狩りよ」

　エルマは苦く笑しよう気味に微笑んだ。

「に、人間狩り!?」

　驚おどろく西南の横で急にケネスが泣き出した。

「うっうっ……」

「あ、あれ？　どうしたの？　別に人間狩りって言っても」

　慌あわてて慰なぐさめようとするエルマだったが……。

「ううっ……初めての相手が雨音さんだなんて……なんてラッキーなんだって思ったのにィ……」

　どうやら悲しい論ろん点てんはかなりずれていた。




　巨きよ大だいな構こう造ぞう物ぶつが入り組んだ薄うす暗ぐらい地下の空中回かい廊ろうのような通路を複ふく雑ざつな表情のエルマを先頭に西南達が歩いてくる。西南達は拘こう束そくされたままで、その後ろには白衣を着た怪あやしい男達の姿すがたがあった。ケネスはときどき鼻をすすりながら、うつむいたままで、ラジャウは頰を赤く染そめ嬉き々きとした足取りで、ぴったりとエルマの後ろを歩いている。

（なんだ……ここは？）

　地上の超ちよう未来的都市とはまったく違ちがい、そこは工事現げん場ば……いや、まるで廃はい墟きよと形けい容ようした方がピッタリであった。どこから漏もれてくるのか大量の水がある時は滝たきのように、ある場所では地中湖に貯たまり、そこに根付いたあの光を発する実を付ける木の周りには苔こけや草が生えていた。
















「ねえケネス、人間狩りって何？」

「まあグスッ……まあようは人体実験するための実験台を捕つかまえるってことだ」

　その言葉にビクッと立ち止まる西南。

「人体実験!?」

　すると、後ろから男達に背せ中なかをドンと押おされる。

「立ち止まらないで！」

　再ふたたび歩き始める西南。

「ワッハッハ！　西南君、そんなに怖こわがらなくても大だい丈じよう夫ぶですよ。人体実験といっても実じつ際さいは超高度なシミュレーションで行われるんです。だから実験とはいっても肉体的にどうこうというわけではなく、それに使うパーソナルデータを採さい取しゆするんです」

　満面の笑みのラジャウが割わり込んでくる。

「パーソナル？」

「さっきの雨音さんの姿みたいなもんだ……ウッウッ……」

　泣きながらケネスが続ける。

「あっ……」

　近くで見ても本人としか思えない、あの姿。

「ハッハッハ！　そのデータでシミュレーション人体実験をするんです」

「でもデータを取るだけと言っても……さっきみたいに変な使い方されるんじゃ……」

　げんにそれに騙だまされて西南達はここにいるのだ。

「大丈夫です。死にはしませんから」

「捕まったのが私達でよかったわ。ひどい連中だと、何に使われるやら……ねえ」

　エルマは後ろをすり寄よるように付いてくるラジャウの頭を優やさしく撫なでる。

「はいは～～～い♡」

　頰ほおを赤く染めると渦うず巻まき目でフラフラと蛇だ行こうを始めるラジャウ。

「まあ夜中にうろつく子こ供どもは、いろんな目に遭あうのも自じ業ごう自得ということです」

　前を向き再び歩き始める。

「はあ……なんだかあいつの浮うかれっぷりを見てると、いつまでも泣いてるのがバカらしくなった……なあ西南ァ、あの人と知り合いみたいだけど……誰だれなんだ？」

「……確たしかアイリ理事長の秘ひ書しよだったと……」

「えっ!?　そんなに優ゆう秀しゆうな人なんですか……そうか……」

　二人の会話に割り込んできたラジャウはトロンとした目でエルマを見た。

　さらに惚ほれ直した、そんな感じだ。

「さっきはあんなこと言ってたけど、あいつ、けっこう惚れっぽいタイプなんじゃないのか？」

　小声で言うケネスに西南が無言で頷うなずいた。




「エルマァ～～!!」

　ちょうどその頃ころ、霧恋は西南達が先さき程ほどまで居いたバーに木々やモニュメントを薙なぎ倒たおしつつハリケーンの如ごとく飛び込んできた。

　霧恋の知りうる樹じゆ雷らい、瀬せ戸と、アカデミー全すべての情じよう報ほう網もうを駆く使しし、ほんの数分でここを突つき止めたのであった。

「西南ちゃん西南ちゃん！」

　霧恋の大声で不ふ倫りん関係の者達は脱だつ兎との如く逃にげだし、あるいはテーブルの下に隠かくれ、あるいはちょいとしたトラブルにうめき声を上げた。

「西南ちゃん、どこ!?」

「うるせえぞ！」

　西南を捜さがし回る霧恋の前に、大きな男が全ぜん裸らのまま立ちはだかった。

「!!」

　霧恋はその男に見覚えがあった。引き締しまった筋きん肉にくにいくつもの大きな傷きず、男は猛もう獣じゆうや戦せん闘とう用ようロボットなどと戦う格かく闘とう家かであった。

「フン！　でかい声でギャアギャアと、男に逃げられたか？　よく見りゃいい女じゃねえか。何だったら俺おれがいい事してやろうか？」

　男はガッシッと霧恋の肩かたを摑つかみ引き寄せようとする。

「フン！」

　霧恋はその手を摑み、軽々とその巨きよ体たいを投げ飛ばす。

「グゲッ！　な、なんだ……うっ！」

　唐とう突とつに投げられはしたもののさすがは格闘を商売としているだけあって、とっさに受け身をとって立ち上がろうとした。しかしその動きは急に止まってしまった。

「アカデミー生徒と雨音カウナックを見たでしょ」

　まるで蛇へびに睨にらまれたカエルといった感じだった。

「……な、なんだ……あんた」

　恐きよう怖ふで男は動く事ができなかった。

「アカデミー生徒と雨音カウナックを見たでしょ」

「その人達だったら、あの席に座すわってたわよ！」

　一人の女が席を指さした。

「ありがとう」

　そう一言言うと女が指さした席に向かって走り出す。

「もう、どうしたのよ？　命知らずの男がだらしないわよ」

「冗じよう談だんじゃねえ！　あの女に比くらべたら猛獣の方がはるかに可愛かわいげがあるぜ」

「何を……きゃっ!!」

　ドカーン！　霧恋の向かった席からすごい破は壊かい音おんと煙けむりが立ち上り、先程まで居た霧恋の姿すがたは消えていた。

「俺たちもとっととずらかった方がいいな。あの女に噓うそを教えた以上はな」




　ケネスとラジャウと引き離はなされ、西南は真っ暗な空間の中にいた。遠くから聞こえる音の反はん響きようや空気の流れ等からそこが広い空間である事と、小さな人のざわめきや気配から多くの人がいる事が感じられた。

　と、横からエルマの張はり上げた声が聞こえた。

「会場の皆みな様さま、今日は滅めつ多たに手に入らない地球人。それも例の『運の悪い山田西南君』が招しよう待たいに応おうじて下さいました。盛せい大だいな拍はく手しゆでお迎むかえ下さい」

　大きな拍手が鳴り響き会場内のライトが一いつ斉せいに点灯した。

「！！？」

　西南の予想通り大きな工事中のホールには何台もの機材車と白衣を着た若わかい研究員とおぼしき者達が歓かん声せいを上げ拍手をしていた。

　そんな中、グウィィィ～～～ン、と何やら重低音を響かせて床ゆかからせり上がってくる物を見た西南は凍こおり付いた。

「さて、夜も更ふけてきましたし、皆様すぐにでも実験を始めたいと思いますので、早さつ速そく西南君のデータ収しゆう集しゆうに移うつりたいと思いま～～す」

「えっ!?　で、でも……」

　西南の前には太い木もく製せいの、しかも黒くろ鉄がねと尖とがった鋲びようで補ほ強きようされ、あちこちに高こう圧あつ電線に使用される太い高圧用碍がい子しとその先せん端たんに鉄球が取り付けられたイスが鎮ちん座ざしていた。まあ電気イスというか、いかにも人体実験……というに相応ふさわしい禍まが々まがしさをもったイスだ。

「あの……これ……」

　すがるように見つめる西南を無む視しし、エルマが指を鳴らしたのを合図に、男達が西南を抱かかえてそのイスへと引きずって行く。

「あ、あのちょっと、待って下さいエルマさん！」

「……科学の進歩のためには……分かるでしょう？　西南君」

　視線をそらしながらエルマは実に科学者的身勝手なセリフを吐はいた。

「ではスイッチ、オン！」

　合図と共に、凄すさまじい放電の音が響き始める。

「ちょ、ちょっとエルマさん！」

「十、九、八」

　カウントダウンが始まり、それと共に放電している半はん球きゆう状じようの帽ぼう子しが降おりてくる。

「なんか……バチバチいってますよォ」

「七、六、五」

　帽子の内側に幾いく筋すじもの赤熱化した光が見え、それがさらに放電し始める。

「エルマさん！　やめてやめて下さい！」

「四、三、二」

　パッパッパ～～ン!!　パッパッパ～～ン!!　パッパ!!　パッパッパ～～ン!!

　突とつ然ぜん、イスの碍子が破は裂れつする。

「ウギャ!!」

　上の帽子に意い識しきを向けていた西南は予想しない突然の音に大声を上げてイスにへたり込こんでしまう。西南の上に紙かみ吹雪ふぶきとリボンがひらひらと落ちてくる。そしてオチとばかりに真上の凶きよう悪あくな帽子も付け根から外れ、コンッと軽い音を立てて西南の顔に落ちてきた。

「驚おどろいた？」

　西南の反はん応のうに満足げなエルマが覗のぞき込む。

「………」

　ちょっと涙なみだ目めの西南がエルマを睨にらんだ。




「西南ちゃんはどこ!?」

　ビショ濡ぬれの霧恋が再ふたたび、あのバーに駆かけ込んできた。偽にせの通路に飛び込んでそのまま海へと放ほうり出されたのであった。

「おのれ！　逃にげたか!!」

　バーはもぬけの殻から、人の気配は全くなかった。一度目に来た時に、逃げ出そうとした連中の使った裏うら口ぐちに走り寄よる。が、しかし……、

「いけない！　こんな事してる場合じゃないわね」

　さっき霧恋を騙だました女を捜さがそう思ったのだがすぐに思いとどまった。

「西南ちゃん達を最後に見かけた場所からの時間を考えると、さっき誰もいなかったテーブルが怪あやしいわね……」

　霧恋は先程の記き憶おくと、席やテーブルの状じよう態たいを頼たよりに、無人だった候こう補ほをチェックし始めた。

「候補は五。仕方ない片かたっ端ぱしから行くしかないわね」

　そう言うと当たりを付けたテーブルを破は壊かいしてそこに飛び込んだ。




「ご協力ありがとうございました」

　控ひかえ室に向かう通路を歩きながらエルマはふくれっ面つらの西南に話しかけた。

「……」

　しかし西南は前を向いたままそれを無視した。

「まあ、そう怒おこらないで。ちょっとしたイベントなんだから。そうそう西南君、記憶構こう成せいミスの事なんだけど」

「えっ……なぜその事を？」

「いま別室にいるお友達に聞いたんだけど。やはり数すう値ちや記号関係の部分に若じやつ干かんのミスが出てたわ」

「そ………そうですか」

「大だい丈じよう夫ぶよ。あそこに集まっている中にはスペシャリストがいるから、すぐにでも修しゆう正せいプログラムは組めるから安心して」

「ありがとうございます」

「君のパーソナルを借りるちょっとしたお礼よ。それにしても君、本当に運の悪い子なのね」

「そうですね……本当……運が悪いなぁ」

　少し薄うす暗ぐらい通路は、気分を落ち込ませるにピッタリの情じよう景けいだった。

「アイリ様から聞いたんですけど……昔からそうなんですってね」

「……でも今度ばかりはちょっと、参ったな……」

　そう言うと西南はうつむいて立ち止まった。

「ふふっ。さっきも言ったけど私達で良かったわよ」

「瀬戸様に『君の才さい能のうは歓かん迎げいされる』って言われて……でもそれがインストールミスのせいだなんて……」

「えっ？」

　エルマは西南の言う意味がもっと深しん刻こくであることに気付く。

「……もしかして……ジャンプ座ざ標ひようの数値入力の事？」

　エルマの問いに無言で頷うなずく西南。

　確かく率りつの偏かたよりは美み兎と跳とや美み星ほしを筆頭とする、いわば超能力といえるほどのサンプルが存そん在ざいしているせいもあり、かなり数式化されている。エルマはアイリに聞かされた数値を一いつ般ぱん生活の支し障しようという数式に当てはめて暗算する。

「なっ!!」

　そこに導みちびき出された数値に思わず驚きよう嘆たんの声を上げる。

（……まいったな……なんて迂う闊かつな……）

　エルマは自分が浅はかな慰なぐさめをしていた事を後こう悔かいした。

　先ほど導き出した数値によって西南がどれだけの負ふ債さいを負い、どれだけの可か能のう性せいをあきらめてきたか気付いたからだ。

（間ま違ちがった数値感覚で入力したジャンプ座標が海かい賊ぞくを呼よび集めたんだったら……）

　インストールミスを修正すればその能力は失われるという事。

「……ごめんなさい」

「でも、やっぱりそれはそれで俺らしいかな？　ハハハ。けっきょく人に頼らなきゃならない才能なんて無い方がいいですよ」

「西南君……」

　迂闊にも悲しそうな顔をした自分を慰めてくれている……そうエルマは感じた。

　インストールミスの修正は、まさに絶ぜつ望ぼうが希望となりそしてそれがまた絶望に変わる事を意味する……彼は絶望という名の暗くら闇やみに灯ともった唯ゆい一いつの希望の明かりを消さなければならないのだ。

（私より年下のまだあどけなさの残る少年が、それを受け入れようとしている）

　そして彼のすごいところは、それでも前に進もうとしている所だ。

（強い子……なるほど樹雷の瀬戸様が気にかけるはずだ）

　彼の無む垢くで純じゆん粋すいな健すこやかさがまぶしいと思った。

「やっぱり才能に頼たよらないちゃんとした実力を身につけなきゃダメですよね……エ、エルマさん!?」

　西南の顔を一舐なめして頰ほおずりをする。ワウの最大級の信愛の情だ。

「『災わざわい転じて福となす』地球の言葉にそういうのがあるそうね。君の悪運は普ふ通つうじゃ来る事のできない宇う宙ちゆうへ、そして樹雷の瀬戸様にさえ会う事ができたじゃない」

「そうですね。ありがとうございます」

「!!」

　頰を紅こう潮ちようさせ嬉うれしそうな西南の表情に、ドキッとなるエルマ。

　人に避さけられてきた西南にとってエルマのような言葉をかけてくれる人は稀き少しようである。慣なれないがゆえに反はん応のうも純粋なのだ。犬好ずき猫ねこ好きの人間が子犬や子猫の潤うるんだ瞳ひとみを見たのと同じである。

　──うわ～～かわいい。

　エルマは快かい感かんに似にた感動にうち震ふるえた。

（なるほど……霧恋さんが彼の事になると冷静じゃなくなるのはこういう事か）




「残り四つ！　西南ちゃん、待っててね！」

　テーブルを破は壊かいして飛び込む霧恋。もっとうまい方法があるにも拘かかわらず、今の霧恋にそれを思いつく余よ裕ゆうはなかった。




「ここが控ひかえ室よ」

　エルマが指さしたのは通路の奥おくに並ならべられた大型のコンテナであった。

「そう言えばケネス達は何で俺とは別の部屋に連れて行かれたんですか？」

「こちらはちょっとした別の実験をね」

「？」

　だが控え室へ入ってきた西南は呻うめくような声に気付く。

「ケネス、ラジャウ！」

　目め隠かくしのカーテンを開いて飛び込こんだそこには……。

「うわぁ、すっごーい！」

「ねえねえ、ここ触さわってみて！」

「うっそー!?　若いってこんなにスゴイの!?」

「私にも触らせて！」

「私が先よ！」

　若わかい白衣の女じよ性せい研究員達がケネスとラジャウの周りに集まり、下半身に群むらがって騒さわいでいる姿すがたであった。

「うおーっ！」

「ぐわぁああ！」

　慌あわててケネスたちに駆かけ寄よる西南。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか！」

　駆け寄ろうとする西南を、後ろから抱だきしめるエルマ。

　左右に首を振ふって、

「実験の邪じや魔まをしちゃダメよ」

「じ、実験？　なんの？」

　よくよく見ると二人は何やら猫型のロボットに拘こう束そくされている。

「ちょっとした刺し激げきとその反応についての実験よ」

「ケネス……ラジャウ？」

「ぐおーっ！　せ、西南！　俺おれは苦しんでるわけじゃないから助けなくて良いぞ！　ぐあ───っ!!」

「エ、エルマさーん！　助けて欲ほしいけど助けられたくないような……ぬぁああ！」

「さ、最高ーっ！」

「き、き、気持ちいい！」

　首を振り振り嬉しそうな二人を助けるのがバカバカしくなる西南。

「……うれしそうやね……君ら」

「うふふ。西南君も実験……してみる？　こんなふうに……」

　後ろから抱きすくめるように、エルマは十分に量感のある彼女の胸むねを西南の背せ中なかに押おし付けた。

「!!」

　期待通りの反はん応のうがその身体からだを通して伝わってくる。

「クスクスッ」

　エルマが少年の緊きん張ちようを楽しんでいたその時であった、

『エルマさん！　至し急きゆうホールまで戻って下さい』




「もう、いいところだったのに……？」

　ホールに駆け込んできたエルマが見たものは、慌ただしく駆け回る研究員達と白はく煙えんを上げている機材やショートして火花を散らす機材であった。

「……こ、これは!?　一体何が起こったというの？」

「ああ、エルマさん！　先ほど山田西南君のパーソナルデータを疑ぎ似じ人じん格かく化かして……例の記き憶おく形成ミスの修しゆう正せいプログラムをインストールしたんですが……」

「それ……で？」

「インストール終しゆう了りようした途と端たん……」

「………した……途端？」

「……隔かく離りプログラムを突とつ破ぱ、セキュリティーホールへ落ちて外のネットワークへ出てしまいました」

「…………」

　その問いに一いつ瞬しゆん、奈な落らくの底に落ちていくような感覚と目め眩まいを覚えた。

「エルマさん、どうしましょう？」

「外部工作の可か能のう性せいは？」

　睡すい魔まにも似にた逃とう避ひ願望を抑おさえつつ、エルマは必死で対たい策さくの糸口を見み出いだそうとする。

「いえ、その形けい跡せきはありません」

「このセキュリティーに穴あななんて。外部からアクセスされない限かぎり……それだってこの百年間、突破された事は無いのよ!?」

「しかも外部とは物理遮しや断だんされていました」

「…………え？」

　抑え込んだはずの逃避願望が怪かい物ぶつとなって心の扉とびらを押し破やぶろうとしている──まさにそんな気分である。

「エルマさん。アイリ理事長から連れん絡らくです」

『エルマ！　あなた達何したのよ！』

　エルマが返事をする間もなく唐とう突とつに目の前にアイリの立体映えい像ぞうが現あらわれた。そしてそれはエルマが今まで見た事がないくらい動どう揺ようした姿であった。

「何って……何があったんでしょうか？」

　──聞くまでもなく大変なことがあったには違ちがいない。

『西南君のパーソナルデータがとてつもない数のウィルスに感かん染せんしたまま、33のマスターガードをぶち破って哲てつ学がく科かの集積用サーバーに乱らん入にゆうしたのよ!!』

「うわ……」

　その内ない容ようはエルマの大変の予想最さい大だい値ちを軽くブッちぎっていた。

　思わず耳をふさぐ──その先は聞きたくない。

『んでもって全データをミラーごと瞬しゆん砕さいしたわ』

「………………………………………………」

　それはそこにいた全員が今まで、いや……生しよう涯がいを通して一番驚おどろいた瞬間だった。

『サーバーは瞬間的に外部との物理的切断をしたんだけれど、西南君のパーソナルは………』

「逃にげられた……んですね」

『そこにまだ西南君はいるの？』

「……はい。あと彼のお友達が二人……」

『彼等には知られないように。それと祭りの参加者は全員拘こう束そく隔離されるから』

　アイリの言葉が終わらないうちに保ほ安あん官かん達がなだれ込んできたのだった。

「……了りよう解かいしました」




　静かに寮りようの前に停車したエアカーから西南達が降おりてくる。

　ケネスとラジャウは紙かみ袋ぶくろをかぶったままであるが、その興こう奮ふんは紙袋越ごしでもはっきりと分かるほどだ。

　その側そばに立っているエルマ。

「実験にご協力いただきまして、ありがとうございました……」

　ケネスとラジャウ、頰ほおを赤く染そめ、

「いえいえ、こちらこそ」

「エルマさん、僕ぼくで良かったらいつでもお手伝いしますので」

　エルマ、エアカーに乗り込み、

「そうね……またお願いする事もあるでしょうね」

　疲つかれた様子で笑えみを浮うかべ、ドアを閉しめる。

「そうそう西南君……君はね……自分の才能に自信を持ちなさい」

「はっ？　はい……ありがとうございます」

　ぺこりと頭を下げる西南。

　ケネスたちはバイバイと手を振ふっている。

　走り去るエアカー。

　見送ると、寮の門を潜くぐっていく西南達。

「いやいや楽しい夜だったなァ。西南なんかウハウハで……」

「すごかったですよね」

　と、監かん視しプローブが目前に殺さつ到とうした。

「あっ」




「どうですか？」

　新たに機材を移い動どうした先はアイリの工こう房ぼうの一つであった。

「まだ捕つかまらないわ……まあ、おかげでマスターガードが死んで大だい規き模ぼ戦せん闘とうのスクランブルは解かい除じよされたけどね」

　そう言うとアイリは自じ虐ぎやく的な笑みを浮かべる。

「西南君を送ってきた帰りに考えていたんですが……霧恋さんなら……」

「だめよ」

　間かん髪はつを容れずに答える。

「なぜです？」

「霧恋ちゃんが西南君のアカデミー滞たい在ざいを反対しているうちはダメ！」

「そこまで警けい戒かいなさらなくても……」

「一瞬で哲学科のサーバーのデータを破は壊かいしちゃったのよ。ロストしてからの時間を考えれば、アカデミー全体に影えい響きようが出るのは間違いないわ。それに今回の大規模戦闘状じよう態たいへの関かん与よと大量のスパイ摘てき発はつ。こんな事が表おもて沙ざ汰たになったら、さすがの理事会も西南君を隔かく離り……いえ追放する可か能のう性せいは高いわ」

「もしかして……霧恋さんがそう工作する可能性があると？」

「西南君の事となるとね」

「ここは絶ぜつ対たい的な自由の学まなび舎やだったんじゃありませんこと？」

　ちょっとした嫌いやみを込めた表ひよう情じようだ。

「いちおう表向きには白はく眉び鷲羽わしゆうの隠しサーバーが発見されて、そのガードの暴ぼう走そうって事になってるから」

「あの伝説の哲学士のですか？」

「説得力はあるでしょ？」

「だったら仕方ない……って感じでしょうか」

「クスクスッ。そうね」

「五千年前に行方ゆくえ不明になった方が、今だにこれだけの影えい響きよう力りよくを持つというのも、考えてみれば凄いですね」

「鷲羽様がいらっしゃった頃ころのアカデミーなら、絶対西南君を追放なんかさせないんだけどね。もっとも学生という形かどうかは怪あやしいけれど」

「ハハッ……でもこんなトラブルの時だけずいぶん便利使いされて……ご本人が生きてらしたら、どうおっしゃるでしょうね？」

「大だい丈じよう夫ぶ！　本人に了りよう解かいはとったから」

「まあそれなら………えっ？」

　エルマは滑こつ稽けいなくらい驚おどろいた表情をした。

「あの……いまなんと……？」

「本人に了解はとったから大丈夫」

「いいいいいいいい生きてらっしゃるんですかぁ!?」

　意味の分からないアイリのＶサインを見つつハッとなる。

「……そ、そういえば……最近アカデミーで鷲羽様を見かけたという噂うわさが……」

　ＴＶのオカルト番組で都市伝説として紹しよう介かいされた事を思い出す。三流のゴシップ並なみの低てい俗ぞく番組なので気にも留とめなかったが。

「いまどこにいらっしゃるんです？」

「興きよう味みがあるの？　まあ、あたりまえか」

　アイリは子犬のように千切れんばかりに尻尾しつぽをふるエルマを見て苦く笑しようする。

「あのね」

「はい！」

　エルマの尻尾のスピードがさらに加速する。

「自分でお捜さがし」

「そ、そんなぁ。アイリ様ぁ」

「ウフッ。迷まい子ごになった子犬のような目をしてもダメよ」

「キュィ～～ン、キュィ～～ン」

　目を潤うるませてアイリにすがりつく。

「か……可愛かわいいじゃねえかこの野や郎ろう。でもダメだったらダ～メ」

「ミィ」

　シュンとしょげかえるエルマを見たアイリは、抱だきついて頰ほおずりしてそのまま家に連れ帰りたくなる衝しよう動どうを抑おさえるのに必死であった。

「くっ……ま、まあその可愛さに免めんじて一つ面おも白しろいことを教えてあげる。アリウ公国とキルモイ遊国って知ってるでしょ？」

「もちろん。こじれにこじれて開戦寸すん前ぜんに銀ぎん河が連れん盟めいの仲ちゆう裁さい……というか樹雷と世せ二に我わ両国の共同武ぶ力りよく介入っていう脅おどしでほんの数日前になんとか回かい避ひして……って、子こ供どもだって知っています。それが鷲羽様と何か関係があるんですか？」

「実は樹雷と世二我の武力介入宣せん言げんじゃ収おさまらなかったのよ」

「は？」

「でね、鷲羽様が両国の元首を呼よび出して……」

「ど、どういう事です？」

「鷲羽様の教え子ってね、今じゃその多くがいろんな所のお偉えらいさんになってるのよ。その二人もそうって訳わけ」

「でも……いくら鷲羽様が伝説の哲てつ学がく士しでも、あれだけこじれた関係を……」

「見事だったわ……」

　遠い目をして天てん井じようを見上げる。

「はあ？」

「二人とも鷲羽様の前で漏もらさんばかりにブルブル震ふるえてて……」

「………はあ……」

「鷲羽様は彼等に背せを向けて無言のままでね」

「……………………」

「二分三十七秒後に、二人とも土ど下げ座ざよ……泣きながらね」

「……そ……それで……止まっちゃったんですか？」

　背中に冷や汗あせが流れる──両国のこじれ具合を知っているからこそだ。現げん在ざいの地球に統とう一いつ国家ができて国こつ境きようが無くなるくらいの感じだ。

「……おぼろげながら……鷲羽様の人にん間げん像ぞうが分かったような気がします……」

「普ふ段だんは本当に優やさしい良い方なんだけどね……容よう赦しやがないときは容赦がないのよ。聞いた話だと下手につっぱったり強ごう情じよう張はるととても喜んでね……本当に容赦がないらしいわ」

　言葉の意味はよく分からないけれど本当にやばいらしい。

「自力で捜します」

　他力本願では実じつ際さいに会ったとき、何をされるか分からない。

「その方がいいわ」

　と、作業中の研究員が大声を上げた。

「アイリ様！　山田西南、捕つかまえました！」

　大きなディスプレイにイメージ化された西南のパーソナルが……。

「……うわ……」

　そこには凄すさまじい数のウィルスを背はい後ご霊れいの如ごとく引き連れ、問題発言になるので具体的に説明できない、変わり果てた姿すがたの西南が酔よっぱらって有名なアイドルコンパニオンＣＧ嬢じようにセクハラをしていた。

「………………」

　さすがのアイリもしばらく呆ぼう然ぜんとなっていた。

「……あっ……そうそう。さっきの戦争のことだけど……あれもう一つ理由があってね」

　やっとの事で口を開くアイリは西南のパーソナルを見つめながら呟つぶやく。

「二つの国の後ろにいた海かい賊ぞくを西南君が壊かい滅めつさせたからなの」

「…………これから…大変そうですね……」

　エルマはやっとの事でそれだけを口にした。




「じゃあ、エルマにはパーソナルをとられただけ？」

「実験が終われば廃はい棄きすると言ってました」

　袋ふくろをかぶったケネスとラジャウが電話で霧恋と話している。もちろん深夜の通信は禁きん止しされているので違い法ほうアクセスだ。

「そう」

　ホッと胸むねをなで下ろす霧恋。

「でもエルマさん、西南に頰ほおずりなんかして親しん密みつそうでした」

「えっ？」

「そーなんですよ。西南なんか他ほかでもモテまくりで……」

「宇う宙ちゆうに来て良かったァ、ってすごく楽しそうでしたから……」

　と、自分達の主観での無む責せき任にんな感想を彼らが言っていた時、西南が顔をタオルで拭ふきながら洗せん面めん所じよから出てきた。

「ほんとにコレって取れないんだな……」

　つぶやくその顔にはあのマークがくっきりと付いていた。

（あれ……ケネス達、誰だれと話してるんだろう？）

　だがケネスたちの身体からだに隠かくれてディスプレイは見えない。

「おおっ、ちょうど良いところに来た」

　ケネス、振ふり返って西南を手て招まねきする。

「？　まさか帰りに付けられるとは思わなかったよ」

「アハハハ、油ゆ断だんしちゃいましたね」

「でもすごく楽しかったね」




　──そう、よかったわね。




　それは地じ獄ごくから響ひびいてくるような声であった。

　バッと反はん射しや的に声のしたモニターの方を向く。

「あぁああああっ！」

　西南の目に飛び込こんで来たのは能のう面めんのように無む表ひよう情じような霧恋の顔だった。

「き、き、霧恋さん!!」

　思わず硬こう直ちよくする西南。その表情から霧恋がこの上もなくマジで怒おこっているのがわかったからだ。

「霧恋さん……こ、これは……」

「ずいぶん楽しかったそうね、西南くん」

　直後、霧恋がディスプレイから消える。

「き、霧恋さん！」

「お前、紙袋ぐらいかぶれよ」

　頷うなずくケネス。

「そうそう女の人にそんなマークを見せちゃダメですよ」

　二人の無責任な言葉で金かな縛しばりが解とけたのか、西南はヘナヘナとその場にへたり込んだのだった。







　　７「過か去こ──霧きり恋この場合」







「何よ……人をあんなに心配させておいて……」

　結局、エルマ達がいたホールにたどり着いた時には保ほ安あん員いん達によって機材諸もろ共とも引き上げられた後だった。疲つかれた様子でちゃぶ台に突つっ伏ぷすと、じっとりと濡ぬれたシャツが背せ中なかに張はり付く。

「また汗あせかいちゃったじゃない」

　その気持ち悪さに、先さき程ほどとうって変わって勢いきおい良く立ち上がる。

「お風ふ呂ろでも入って寝ねよ」

　その場で一糸纏まとわぬ姿すがたとなり、脱ぬいだ服をまとめて洗せん濯たく機きに放ほうり込む。台所を通り過すぎ、地下への階かい段だんを下りて行った。

「はぁ……」

　大きなため息をつきながら湯船に体を沈しずめる。

　自然岩をくりぬき、檜ひのきに似にた樹じゆ雷らい産さんの木で作った和風の風呂は、彼女の住む家の規き模ぼには似つかわしくないくらい広く豪ごう華かなものだった。

「西せい南なちゃんのバカ！」

　思いっきりその均きん整せいのとれた手足を伸のばしながら天てん井じように向かって叫さけぶ。と、次に大きく息を吐はき体を弛し緩かんさせると、彼女の肢し体たいはゆっくりと湯面に浮うかんでくる。手足を思いっきり伸ばせるお風呂──これが彼女にとっての唯ゆい一いつの贅ぜい沢たくなのだ。

「……でも……無事で良かった」

　ため息をつくと、水すい滴てきのびっしりとついた冷茶の入ったグラスに手を伸ばす。

「！」

　ふとその伸ばした右手を見つめる霧きり恋こ。

「ねえ……ひどいと思わない？　私達がこんなに心配していたのに……」

　まるでそこに誰か居いるかのように話しかける。

　今から何年前になるのだろう？　充じゆう実じつしたというにはあまりにも過か密みつした毎日は曜日……いや月日や年月さえ曖あい昧まいにしていた。




　それは霧恋がまだ、自分の素す性じようを知らない少女の頃ころであった。

　ごくたまに村で見かける美しい女じよ性せい、本家の柾まさ木き家けの縁えん者じやという女性が初めて自分に話しかけてきたのだった。
















「こんにちは。あなた霧恋ちゃんね？　初めまして、柾木水みな穂ほです」

　彼女は母を訪たずねてきたのだった。

　居間で水穂という女性は母と何気ない世間話をしていた。だが一つ奇き妙みようだったのは明らかに母より年下のその女性に母は敬けい語ごを使っていたのだ。

「霧恋ちゃんもそろそろそういう年なのね」

　あとで知ったことだが、霧恋の村では何も知らない子こ供どもに、自分達が宇う宙ちゆう人じんだということを知らせる時にある儀ぎ式しきをする。まあ早い話が、そういう美お味いしい設せつ定ていを何もしないでただ単に事実を伝えるなどという愚ぐ行こうはできないからである。

　しかし霧恋の場合、それは恐おそろしい事じ件けんとしてふりかかってきたのだった。




　その夜、水穂宛あてに掛かかってきた電話が悪あく夢むの始まりだった。

「なんですって!?」

「霧恋、海かいを連れて自分の部屋に行ってなさい」

　いつにない厳きびしい表ひよう情じようで母が言う。見たいテレビを途と中ちゆうで打ち切られ、不満げな海を連れて霧恋は部屋を出る。

「あの海かい賊ぞくを取り逃にがしたというの？」

　ふすま越ごしに断だん片ぺん的な言葉しか聞こえないが、水穂の口調から察するに何やらかなり緊きん急きゆう事じ態たいの様子であった。

「同どう化かタイプのあれが正体ですって！……それで今まで逃げおおせていたわけね。いいわそれだけ分かっただけでも………なっ！」

　最後に彼女の声がひときわ大きく、そして悲ひ痛つうに響ひびく。

「それで瀬せ戸と様のご判はん断だんは？………そう……」

　そこで通話は途と切ぎれたようだ。

「水穂様？」

「すぐ村の責せき任にん者しや達を集めてお父さまの所へ！　私は先に行ってます」

「分かりました」

　そのあまりの緊きん迫ぱく感に不安を覚えた霧恋は、海を部屋に連れて行き急いで布ふ団とんを敷しいたあと、水穂の後を追った。

「消えた!?」

　だが薄明るい空に浮かんだ山のシルエットが水穂の行く方向を指し示しめしていた。

「神社だ……」

　黄昏たそがれ時どきはそのまま異い世せ界かいへと繫つながっているよう……そんな気分になったのだった。




「同化タイプの生物兵器じゃと？」

　社務所の窓まどから漏もれてくる大人達の会話を、霧恋は裏うらの茂しげみに隠かくれて聞いていた。その場所は以前、西南が裏山から落ちてはまり込み、大だい捜そう索さくにも拘かかわらず見つけられなかった、いわば盲もう点てん死角といった類たぐいの場所であった。

「はい。つい数時間前にある海賊組そ織しきの戦せん艦かんを太たい陽よう系けい内ないで捕ほ縛ばくしました」

「またか……ここ数年、海賊が太陽系に接せつ近きんする事例が急きゆう激げきに増ふえてきているな」

（勝かつ仁ひと様は何をおっしゃってるの？）

　本家当主の話は霧恋を大いに戸と惑まどわせた。だがその緊迫感からそれが作り話や演えん技ぎの類ではないと思った。

（柾木家には何か秘ひ密みつがあると思っていたけど……まさか……こんな）

　霧恋は以前から柾木家と正まさ木きの一族が住む村について違い和わ感を感じていた。日本人離ばなれした容よう貌ぼうや村人の言動、全すべてわずかなものではあったが、それらを総そう合ごうした結果、この村には何か違ちがう所があると考えていたのだ。

「今回捕縛した組織は瀬戸様が千数百年間、追つい跡せきしていたものなのですが……」

「例の人身売買、誘ゆう拐かい専せん門もんの奴やつらだな」

「瀬戸様がそんなに長く追い続けて壊かい滅めつさせられないなんて、余よ程ほどの大組織なんでしょうか？」

「規き模ぼ自体はさほど大きくはないのですが、何度潰つぶして首しゆ謀ぼう者しや達を捕つかまえても、その度たびに新たな組織が生まれて来るのです」

「ノウハウを持った下部の者が新たな組織を作る……イタチごっこですな」

「いいえ。瀬戸様は同一人物の仕し業わざと考えているようです」

「同一人物？……それが同化タイプの生物兵器か！」

「以前にも今回と似にたような事例が確かく認にんされています。例の組織の海賊艦撃げき破は、その後現げん場ばから一番近いステーション、生命居きよ住じゆう惑わく星せい」

「そこから次の首謀者が出た……ということかの」

「最低で一名……最悪の場合は一つの惑星の大規模地ち域いきの生態系絶ぜつ滅めつです」

「！」

　部屋中にざわめきが広がる。

「ベースとなった生体はある一定範はん囲いの植物に同化し、一種のテリトリーをつくって動物や昆こん虫ちゆうを同化捕ほ食しよくしてその地の生命がいなくなると、他の動物に寄き生せい、あるいは川や風を利用して次の繁はん殖しよく地ちへ移い動どうします。目標の場合、宇う宙ちゆう間かんの移動が必要ですから……」

「すぐさま宇宙船が手に入れば一人、そうでなければ大規模地域の絶滅になるわけか」

「同化吸きゆう収しゆうした生物のエネルギーで宇宙船を生成するそうです」

「厄やつ介かいなタイプじゃな。じゃがそんな短時間でよく調べられたものじゃな？」

「個こ々この事例が関係付けられた結果、全体の追跡調ちよう査さはものの数分で終わりましたから」

「瀬戸様の情じよう報ほう部ぶの力じゃな……なるほどそういう性せい質しつの生物兵器ならば、まず間違いなく一番近い居住可か能のうな地球へ来るじゃろうな」

「幸いな事に、それは試作品だったらしく、一世代限かぎり一個体のみという事実も判明しています」

　───!!

　この時、水穂の言葉の意味を理り解かいしていたのは勝仁と外で話を聞いていた霧恋だけであった。

「幸い……か。場合によっては地球ごとそれを消滅させるという事じゃな」

　勝仁の言葉と共に霧恋は隠れていた茂みから飛び出していた。

「まさか……霧恋ちゃん？」

　その時初めて水穂達は霧恋の存そん在ざいに気付いたのだった。




　霧恋はとっぷりと暮くれた山道を小型スクーターで走っていた。

　神社を飛び出した霧恋は急いで西南の所へ行こうとした……が、西南の家までは山やま越ごえルートですら三キロ近くある。

『私の自転車じゃ間に合わない！』

　その時、神社の階かい段だん麓ふもとにおいてあるスクーターの事を思い出した。

『よし！　鍵かぎはある』

　田舎いなかであるということもあって鍵は差したままだった。

　小学生である霧恋が免めん許きよなど持っているはずもない。だが彼女の母親は何かあった時のため、とバイクの運転を教えてくれていたのだった。

「西南ちゃん！」

　唐とう突とつに知る事となった自分の家か系けいの秘密──だがそれ以上に霧恋を不安にさせる人を食う怪かい物ぶつ。

　それがなぜか西南と直結し、霧恋を猛もう烈れつに不安にしたのだ。

　そしてその予感は西南の家の近くへとたどり着いた時、現実となった。

「な、なに？」

　青々と茂しげった田園風景……だがそこは異い様ような異界と化していた。

「カエルの鳴き声が……」

　五う月る蠅さいくらいに鳴いているはずの鳴き声が全く聞こえなかった。そして霧恋はその人食いの怪物のテリトリーに入り込こんだ事に気付いたのだ。

　ズリュリ……何かが動き、それが霧恋に向かって移動してくる気配がする。

（動いちゃいけない！）

　それは本ほん能のうか、類たぐい希まれな霧恋の資し質しつなのか、霧恋はバイクのエンジンを切りその場に凍こおり付いたように微び動どうだにせず立っていた。

　──??──

　その気配は戸と惑まどっているようであった。しかしその時、そいつは新たな獲え物ものを見つけたのだった。

（西南ちゃん!?）

　山やま田だ家けの勝手戸から小さな人ひと影かげが出てきたのだ──と、そいつは西南に向かって移い動どうを始めた。

「だめっ！」

　バイクを放ほうり出し、そいつを追って脱だつ兎との如ごとく駆かけだした霧恋は、無む謀ぼうにもそいつを摑つかんだのだった。

　霧恋の右手にニュルリとした嫌いやな感覚が感じられた。

　──強烈な生理的本能的嫌けん悪お。

「ウゲッ……」

　吐はきそうなほどの恐きよう怖ふを感じ──だが霧恋はそれを離はなさなかった。

「西南ちゃん！　逃にげ……!!」

　西南に警けい告こくを発しようとした霧恋が絶ぜつ句くした。

　右手の感覚が無くなり、蠢うごめきながらあり得ない形に変形していたからだ。

「ひっ!!」

　右手だったものに二つの目が生まれ……そして口のような横長の穴あなが生まれた。

　──クスッ。

　そいつは確たしかに笑った。そして次の瞬しゆん間かん……。

『キャアアアアアアアアアアアアア!!』

　霧恋は叫さけんでいた。だがその声が外に漏もれることはなかった。

　霧恋の自由な左手が霧恋の口を凄すさまじい力で塞ふさいでいた。その声を西南に聞かせてはならないと本能が感じたからだ。

（ここから離れなきゃ）

　ヨロヨロと西南から離れようと歩き出す。

　爪が霧恋の頰ほおに食い込んでゆく……だが彼女はその激げき痛つう以上の恐怖と戦っていた。

　──クスクス。

　あろう事か霧恋の右みぎ腕うでには霧恋自身の顔が浮うかび上がっていたのだ。

　そいつは霧恋の右腕を同化しながら少しずつ大きくなり近づいてくる。そして霧恋の心に話しかけてきた。

　──ねえ、あの子が好きなの？

（離れなきゃ……西南ちゃんから）

　──そう、西南って言うんだ。

（離れなきゃ……）

　──なぜ？　好きなんでしょう？

（離れ……なきゃ……）

　──だったら一いつ緒しよになりましょう。身も心も……あの子と一緒に。

（離……れ……）

　──あの子は私のモノ。

（…………）

　──あれは私の贄にえ……私の血肉。

（…………ちがう……私が……西南ちゃんの……ために……存そん在ざいする）

　──なに!?

（私は西南ちゃんを……守るの！）

　霧恋の精せい神しんを支ささえていたのはその想おもいだった。そしてその想いこそが霧恋を救ったものだった。

　──ギャァァァアアッッッッッッァアアアアアッッッッァアアアアアァァ!!

「えっ？」

　もう一人の霧恋の断だん末まつ魔まと共に右腕に感じていた重さが唐とう突とつになくなった──いや右腕が付け根付近から切断されたのだ。

　光る剣けんを持った水穂と、その剣を突つき立てられ驚きよう愕がくの表ひよう情じようをしたもう一つの霧恋の顔が気を失う前に見た最後の映えい像ぞうだった。




「捕ほ獲かくした目標は、コアと判はん明めいしましたが、念のために奴やつの乗った突とつ入にゆう艇てい周囲の精せい密みつスキャンを行っています。が、半径五十キロ圏けん内ないには今のところ異い常じようは認みとめられません」

「ご苦労様。でもあいつの同化進行を抑おさえ込むなんて……たいした娘こね」

　一人は水穂……もう一人は？

「あら気がついた？」

「！」

　意い識しきがハッキリすると共に悪あく夢むのような感覚も蘇よみがえる。

「いや！　いやァァァァァァァァ!!」

　霧恋は絶ぜつ叫きようした。

「大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫よ」

　優やさしく力強く霧恋に語りかける。それが瀬戸との出会いだった。




　ふと霧恋は自分の右手を見る。培ばい養よう再さい生せいした右手は以前のまま、切断箇所も全く分からないしあの悪夢の後こう遺い症しようも、もう無い。だがときどき霧恋はその右手に語りかける。

「どうすればいいの？」……と。

　あの時、そいつは霧恋に語りかけていた──霧恋の中の欲よく望ぼうを──まるでそこにいるのは自分自身の本心であるかのように感じていたのだった。

　あの時それを受け入れれば霧恋はいまここにはいない。水穂に殺されていた……いや、そいつに同化されていた時点で霧恋の心は死んでいただろう。霧恋の強きよう靱じんな精せい神しん力りよくはそいつの同化のスピードを遅おくらせていたのであった。だが霧恋はあの悪夢を克こく服ふくする一つの方法としてその異物を受け入れたのだった。

「どうすればいいのかな？」

　もう一人の自分に語りかける──彼女は霧恋の本心を語る──そして霧恋はそれを拒きよ否ひするのだ。

　ふと霧恋は中空モニターを起動させ、西南の部屋の監かん視しシステムを呼よび出す。急に西南の事が気になったからだ。

「……西南ちゃん？」

　西南はまだ眠ねむれないでいた。

　他の二人は紙かみ袋ぶくろを被かぶったまま、すでに安らかな寝ね息いきを立てていたが、西南は眠れないのか何度も寝返りをうってはため息をついていた。

「西南ちゃん……知らないのかしら？」

　ここは地球ではない。睡すい眠みんとて簡かん単たんにコントロールできるのだ。霧恋は西南の部屋のシステムにアクセスして比ひ較かく的影えい響きようの無いであろう睡眠導どう入にゆうの香こう料りようを散さん布ぷした。かなり疲つかれていたであろう西南はすぐさま静かな寝息をたて始めた。

「そうそう、あのマークも消さなきゃね」

　あのマークの解かい除じよプログラムをインストールする。使用パテント料は高めだが、西南の預よ金きんならば、はした金にもならない。

「明日から大変よ。ゆっくりとお休みなさいね」

　西南の顔からマークが消え、安らかな寝顔を嬉うれしそうにながめる霧恋。

「くすっ……かわいい」

『くすっ……かわいい』

　突とつ如じよオウム返しのように後ろから声がした。

「キャアァァァァ！！！」

　すっかり油ゆ断だんしたところへ、突然後ろから声をかけられて驚おどろいた霧恋が浴よく槽そうへ頭から突っ込こんだ。

　ゴン！　っと思いっきり底で頭を打ち、半分溺おぼれながら浮うき上がる。

「ゲホッ！　ゴホッゴホッゴホッゴホッ!!」

「大丈夫？」

　のぞき込んでいるのは雨あま音ねカウナックだった。

「……………」

「あらら。その顔は聞きたいことがいっぱいあるって顔ね」

　あっけらかんとした笑えみを浮かべる雨音。

「ええ数えられないくらいね」

　──雨音とはいつもこうだ。居いて欲ほしくない時、会いたくない時に限かぎって現あらわれては事を面めん倒どうにして行く。

「とりあえず、まずどうやってここへ入ったかお聞きしたいわ」

「アイリ様がセキュリティーコードを教えてくれた」

「で……何をしにここへ来たの？」

「暗く寂さびしい仕事仲間を励はげまして欲ほしいってお願いされて」

「からかいに来たわけね」

　霧恋のこめかみに青あお筋すじが浮かんでくる。

「神しん樹じゆの酒を渡わたされて嫌いやって言える奴はいないわよ」

　そう言うと小さめのスタミナドリンクサイズのビンを誇ほこらしげに見せる。

「うっ……」

　過か去このオークション例から概がい算さんするならば、その量ですらちょっとした大陸が一個こ買えるかという代しろ物ものだ。

（おそらく何を言っても帰らないだろうな）

　満面の笑みを浮かべた雨音の表ひよう情じようを見て霧恋は頭をかかえた。

「わかったわ……じゃあ居間に行きましょう」




　雨音は丸い昔風のちゃぶ台に肘ひじをついて神樹の酒の入った瓶びんをながめている。霧恋は居間に隣りん接せつした台所で手て際ぎわよく簡単なつまみを用意していた。

「ねえ、どうせなら風ふ呂ろでやりゃいいんじゃない？」

「うちのお風呂は飲酒厳げん禁きんよ！」

　ドン、と霧恋はちょっと乱らん暴ぼうにお盆ぼんをテーブルに置いた。

「ちぇっ」

　ぶつぶつ言いながら二つのグラスに氷と樹雷の果実酒を注ぎ、最後に神樹の酒を香かおり付け程てい度どにたらす。さすがに原酒のまま吞のんでしまえばアッという間もない量だ。だが雨音がもう一つ用意していた果実酒は本来無味無む臭しゆうだが、そこに別のものをほんの数すう滴てきでも混まぜれば、香りや味を何百倍にも感じさせる特とく性せいがあった。

「うん……いい匂におい」

　雨音はその官かん能のうを刺し激げきする匂いを胸むね一いつ杯ぱいに吸すい込み、うっとりするようにグラスを見つめると、その一つを霧恋に渡す。

「私もこいつのコピー商品をいくつか試ためしたけど、やっぱり本物は違ちがうわ」

「クスッ、そうね」

　思わず霧恋は吹ふき出してしまう。オークションで一いつ般ぱんに流出した神樹の酒からは多くのコピー商品がつくられた。もちろんその超ちよう希少性ゆえにであるが、超ちよう絶ぜつ的な力を持つ皇おう家けの樹の実から作られた神樹の酒は不老不死の妙みよう薬やくだとか、超ちよう常じよう的てきな力が得られるとかの噂うわさがあったからだ。神樹の酒がオークションで異い例れいの高こう額がくが付いた理由はそのためでもある。もちろんそれ以前にもそれらしいコピー商品はあったが、実物が一般に流出したという事実により爆ばく発はつ的に売れ始め、さらに怪あやしげな孫コピー商品も星の数ほど生まれたのだった。いま現げん在ざい、コピー商品売り上げのダントツ人気は二種類ある。一つは神樹の酒を落札した者の会社、そしてもう一つは……樹雷製せいである。

（水穂様……けっこう商売根こん性じよう旺おう盛せいだからなぁ）

「では山田西南君の無事アカデミー到とう着ちやくと入学を祝って……」

「私は認みとめていませんからね」

「ったく……のっけから水差すんじゃないわよ。じゃあ可愛かわいいストーカーさんに」

「人聞きの悪いことを言わないで！」

「じゃあ可愛い出で歯ば亀がめさんってのは？」

「あなた喧けん嘩かを売りに来たの？」

「元気が出てきたみたいね」

「怒おこってるのよ！」

「じゃあ、かんぱーい♡」

　チンっと、テーブルに置いたままの霧恋のグラスに自分のグラスをあわせた。

「もう！」

　雨音のペースにかき回され、腹はらを立てる霧恋だったが、やはり薄うすピンク色の液えき体たいには大いに興きよう味みがそそられるのであろう、グラスを手にとって軽く口を付ける。

「おいしい……でもいいの？」

　強烈な五感を刺し激げきするそれに心を奪うばわれそうになりながら霧恋は聞いた。

「なにが？」

「だって神樹の酒よ。普ふ通つうじゃ一生飲めないようなお酒なんだから、こんな事で開けないで、もっとあなたの大事な時にでも……」

「今だって大事な時よ」

　あっけらかんと笑えみを浮うかべてグラスを上げる。

「だいたい霧恋を励はげましてって貰もらったんだから」

「一いつ緒しよにこれを飲めってわけでもないでしょう？　この一杯でだって街の一つ二つ買える値ね段だんよ」

「そりゃ豪ごう勢せいだわ。うん！　おいしい!!」

　ケラケラ笑いながらグラスを空ける。勿もつ体たいないとかいう感覚はまるでない。そのあっけらかんとした物ぶつ欲よくの希き薄はくさが育ちの良さを物語っている。

「でもアイリ様はそれだけの価か値ちがあると思ってるんじゃないの？　西南君に」

「説得なんかされませんからね」

「そんなに可愛いの？」

「そうよ！　あなたは知らないから……西南ちゃんがどれだけあの悪運のせいで！」

「安全な巣箱に閉とじこめておこうってか？」

「なっ!?」

「ふん……あたしの親父おやじと同じだな」

「あなたの場合とは違うわ！　命に関かかわるのよ！」

　グラスをあおった勢いきおいでまくしたてようと声を張はり上げる……が。

「ほらグラス貸かせよ」

　霧恋のグラスを取ると神樹の酒と果実酒のカクテルを作り始める。その絶妙な間合いに勢いを削そがれてしまう──意図的か偶ぐう然ぜんか、見事なかみ合わなさだ。

「で？　話はなんだったっけ？」

　コトっとカクテルの満たされたグラスが霧恋の目の前に置かれた時には、彼女の勢いもすっかり冷めていた。

「もういいわ。あなたに言っても会話の無む駄だね」

　結局、一番重要なのは西南を説得することだ。

「……それより雨音は西南ちゃんの事どう思ってるの？」

「どうって？」

「西南ちゃん、うちに口くち紅べに付けて来たわよ」

　殺気が混まじったジト目で睨にらむ。霧恋自身意い識しきしていない分、ちょっと怖こわい。

「アハハハ……あれね。でもしょうがなかったのよ、人工呼こ吸きゆうしたんだから……あっ、それとも着陸の衝しよう撃げきに巻まき込んじゃった事を怒おこってるのか、な？」

「な・ぜ！　口くち移うつしの人工呼吸蘇そ生せいだったか、聞きたいの」

　冷静だがいつになく強い口調だ。

「う～～んとね……え～～っとぉ………」

　口ごもっていた雨音の瞼まぶたが急に重くなったかと思うと、ごとんとその場に突つっ伏ぷしてしまう。

「誤ご魔ま化かさないで！」

　雨音の肩かたを乱らん暴ぼうに揺ゆするが反はん応のうがない。

「ちょっと……雨音？　どうしたの…………あっ……」

　ゴトン──霧恋も同じように突とつ然ぜん意識を失った。ちなみに原げん因いんは説明するまでもなくアイリの渡わたした神樹の酒に仕込んだ新型ナノマシンによるものだが……。

　と、その時である。霧恋の身体からだの数か所から全身に幾いく重えもの光の輪が波は紋もんのように広がった。それは薄うす暗ぐらい部屋の中ですらほとんど視し認にんできないくらいわずかな光だった。




「瀬戸様～～。霧恋ちゃん、10─34です」

　お椀わんと呼よばれている水鏡ブリッジのオペレーター席で、一人居い残のこり当番をしていた水穂が振ふり返る。

「あら珍めずらしい」

　普段は真っ暗な空間に美しい青空を映うつし出し、他の夜や勤きんオペレーター達とお茶会をしていた瀬戸が立ち上がる。

「彼女のガードプログラムの状じよう況きようは？」

「全部フリーズ状じよう態たいです」

「例の奴やつも？」

「おそらく……あっ、瀬戸様、その鷲羽わしゆう様からです」

　間かん髪はつ入れず鷲羽の実体映えい像ぞうが瀬戸の目の前に現あらわれた。と、お茶をしていたオペレーター達が一いつ斉せいに立ち上がって会え釈しやくをする。

「挨あい拶さつなんていいから。続けて続けて」

「ねえ鷲羽ちゃん。霧恋ちゃんが眠ねむらされたんだけれど、どう思う？」

「なかなかの傑けつ作さくよ。例のこっちの試作もフリーズさせられてるもの」

「あら、まあ」

　ほんのわずかではあるが、瀬戸が珍しく驚おどろきの表ひよう情じようを見せる。

「いい機会だから新型のガーディアンを起動させてみるかい？」

「……ねえ鷲羽ちゃん。仕し掛かけた相手はわかる？」

　白はく眉び鷲羽のガードを突とつ破ぱしてこんな事の出来る人間など限かぎられている。あくまで質しつ問もんではなく確かく認にんだ。

「構こう築ちくのクセからして……アイリ殿どのね」

「じゃあガーディアンシステムは止やめておきましょう。まだ彼女に知られたくないわ」

「シビアねえ、さすがは樹雷の鬼おに姫ひめ。それにしてもアイリ殿もずいぶん出来るようになったもんだね」

「鷲羽ちゃんに弟で子し入りした甲か斐いがあったってわけね」

「でもまだ機き能のうが不安定だから実験段だん階かいってところだね」

「霧恋ちゃんを実験に使うとは……本気みたいですね、お母様」

「やっぱり私に使う気なのかしらね、アイリちゃん」

「心当たりはあるんだろ？」

　面おも白しろそうに鷲羽がたずねる。

「全然！」

「その割わりにはけっこう本気みたいだよ。発はつ展てん予想上では瀬戸殿のパーソナルにジャストフィットって感じだから」

「もしかしてこの前、お母様が昼ひる寝ねをしている隙すきに瀬戸様が可愛かわいい系けいのフリルたっぷりのドレスを着せたのが原因じゃないんですか？　しかもその盗とう撮さつ映像を、銀ぎん河が連れん盟めい理事会の余よ興きようで上映したし」

「しかたないでしょ。目が覚めたあと、嬉うれしそうに鏡でぶりっ娘こポーズをとってた彼女が悪いのよ。そんなチャンスを逃のがすわけにはいかないじゃない！」

「可哀かわい想そうにお母様……すごくショックを受けて……」

「水穂ちゃんが『お母さん、可愛い』なんて真顔で言った方がショックって表情してたけど？」

「なぜ私が仕返し対象に入っているんですか！」

「やれやれ……誰だれがどう恨うらみを買っているかは、私には関係ないからどうでもいいけど」

「どうでもいいって……鷲羽ちゃん、ひどいわ」

「まあ第一目標は明らかに瀬戸殿、その勢いきおいで水穂殿にもイタズラを仕掛ける確かく率りつは高いだろうね」

「なぜ……なぜ私が仕返し対象に入っているんですかぁ～～??」

　ちょっと泣きそうだ。

「思い付き、その場の勢い、理り不ふ尽じんってのが彼女の行動原理だから」

「それはそうですが……」

「昔ッから思ってたんだけど、よくもまあ哲てつ学がく士しが務つとまっているものよねぇ」

「理不尽を成り立たせるための手しゆ段だんだからね。今のところ破は綻たんも多いけど、その弱点がなくなったら……」

「なくなったら？」

「新たな伝説の誕たん生じようってとこ」

　それは鷲羽と同等かそれ以上という意味だ。それだけ彼女の能力は高いのだ。

「クッ……そうね、こんな所で漫まん才ざいやってる場合じゃないわ！　ねえ鷲羽ちゃん、ワクチンガードはどれくらいで組める？」

「けっこう努力賞だからねェ……クスッ引っ掛かってやったら？」

「うちでやる！」

　ムッとした顔で唸うなる瀬戸。

「瀬戸殿の所の情じよう報ほう処しよ理りを二％落として一時間……ってところかな？」

「！……あら本当に努力賞ねえ」

　鷲羽の言葉に本気で驚いた風であった。それもそのはず、銀河全ぜん域いきで展てん開かい中ちゆうの情報活動の三割を中止、あるいは変へん更こうを余よ儀ぎなくさせられる数字だからだ。もちろん予よ防ぼう措そ置ちはいくらでもあるので、あくまで現げん状じようのままであれば、という条じよう件けん下かでの話だ。

「試作段階で攪かく乱らん用ようにバラまけば実戦有ゆう効こう期間は……樹雷クラスで一日、他なら三か月は最低保ほ証しようするわ」

「うわ……お母さん敢かん闘とう賞」

　水穂も感かん嘆たんの声を上げる。

「…………しょうがない。引っ掛かってやるか。水穂ちゃん、お願いね」

「えっ!?」

「目標の頂いただきは高ければ高いほどいいものよ。彼女にはこれくらいで満足されちゃあ困こまるもの。でもね、ちょっとくらいご褒ほう美びをあげるのも、いい発はつ憤ぷん材料にはなるでしょう？」

「クックック。ものは言いようだね」

（反はん論ろんするだけ無む駄だね）

　水穂は鷲羽と瀬戸を交こう互ごに見ながらため息をつく。

「ところで瀬戸様。霧恋ちゃんはどうしますか？」

「そうね……」

「あっ、彼女は寝ねかしておいてあげて。たぶん西南殿どの対たい策さくだろうからさ」

「そうなの？」

「実はちょっと前にアイリ殿から連れん絡らくがあってね」

　そう言うと事のあらましを説明し始めた。




　それぞれのトラブルメーカーという名の策士達の思惑おもわくを余よ所そにその被ひ害がい者しや達は僅わずかな安息時を過すごしていた。

　だがその安息もこの一いつ瞬しゆんだけ、翌よく朝あさはまた騒そう乱らんの時を紡つむいでゆく事になるのである。





【天地無用！ＧＸＰ　第二巻・了】









　　あとがき







　皆さん、大変お待たせいたしました。ＧＸＰの第二巻です。

　もう少し速いペースで出せればいいのですが、どうしても本ほん業ぎようの方が忙いそがしく、延び延びとなってしまいました。今回の事でいろいろと諦め（？）というか覚悟が決まりましたので、次からはもう少し短い間隔での発刊を目指します。

　……で、お待たせついでというか、お待たせしたあげくと言った方がいいのか……本編を読んだ方は少しよう々しよう驚おどろいた事と思います。（……実は私も驚いています）

　第一巻の終わりに西せい南な君がＧＰアカデミー寮りように到とう着ちやくしてから、二巻の最後までで一日すら経けい過かしていません！

　まあせいぜい半日……といった所です。数年前に放映されたＴＶ版ＧＸＰでいえば、第五話のみで構成されていることになります。

　ＴＶ版ＧＸＰは一話から最終話まで約二年間のお話だったのですが、入にゆう学がくから研けん修しゆう、そして卒そつ業ぎようまでの必要最低限のお話しか入れられませんでしたので、かなりのエピソードを端折はしよっています。ですから第一巻のあとがきでも説明されていましたように、この小説版ＧＸＰはＴＶでは見せられなかった、描えがけなかった部分をいろいろ見せたい！　そういう意い図とのもとに書かれています。

　というわけで、そこら辺を小説で補ほ完かんしていくと、あら不ふ思し議ぎ。今回のような事になるんですねぇ～～ハッハッハ。

　もう書いても書いても書いても書いても書いても書いても書いても書いても書いても書いても書いても書いても書いても書いても書いても書いても書いても書いても書いても書書いても、いろんなキャラがしゃしゃり出てきて、西南君の夜が全然、明あけません！

「現実の夜はポコポコと放っておいても節せつ操そうなく明けるのに、何でアカデミーの夜はいつまで経たっても夜なんや！」

　と、近所迷惑なので心の中で叫んでみても自じ業ごう自じ得とくなので虚むなしいだけ。

　グスグス。

　泣きたくなりそうな気持ちをおさえつつ……ああ、ちなみにグスグスは涙のせいではなく花か粉ふん症しようのせいだったりします。ついに私も去年の30倍といわれる花粉にやられてしまったのです。

「今年デビューの新人です♡」

　殺さつ意いを覚えるような自じ己こ突つっ込みのダメージと時とき折おり襲おそってくる、くしゃみと鼻はな水みずに耐えつつ、何とか西南君達は寮に帰り着きました。

　さいわい花粉症はまだ軽く、作業時に悩まされたくしゃみと鼻水は、花粉症になったのに気付かないまま、マスクもしないで自転車で走り回っていたのが原因でした。まあ、なにせ30倍ですからねぇ……。外出時にマスクをするようになってからは室しつ内ないでもほとんど、くしゃみは出なくなりました。

　しかし窓を開けて換かん気きができなくなったせいで、汎はん用ようと絵え描かき専用２台のパソコンとモニターがいい具合に室内温度を上げてくれます。外には涼すずしい夜風があるのに、花粉という小こ悪あく魔まが舞まっている……杉すぎの発はつ情じよう期きの生せい殖しよく行こう動どうがこれほど多くの人々に多大な迷惑をかけているわけですが……。

　──ということは、最近の天気予よ報ほうの花粉情報は、奴らの生殖行動の激はげしさの有う無むを予報している？

　そう考えると何やら滑こつ稽けいな気がします。

「今日は多くの猫が発情期にはいっていますので、夜は鳴き声がうるさいでしょう。皆様就しゆう寝しん時には耳みみ栓せん等をご用意し、お気を付け下さい」

　という事でしょうか？

　まあそれにしても最近のマスクは性能がいいんですねぇ……軽いし、耳が痛くならないし、密みつ閉ぺいできる形けい状じようだったり、湿しつ気けは適てき度どに抜ぬけるし、外気の匂においもする。『必要は発明の母』とはよく言ったもんだと感心しつつ、あとは何かを飲む時にストローを入れられる弁べん状じようの小さな穴でも付かないかと……。




　さて話を元に戻しまして、次の巻の予告などを──

　正確な分量は第二巻の例もありますので予よ測そく不ふ可か能のうですが、今の予定では西南君の入学式から雨あま音ね達との同どう居きよに至いたるまでのお話になると思います……たぶん。

　ＴＶではほとんど描かれなかった西南の学園生活やら、瀬せ戸とに煽あおられてやって来た珀はく蓮れん達四人に立たつ木き林りん檎ごの女によ官かん達と霧きり恋この攻防戦など、いろいろといっぱい考えています。
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